


ごあいさつ

神奈川は、横浜、川崎といった大都市を擁する一方で、箱根連山

から丹沢に連なる風光明媚な山並みと湖、相模川や酒匂川をはじめ

とする豊かな川の流れ、三浦半島から湘南、真鶴に至る美しい海岸

線というように、地域ごとに多様な自然環境に恵まれています。こ

うした多彩な県土に、古都鎌倉、城下町小田原に代表されるような

歴史と文化が息づき、また日本の文明開化や近代化をけん引してき

た工業力、技術力が集積し、進取の気風に富んだ人材があふれてい

ます。

県では、本年３月に『活力ある地域社会・生きがいのあるくらし

の創造』を目指し「神奈川力構想・プロジェクト５１」を策定したと

ころですが、このたび、地域の個性ある発展を図るため、市町村と

の共同作品として、地域の将来像と諸施策を明らかにした「神奈川

力構想・地域計画」を策定しました。

計画の策定にあたりましては、市町村の方々の参画を得て各地区

に設置した地区地域計画策定推進会議での検討をもとに、総合計画

審議会で熱心なご審議をいただくとともに、県民の皆様から頂いた

ご意見を反映させ、県議会においてご議決をいただきました。

今日、地域社会が大きく変化する中で、さまざまな課題がありま

すが、私は、神奈川の有する豊かな潜在力、『神奈川力』を結集する

ことで、個性豊かで活力のある地域として、さらに発展することが

できると考えております。

計画の推進にあたっては、県民の皆様、そして市町村の皆様と力

を合わせ、全力を尽くして取り組んでまいりたいと思います。

今後とも、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

平成１６年１２月
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はじめに

１　計画策定の趣旨
大きな時代の変動期にある中、本県では、２００３（平成１５）年度に、これまでの取組みを継承しつつ、神

奈川の持つ多彩な力を生かし、新しい課題にも果敢に挑戦することを基本に、「神奈川力構想・プロジェク
ト５１」を策定しました。
その策定にあたっては、地方分権改革が進展する状況の中で改めて地域計画の必要性やあり方に関する市

町村の意見を十分に踏まえることとし、意見交換などに努めた結果、２００４（平成１６）年中に新たな地域計
画を策定することとしました。
「神奈川力構想・地域計画」は、それぞれの地域の持つ個性や活力を生かした取組みを明らかにするもの

であり、地域主権の観点から、市町村との共同作品として、それぞれの地域ごとの特性や課題を踏まえて策
定しました。

２　計画の性格
「神奈川力構想・地域計画」は、これまでの取組みを継承するとともに、「神奈川力構想・プロジェクト５１」
の「神奈川のめざすすがた」及び「施策展開の３つの基本的視点」である〈民との協働〉、〈地域からの改革〉、
〈新しい神奈川の創造〉の各視点も念頭におきつつ、それぞれの地域ごとに、地域の課題を積極的に受け止
め、個性を生かした、地域の将来像とその実現のための施策を示すものとします。

３　計画の構成
全体構成は表のとおりとし、それぞれの地域ごとの計画は、地域の将来のビジョンを示す「地域の将来像」

及び、その実現のために取り組む県、市町村、民間などの施策・事業からなる「地域プロジェクト」で構成
します。

第１章
神奈川の地域のすがた

第２章
各地区の将来像と
地域プロジェクト

1 地域政策圏の設定

2 地域区分設定の考え方

3 各地区の現状

○ 各地域政策圏の施策の
方向（3圏）
［計画期間：概ね１０年後
（２０１５（平成２７）年）］

○ 地区（8地区）

地域の将来像
[計画期間：概ね１０年後
（２０１５（平成２７）年）]

地域プロジェクト
[計画期間：計画決定時
～２００６（平成１８）年度］

地区で展開される主な取
組み

・地域政策圏設定の考え方と、各地域政策圏の
範囲などについて示します。

・地域計画の単位となる地域区分設定の考え方
とその範囲などについて示します。

・地区を全県横断的に見て、各地区の課題の前
提となる社会環境について示します。

・地域政策圏の形成の方向と地区を越える広域
課題を踏まえた連携の方向を示します。

・地域の課題を踏まえ、地域の個性を生かした
地域形成の将来展望を示します。

・地域の課題を的確に把握し、今後の進行管理
の中で地域の変化を県民に対してわかりやす
く示すために、数値データ（指標）を設定し
ます。

・中長期的な視点に立った施策の基本方向を図
示します。

・地域の課題に対応して、特色ある地域づくり
を行うために、「地域の将来像」を実現する
県及び県と関わりのある市町村・民間などの
行う施策・事業を示します。

・地域における県の取組みを体系的に示した一
覧表を示します。
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第１章�

神奈川の地域のすがた�

１　地域政策圏の設定�
�
２　地域区分設定の考え方�
�
３　各地区の現状�
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1 地域政策圏の設定

○　神奈川は、丹沢から足柄の山々、湖、相模川や酒匂川とその周りに広がる相模平野や足柄平野、三浦
から多摩、武蔵野へと続く丘陵・台地、東京湾と相模湾を分ける三浦半島など、豊かな自然に恵まれて
います。一方で、首都圏に位置し、交通網をはじめとする利便性の高い都市的インフラが整備され、日
本有数の産業の集積や、高い技術力も持っています。これら神奈川の魅力は、地域にくらす人々の生活
を多彩なものにしています。

○ 「神奈川力構想・プロジェクト５１」では、県土づくりの基本的方向を次のとおり示しておりますが、
「神奈川力構想・地域計画」においても同様の考えに基づき、地域政策圏を設定しています。

（1）県土形成の基本的方向

神奈川は、首都圏にありながら豊かな自然に恵まれ、人々のにぎわいや産業の集積が進んでいる大変多彩
な風土を持っています。
その中で、これまで神奈川は、業務機能やものづくりなどの面で首都機能の一翼を担うとともに、過度な

開発を抑制することによって、良好な都市環境の保全に努めてきました。
今後の県土づくりでは、引き続き東西バランスに配慮し、県土の均衡ある発展をめざしつつ、地域の資源

や個性を生かし、多様で豊かな県民生活を支え、次の世代に良好な県土を引き継ぐ観点から県土政策を進め
ていきます。
このことを通して、新たな活力と魅力にあふれ、また、安全で環境に配慮した県土形成に努めます。

●人々の生活と自然の重視

●南北の結びつきの重視

●隣接する都県との交流圏域の重視

●首都圏における連携

●都市再生などの取組みへの対応

（2）地域政策圏形成の基本的方向

県土形成にあたっては、水、みどり、空間などの自然の連続性や将来の交通基盤の整備状況、人々の活動
の広がりなどをベースに、地域の特性を生かした地域づくりを進めます。そのため、県内に「国際文化交流
都市圏」「環境共生生活都市圏」「緑住快適交流都市圏」の3つの地域政策圏を設定しています。今後もそれ
ぞれの地域政策圏の形成の基本的方向に沿って、様々な取組みを進めるとともに、地域主体のまちづくりに
配慮した土地利用を進めます。

神奈川の地域のすがた
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②環境共生生活都市圏�

③緑住快適交流都市圏�

①国際文化交流都市圏�

①　国際文化交流都市圏（多摩川、鶴見川流域、多摩・三浦丘陵を一体としてとらえた、川崎・横浜、
三浦半島を含む県東部の地域）

→p.２０※

②　環境共生生活都市圏 （丹沢から相模川や境川、引地川、金目川の流域を一体としてとらえた、津
久井から県央、湘南を含む県中央部の地域）

→p.５８※

③　緑住快適交流都市圏（丹沢、酒匂川流域を一体としてとらえた、足柄上から西湘に至る県西部の地
域）

→p.９６※

※それぞれの地域政策圏形成の基本的方向は、各ページに記載しています。

〈地域政策圏域図〉

地域政策
圏の設定
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2 地域区分設定の考え方

○　神奈川では、時代の流れとともに、社会経済環境が大きく変化してきている中で、様々な分野で行政
需要が多様化、複雑化するとともに、人々の生活圏域の広がりもあいまって、地域における課題も広域
化、重層化してきています。これらの課題に対応するには、ある程度まとまりのある地域が共有する課
題に対して、市町村の取組みも含めた一体的な対応を行っていくことが効果的です。

○ 「神奈川力構想・プロジェクト５１」では、県内に「国際文化交流都市圏」「環境共生生活都市圏」「緑
住快適交流都市圏」の3つの地域政策圏を設定しましたが、より地域に即した課題への対応として、ま
とまりのある地区を単位とした課題の抽出と、その解決に向けた地域プロジェクトを推進していくため、
3つの地域政策圏に人々の通勤・通学圏や商圏などの生活の広がりを加味して、下図のとおり地域区分
を設定しました。

○　地域区分により、完全に完結した地区となるわけではありませんので、むしろ各地区を完結して捉え
るのではなく、地区が連携しながらそれぞれの地区の個性を生かしていくことが大切です。そこで、
「神奈川力構想・地域計画」では地区を越えた広域課題への対応も考慮していきます。

緑住快適交流都市圏 環境共生生活都市圏 国際文化交流都市圏

〈西湘地区〉
小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町

〈湘南地区〉
平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、秦野市、
伊勢原市、寒川町、大磯町、二宮町

〈横須賀三浦地区〉
○横須賀市、鎌倉市、 子市、

三浦市、葉山町

〈足柄上地区〉
南足柄市、中井町、大井町、松田町、

山北町、開成町

〈県央地区〉
○相模原市、厚木市、大和市、海老名市、
座間市、綾瀬市、愛川町、清川村

〈津久井地区〉
城山町、津久井町、
相模湖町、藤野町

〈川崎地区〉◎川崎市

〈横浜地区〉◎横浜市

◎…政令指定都市　　○…中核市

神奈川の地域のすがた
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地域区分
設定の考
え方
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（１）人口動態（少子・高齢化）

人口の推移は、川崎、横浜、県央及び
湘南の各地区では緩やかながら増加が続
いていますが、横須賀三浦、足柄上、西
湘、津久井の各地区では横ばいないしは
緩やかながら減少が始まっています。
また、全県では、２００４（平成１６）年

1月1日現在での６５歳以上の人の割合は
１５．７％であり、高齢社会＊１となっていま
すが、地区別に見ると、横須賀三浦及び
西湘地区ではすでに２０%を超えている一方
で、川崎、県央の両地区では、１４%を超え
ていません。

3 各地区の現状

○　「神奈川力構想・プロジェクト５１」の「神奈川のめざすすがた」では全県的な「時代の変化と
今後の見通し」を明らかにしましたが、県内の各地区に目を移してみると、それぞれの地区の特
徴が浮かび上がってきます。

○　第2章では、各地区で「地域の課題」を設定し、それを表す「数値データ（指標）」をとりあ
げていますが、その前提としてここでは、各地区を横断的に地域の現状を概観します。

   １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ 全県に占める割合�

 川崎 １,２１９,４７５ １,２３１,９２７ １,２４１,５５２ １,２５２,５４０ １,２６９,４６９ １,２８３,４１１ １,２９５,１２１ １４.９%�

 横浜 ３,３４４,６５４ ３,３７２,９１６ ３,３９７,８９５ ３,４３２,７０３ ３,４６９,１０８ ３,５０３,１８２ ３,５３２,６９１ ４０.６%�

 横須賀三浦 ７３７,０８９ ７３６,７５０ ７３８,７１５ ７３６,７５０ ７３７,７４１ ７３９,２５８ ７４０,１３２ ８.５%�

 津久井 ７６,５３４ ７６,４６４ ７６,０９４ ７５,５０７ ７５,１１５ ７４,５３４ ７３,９６０ ０.９%�

 県央 １,３７５,２７６ １,３８７,２２７ １,３９６,２６１ １,４０８,８８２ １,４２０,４６１ １,４２９,７７７ １,４４０,８１８ １６.６%�

 湘南 １,２２１,０２５ １,２２６,１２６ １,２２９,３７４ １,２３３,４４５ １,２４０,５０９ １,２４７,００９ １,２５３,２０８ １４.４%�

 足柄上 １１１,０８２ １１１,４３０ １１１,５３４ １１０,８７５ １１１,２４２ １１１,４５０ １１１,８６７ １.３%�

 西湘 ２５５,７０２ ２５５,４９６ ２５４,７４９ ２５２,７９６ ２５１,７２７ ２５１,０４４ ２４９,９２３ ２.９%�

 全県 ８,３４０,８３７ ８,３９８,３３６ ８,４４６,１７４ ８,５０３,４９８ ８,５７５,３７２ ８,６３９,６６５ ８,６９７,７２０ １００.０%

（単位：人）�

各年1月1日現在の人口�
�

「神奈川県人口統計調査」「神奈川県年齢別人口統計調査」より作成�

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0（％）�

１９９８年を１とした人口の推移�

６５歳以上人口の割合（２００４年１月１日現在）�

川崎�

横浜�

横須賀三浦�

津久井�

県央�

湘南�

足柄上�

西湘�

川崎　　　　　　　横浜　　　　　　横須賀三浦�
津久井　　　　　　県央　　　　　　湘南�
足柄上　　　　　　西湘�

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004年�

13.8

15.7

21.0

16.5

13.1

15.8

18.4

20.0

＊１　高齢社会：一般に、高齢化率（６５歳以上の人の割合）が7％を超えた社会を「高齢化社会」、１４％を超えた社会を「高齢社会」と呼んで
います。（「高齢社会白書」内閣府編（２００３年版））

神奈川の地域のすがた
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自然増については、川崎、横浜、県央、湘南及び足柄上地区ではプラスですが、横須賀三浦、津久井
及び西湘地区では、マイナスとなっています。また、自然増がある地域でもその増加幅は低下傾向に
あります。
社会増については、川崎、横浜、横須賀三浦、県央、湘南及び足柄上地区では最近３年間、プラス

が続いていますが津久井及び西湘地区ではマイナスが続いています。また、社会増が続いている地区
でも、川崎及び横浜地区では2年間連続で増加幅が減少、県央及び足柄上地区では再び上昇するなど
の動きが見られますが、傾向は一定していません。
人口の推移は地域の差があると言え、それぞれの特徴に応じた対応が求められています。

自然増�

社会増�

県央� 湘南�

横須賀三浦� 津久井�

川崎� 横浜�

足柄上� 西湘�

人� 人�

人� 人�

人� 人�

人� 人�

「神奈川県人口統計調査」より作成�

増
加
幅�

12,000�

10,000�

8,000�

6,000�

4,000�

2,000�

0

3,000�

2,000�

1,000�

0�

-1,000�

-2,000

10,000�

8,000�

6,000�

4,000�

2,000�

0

25,000�

20,000�

15,000�

10,000�

5,000�

0

200�

0�

-200�

-400�

-600�

-800

5,000�

4,000�

3,000�

2,000�

1,000�

0�

-1,000�

-2,000

600�

400�

200�

0�

-200�

-400�

-600�

-800�

-1,000

500�

0�

-500�

-1,000�

-1,500�

-2,000�

-2,500

1998 1999 2000 2001 2002 2003年� 1998 1999 2000 2001 2002 2003年�

1998 1999 2000 2001 2002 2003年� 1998 1999 2000 2001 2002 2003年�

1998 1999 2000 2001 2002 2003年� 1998 1999 2000 2001 2002 2003年�

1998 1999 2000 2001 2002 2003年� 1998 1999 2000 2001 2002 2003年�

各地区人口の自然増、社会増の推移�

各地区の
現状
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（２）産業・経済
県内の各地域ではそれぞれの地域資源を生かした産業が活発に行われていますが、我が国の経済の低

迷が続く中で、地域経済にもその影響が現れており、生産年齢人口の減少もあいまって、地域経済の基
盤が弱まってきています。
それぞれの地域の特徴を生かしながら、地域経済の活性化に取り組んでいく必要があります。

農業産出額を見ると、県内では、横須
賀三浦、県央及び湘南の3地区で県内の約
4分の3を占めています。

製造品出荷額等では、川崎、横浜、県
央及び湘南の4地区が約２０％でほぼ同じ
割合となっています。
その推移を見ると、長期的には低下傾

向ですが、回復の兆しも見られます。

農業生産額の割合（２００３年）�

２００３年は概算�
「神奈川県農林水産統計年報」より作成�

川崎 3.3%

横浜�
13.0%

横須賀三浦�
20.0%

全県�
751.3億円�

津久井 1.4%県央県央�
19.5%

足柄上足柄上�
5.2%

西湘西湘�
5.9%

県央�
19.5%

湘南�
31.7%

足柄上�
5.2%

西湘�
5.9%

  １９９９ ２００１ ２００３�
 川崎 ３４.０ ２６.８ ２５.１�
 横浜 １３８.３ １０５.３ ９７.７�
 横須賀三浦 １３２.４ ２２０.６ １５０.３�
 津久井 １３.１ １１.５ １０.５�
 県央 １５４.７ １４７.１ １４６.５�
 湘南 ２６８.７ ２４８.８ ２３８.２�
 足柄上 ４３.９ ３８.８ ３９.０�
 西湘 ４７.９ ４４.４ ４４.０�

（単位：億円）�

津久井 0.5%

２００３年は速報値�
「神奈川県工業統計調査結果報告」より作成�

製造品出荷額等（従業者4人以上の事業所）の割合（２００３年）�

  １９９９ ２００１ ２００３�
 川崎 ４３,４６３ ３８,２６８ ３８,３５４�
 横浜 ４９,６１６ ４４,９８８ ４０,９７２�
 横須賀三浦 ２０,８８９ ２０,７４６ ２２,２４９�
 津久井 １,０１８ １,３６９ ８５１�
 県央 ４１,６０４ ３８,３５６ ３２,１５０�
 湘南 ４２,３９６ ４０,６０８ ３７,９０９�
 足柄上 ５,７５０ ５,７６７ ６,１７１�
 西湘 ８,４４１ ９,０００ ８,７９９�

（単位：億円）�

川崎�
20.5%

横浜�
21.9%

横須賀三浦�
11.9%

全県�
18.7兆円�

県央県央�
17.2%

湘南�
20.2%

足柄上 3.3%
西湘西湘�
4.7%

県央�
17.2%

西湘�
4.7%

神奈川の地域のすがた
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商店街など地域に密着している小売業
の年間商品販売額の割合は、各地区の人
口比に近い割合です。
その動向を見ると、横須賀三浦、津久

井、県央、湘南及び西湘地区で販売額の
低下が続いています。

観光産業はこれからの成長が見込まれ、
地域資源の活用を図り定住人口だけでな
く交流人口を増やすことは地域の活性化
につながることが期待されています。入
込観光客数は横浜、横須賀三浦、湘南及
び西湘地区のウエイトが高くなっていま
す。

（単位：億円）�

  １９９７ １９９９ ２００２�
 川崎 １１,０１８ １１,７５４ １１,４０２�
 横浜 ３７,４８８ ３９,１４４ ３６,１８１�
 横須賀三浦 ７,５３５ ７,２４２ ６,７６１�
 津久井 ５１８ ４９８ ４８４�
 県央 １４,９０７ １４,８２４ １３,９９６�
 湘南 １３,０２５ １２,９１９ １１,７９１�
 足柄上 ９３４ ９５１ ８３６�
 西湘 ３,３５９ ３,２５６ ３,１９２�

「神奈川県商業統計調査結果報告」より作成�

川崎�
13.5%

横浜�
42.7%

横須賀三浦�
8.0%

全県�
8兆4,643億円�

津久井 0.6%

県央�
16.5%

西湘西湘�
3.8%

県央�
16.5%

湘南�
13.9%

足柄上 1.0%
西湘�
3.8%

小売業の年間商品販売額の割合（２００２年）�

（単位：千人）�

  ２００１ ２００２ ２００３�
 川崎 １２,８１１ １１,７６６ １２,７６４�
 横浜 ３３,７８４ ３４,５３６ ３４,６６５�
 横須賀三浦 ３２,４０７ ３２,６７６ ３２,７７０�
 津久井 ２,６９１ ２,６５１ ２,６８８�
 県央 ８,５７６ １１,５０３ １０,７５７�
 湘南 ２２,９１９ ２２,５６４ ２４,２７３�
 足柄上 ３,４１５ ３,４９７ ３,８３４�
 西湘 ３０,１４６ ２９,７５５ ３０,５７６�

川崎�
8.4%

横浜�
22.8%

横須賀三浦�
21.5%

全県�
1億5,232万人�

津久井 1.8%

県央県央�
7.1%

西湘西湘�
20.1%

県央�
7.1%

湘南�
15.9%

足柄上 2.5%

西湘�
20.1%

「神奈川県入込観光客調査報告書」（神奈川県観光振興�
対策協議会）より作成�
注） 大和市は２００２（平成１４）年から調査実施�
 中井町、大井町、開成町は２００３（平成１５）年から調査実施�
 綾瀬市は調査を実施していない�

入込観光客数の割合（２００３年）�

各地区の
現状
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外国籍県民の数は、国際課調べより作成
人口１万人あたりの外国籍県民は、「神奈川県人口統計
調査（１６.1.1現在）」をもとに政策課で加工

国境を越えた人、ものの移動
がますます活発化してくる中で、
外国籍県民が今後も増加する見
込みですが、人口比では川崎、
横浜及び県央地区が多くなって
います。

川崎� 横浜�横須賀三浦�津久井� 県央� 湘南�足柄上�西湘�

70,000�

60,000�

50,000�

40,000�

30,000�

20,000�

10,000�

0

人� 人／1万人�
250�

200�

150�

100�

50�

0

全県 149,012人�
人口１万人あたりの�
外国籍県民の数（右軸）�

外国籍県民の数�
（左軸）�

（３）県民生活
ライフスタイルの多様化やボーダレス化の流れの中で、外国籍県民の数の増加や、NPO＊１をはじめ

とする県民の自主的な活動が活発になるなど、県民生活・県民意識も時代とともに変化してきています。
また、都市化の進展などにより、地域のコミュニティ機能が低下しており、安全で安心してくらせる

社会づくりが求められていますが、これらの変化の中にも地域の特徴が見られます。

外国籍県民の数（２００３年１２月３１日現在）

県のNPO法人認証数は、県民総務室調べより作成
人口１万人あたりのNPO法人認証数は、「神奈川県人
口統計調査（１６.1.1現在）」をもとに政策課で加工

県認証の特定非営利活動法人
（NPO法人）は、横浜地区に主
たる事務所を置くものが多くな
っています。また、人口１万人
あたりでは、横浜及び横須賀三
浦地区で多くなっています。

川崎� 横浜�横須賀三浦�津久井�県央� 湘南�足柄上�西湘�

500�

450�

400�

350�

300�

250�

200�

150�

100�

50�

0

1.60�

1.40�

1.20�

1.00�

0.80�

0.60�

0.40�

0.20�

0.00

件� 件／1万人�

全県 945法人�人口１万人あたりの�
NPO法人認証数（右軸）�

NPO法人認証数�
（左軸）�

県のNPO法人認証数（２００４年3月３１日現在）

神奈川の地域のすがた

＊１　NPO…Non-Profit Organization（民間非営利団体）の略。本計画では「ボランタリー活動を行う特定非営利活動法人（いわゆるNPO
法人）及び法人格を持たない団体」をいいます。
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刑法犯認知件数は、警察本部調べより作成
人口１万人あたりの刑法犯認知件数は、「神奈川県人口
統計調査（１６.1.1現在）」をもとに政策課で加工

都市化の進展などにより、コ
ミュニティ機能が弱まるととも
に、人々のモラルの低下が進行
する中で、身近な犯罪が多発し
ていますが、人口１万人あたり
の刑法犯認知件数で見ると、県
央、川崎、湘南地区の順となっ
ています。

川崎� 横浜�横須賀三浦�津久井�県央� 湘南�足柄上�西湘�

80,000�

70,000�

60,000�

50,000�

40,000�

30,000�

20,000�

10,000�

0

件� 件／1万人�
300�

250�

200�

150�

100�

50�

0

全県 186,290件�人口１万人あたりの�
刑法犯認知件数�
  （右軸）�

刑法犯認知�
件数（左軸）�

刑法犯認知件数（２００３年）

高等教育機関である大学など
の数は、横浜、県央、湘南地区
の順となっています。
産学公連携による産業振興が

活発化してくるなど、地域社会
の中で、大学などに存在感が出
てきています。

川崎 １０�

横浜 ２１�

横須賀三浦 ６�

津久井 １�

県央 １６�

湘南 １４�

足柄上 ０�

西湘 ２�

（単位：校）�

政策課調べ�

注） 複数市町村に学部がある�
 場合は、それぞれ集計�

大学院・大学・短大の数（２００３年4月現在）

交通事故発生件数は、警察本部調べより作成
人口１万人あたりの交通事故発生件数は、「神奈川県人
口統計調査（１６.1.1現在）」をもとに政策課で加工

人口１万人あたりの交通事故
の発生件数では津久井、県央、
湘南及び西湘の各地区で比較的
多くなっています。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

20

40

60

80

100
件� 件／1万人�

全県 65,313件�

人口１万人あたりの�
交通事故発生件数�
（右軸）�

交通事故発生件数�
（左軸）�

川崎� 横浜�横須賀三浦�津久井�県央� 湘南�足柄上�西湘�

交通事故発生件数（２００３年）

各地区の
現状
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（４）自然・環境
多様で豊かな自然環境に恵まれている神奈川ですが、近年の著しい都市化の進展などにより緑地の減

少が進んでいます。良好な自然環境を将来の世代に引き継ぐため、各地域の特徴に応じた取組みを行っ
ていくことが必要です。
また、近年、さまざまな環境問題が生じているなかで、とりわけ廃棄物の問題は、地域の課題として

現れており、発生抑制・資源化・適正処理とあわせて、不法投棄の防止対策を推進する必要があります。

森林は清浄な空気や貴重な水
などを生む母体としての役割を
担ってきました。また、地域の
文化にあった森林の在り方など
も求められています。神奈川の
森林は、足柄上、津久井及び西
湘地区などに多く広がっていま
す。

「神奈川地域森林計画書」より作成�

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

ha

西
湘�

足
柄
上�

湘
南�

県
央�

津
久
井�

横
須
賀
三
浦�

横
浜�

川
崎�

森林面積（２００３年4月1日現在）

都市のみどりを保全していく
ため、緑地の保全や都市公園の
整備など、各地域で取組みが進
められています。

県関係各課での調査集計より作成�
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ha
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そ
の
他
緑
地
等（
地
域
制
緑
地
＊
１
、
ト
ラ
ス
ト
緑
地
、
農
用
地
区
域
）   

　
都
市
公
園�

市街地におけるみどりのスペース（２００３年度末　累計）

神奈川の地域のすがた

＊１　地域制緑地…首都圏近郊緑地保全法などの法律や条例などにより保全されている緑地。
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不法投棄箇所数は増加傾向に
あるものの、不法投棄量は減少
傾向にあります。こうした中で、
２００２（平成１４）年度の不法投
棄量の地区別割合を見ると、県
央地区で４４.３％、横須賀三浦地
区で２４.２％、横浜地区で１１.７％
などとなっています。

（単位：トン）�

  ２０００ ２００１ ２００２�

 川崎 ６ ６ ４�

 横浜 ９１ ８９ １１６�

 横須賀三浦 ３４８ ３２５ ２４１�

 津久井 ７９ ３０ ２２�

 県央 ６０９ ５４７ ４４０�

 湘南 ７７ １０６ ８６�

 足柄上 ７６ ７ １４�

 西湘 ７７ ７ ７１�

川崎 0.4%

横浜�
11.7%

横須賀三浦�
24.2%

全県�
994トン�

津久井�
2.2%

県央�
44.2%
県央�
44.3%
県央�
44.3%

湘南�
8.7%

足柄上 1.4%

西湘�
7.1%
西湘�
7.1%

0

500

1,000

1,500

2,000
トン�

1998

1,569

1,824

1,662

1,394
2,287

1,362

1,114

2,305

994

2,410

1999 2000 2001 2002年度�

箇所�

0

1,000

2,000

3,000
投棄箇所数（右軸）�投棄量（左軸）�

廃棄物対策課調べ（毎年度末の市町村との合同パトロール
などで確認した不法投棄の量・箇所数）より作成�

※各地区ごとにトン未満を四捨五入しているため、各地区
投棄量の合計と県全体の投棄量は一致しない。�

県全体の不法投棄の推移

不法投棄量の割合（２００２年度）

各地区の
現状
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（５）交通基盤

混雑度＊１が１.０未満の箇所の割
合は川崎、横浜、県央地区が低
く、円滑に走行できる箇所が少
ないことがわかります。
ただし、特定の箇所の混雑度

が高いことが、地区の課題とな
っているケースもありますの
で、それぞれの地域の特徴に応
じた対策が必要です。

0

20

40

60

80

100
%
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横
浜�

川
崎�

�

1.0未満�混雑度� 1.0～1.25 1.25～1.75 1.75以上�

「道路交通センサス」より作成�

注）高速自動車国道、都市高速道路を除く�

  混雑度�

１.０未満�
�
１.０～１.２５�
�
１.２５～１.７５�
�
１.７５以上�

推定される交通状況�

昼間１２時間を通して、道路が混雑することなく、円滑
に走行できる状況。�
昼間１２時間のうち道路が混雑する可能性のある時間
帯が1～2時間（ピーク時間）ある状況。�
ピーク時のみの混雑から日中に連続的混雑が生じる
過渡的な状況。�

日中に慢性的に混雑している状況。�

混雑度の箇所の割合（１９９９年度）

＊１　混雑度…道路の混雑の程度を表す指標で、道路の持つ交通容量（交通を通すことができる能力）に対する実際の交通量の比で示されます。
数値が大きくなるほど、混雑程度の悪化を示します。

神奈川の地域のすがた



第2章�

各地区の将来像と地域プロジェクト 

Ⅰ　川崎地区�
�
Ⅱ　横浜地区�
�
Ⅲ　横須賀三浦地区�
�
Ⅳ　津久井地区�
�
Ⅴ　県央地区�
�
Ⅵ　湘南地区�
�
Ⅶ　足柄上地区�
�
Ⅷ　西湘地区�

17
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凡例

■地域の将来像
概ね１０年後（２０１５（平成２７）年）を見通して、地域の課題を踏まえ、地域の個性を生かした地域

形成の将来展望を示しています。

＜地域の課題＞
地区内の市町村などで共通の課題や地域の個性を踏まえて対応すべき課題を示しています。

＜地区の数値データ（指標）＞
「地域の課題」を解決し、「地域の将来像」の実現に向けて、様々な主体が共有でき、計画の推

進にあたって地域の変化を県民の皆さんが判りやすく把握できるよう、数値データ（指標）を設
定しています。

基礎データ

・総人口　　 ○○○○人（○○％）

・総面積 ○○k㎡（○○％）

※（ ）内は全県に占める割合
総人口　「神奈川県人口統計調査」より（２００４年1月1日現在）
総面積　「全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）」より（２００３年１０月1日現在）

＊ 平塚市、茅ヶ崎市、大磯町の面積は境界未定のため、総務省自治行政局発行の全国市
町村要覧（平成１５年度版）に記載されている便宜上の概算数値。

○指標名�
２０００�

○○（○○%）�
２００１�

○○（○○%）�
２００２�

○○（○○%）�

（ ）内は全県に占める割合

＜地域の将来ビジョン＞
地域の課題を踏まえて、概ね１０年後の将来ビジョンを示しています。

＜地域構想図＞
中長期（概ね１０年）を見通した地域づくりのための県や市町村の主な構想、事業や、これらと関

係する主な計画道路を図示しています。

３　地域構想図�

■　地域の将来像� ■　地域プロジェクト�
○○○○○（メインテーマ）�
　　○○○○○（メインテーマの説明）�

１　地域の課題�

（１）○○○� （１）○○○（施策の方向）� １　○○○（施策の方向）�
　①　○○○（プロジェクト）�
　　１　○○○（構成事業）�
　　２　○○○（構成事業）�
�
　②　○○○（プロジェクト）�

２　○○○（施策の方向）�
　①　○○○（プロジェクト）�

（２）○○○� （２）○○○（施策の方向）�

２　地域の将来ビジョン�

各地区の計画の構成

各地区の将来像と
地域プロジェクト
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Ⅰ　安心してくらせる福祉・医療の基盤整備 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １３７～１４２ページ

○　○　地　区　で　展　開 さ れ る 主 な　取　組 み
「神奈川力構想・プロジェクト５１」の実施計画に記載されている「主な施策・事業」及び「まちづくり事業」のうち、○

○地区で展開される主なものを紹介します。

【主な施策】 【取り組む内容】

０００　○○の推進 ・○○への支援

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

０００　○○の整備 ０００　○○の強化

「神奈川力構想・プロジェクト５１」の７つの政策課題分野を示しています。 主な施策の具体的な内容が記載され
ているページを示しています。

この地区で展開される主な施策名を示しています。 左の欄の主な施策のうち、この地区で取り組む内容
に特色のあるものが記載されています。

各地区で共通に展開される主な施策名を以下に示しています。

■地区で展開される主な取組み
「神奈川力構想・プロジェクト５１」の実施計画に記載されている「主な施策・事業」及び「まち

づくり事業」のうち、当該地区で展開される県の取り組む主なものを紹介しています。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�

�
事業支援�
　・連携�

１  ○○の整備�
（県）�

２  ○○の推進�
（○○市、民間）�

○○の整備�
�

○○の調査�
�

△△の実施�

■地域プロジェクト
「地域の将来像」で設定した地域の課題に対応して、特色ある地域づくりを行うため、２００４（平
成１６）年度から２００６（平成１８）年度までに取り組む国、県、市町村、民間などの事業を示しています。

○県の関わりについて
地域プロジェクトには、県の事業だけでなく、県の関わりのある市町村や民間の事業を掲載

しています。県と市町村の共同作品というこの計画の性格に基づき、地域の課題に対応して県
と市町村などが連携した取組みを示すとともに、民間と協働した地域づくりの取組みを示して
います。
それぞれの構成事業について、県と市町村、民間の役割分担を明確にするため、県の関わり

欄を設けました。
また、計画策定や調査の段階と、事業実施の段階が明確になるように、工程を帯で示し、取

り組む内容をできるだけ詳しく記述しました。

２００６年度に取り組む内容が終了、または２００７年度以降の工程が未定の場合

・「事業実施」は、県が直接事業を行う場合。事業の中には計画策定や調査なども含みます。
・「事業支援」は、市町村や民間などが行う事業に県が補助などの財政的支援や、技術的支援を
行う場合。技術的支援とは、例えば、各種計画の策定や調査への助言、誘致などの活動に対す
る支援、アドバイザーの派遣、あるいは事業推進を図るために県が行う関係機関との調整など
を指します。

・「事業連携」は、市町村や民間が行う事業、計画策定や調査などで、県と市町村や民間が共通
の目的のもとに、連絡会議を開くなど連携して行う場合。

事業を直接行う事業
主体を記載していま
す。

年度単位で取り
組む内容を記載
しています。

２００６年度に取り組む内容
が２００７年度以降も継続す
る場合



多摩川、鶴見川流域、多摩・三浦丘陵を一体としてとらえた、川崎・横浜、三浦半島を含む
県東部の地域
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１ 国際文化交流都市圏

世界と神奈川の交流・結節地域として、世界とつながる産業と文化の発信都市をめざし、こ
れまでの産業と文化の集積を生かした生活環境や生産環境を整備します。
横浜・川崎地区では、残された貴重な自然の保全や緑地の創造を図りつつ、土地の高度利用

による効率的で良好な市街地を形成します。また、業務核都市の機能強化や臨海部の再活性化
に配慮した土地利用を進めます。
横須賀三浦地区では、自然環境や歴史的風土の保全を図りつつ、道路網の整備など生活環境

や生産環境を高める土地利用を進めます。

①�

②�

③�

④�

①京浜臨海部の再編整備 ③都市緑化ベルトの整備
②三浦半島地域の整備 ④相模湾沿岸地域の保全・創造

※　○はおおよその対象地域を示したものです。

■　地域政策圏形成の基本的方向

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏



21

○京浜臨海部の活性化
■日本を代表する工業地帯として神奈川の経済活動をけん引してきた①京浜臨海部の再編整備を一体的に

進めるため、地元企業や国、横浜市、川崎市などと連携し、環境や防災に配慮した新しい地域像、産業

像に対応した土地利用と交通基盤整備の促進、既存産業の高度化、活性化と新たな産業の創出・集積を

進めながら雇用の創出を図ります。

○川・山・みどり・海岸の自然の連なりを生かした保全と活用
■横浜市南部から三浦半島全域にかけて広がる豊かな自然や景観、貴重な歴史的文化遺産を活用した「う

るおい」「にぎわい」「活力」ある三浦半島の創造をめざした地域づくりを進めるとともに貴重なみどり

を保全するための取組みなど、②三浦半島地域の整備を進めます。

■多摩川、鶴見川流域、多摩・三浦丘陵の貴重なみどりの保全と、積極的なみどりの創造に取り組み、

③都市緑化ベルトの整備を図ります。

■豊かな自然環境や中世の古都鎌倉を中心とした史跡、近代の保養所・別荘の立地などの歴史・文化、特

筆すべき景観など相模湾沿岸の地域資源を守り、生かし、発信するための地域づくりを県民と行政が協

働・連携して進めていくことで④相模湾沿岸地域の保全・創造を図ります。

Ⅰ 川崎地区�
 時代を先駆ける国際環境創造都市・川崎�
 【施策の方向】�
  １　地域の活力があふれるまちづくり�
  ２　快適で安全なくらしを支えるまちづくり�
  ３　環境にやさしいうるおいのあるまちづくり�

Ⅱ 横浜地区�
 世界に開かれた文化芸術創造都市・横浜�
 【施策の方向】�
  １　国際性豊かな交流・集客のまちづくり�
  ２　うるおいのあるみどり豊かなまちづくり�
  ３　心豊かなくらしを彩る県民活動の支援�

Ⅲ 横須賀三浦地区�
－ 海・みどり、歴史、活力 －　まるごと公園半島�
 【施策の方向】�
  １　海とみどり豊かな半島づくり�
  ２　産業の活力あふれる半島づくり�
  ３　やすらぎ・うるおい・にぎわい半島づくり�

■　各地区の施策の方向

■　広域的な取組みの方向



■　地域の将来像
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Ⅰ 川 崎 地 区

時代を先駆ける国際環境創造都市・川崎
環境の保全と経済・社会の発展が共存し、
世界へ羽ばたく先進のまちをめざして

１　地域の課題

地区の数値データ（指標）川崎地区は、京浜工業地帯の中核として、これま
で日本経済の発展をけん引してきましたが、産業構
造や国際的な経済環境の変化などにより、空洞化が
進んでいます。
そうした中で、工業都市として培われた技術や人材

の集積に加え、都市再生緊急整備地域の指定や構造改
革特区の認定、羽田空港の再拡張・国際化への対応な
ど、都市再生に向けた取組みが始まっています。
また、工業都市へと歩む中で、急速に工場の立地

や市街化が進み、緑地の減少などの環境への影響を
もたらしたため、環境の保全や環境に配慮した取組
みが進められています。

基礎データ

・総人口 １，２９５，１２１人（１４．９％）

・総面積 １４２．７０k㎡（５．９％）

（１）都市の再生と地域産業の活性化
産業構造や国際的な経済環境の変化に伴い、生

産機能が地域の外へ移転するなど空洞化が進行し
ているため、蓄積された産業技術を生かした新た
な産業の展開などによる、臨海部をはじめとした都
市の再生、地域産業の活性化が求められています。

（２）快適で安全なまちづくり
臨海部には主に生産・物流拠点が、内陸部には

都市型生活の拠点が、北西の丘陵部には住宅地が
展開するなど、多彩な地域社会を形成してきまし
た。地域をとりまく環境が急速に変化する中で、
こうした地域の多様な個性を生かした快適で安全
なまちづくりが求められています。

（３）良好な環境の保全と創造
環境と産業が調和した持続型社会の実現が求め
られている中で、臨海部に蓄積された環境関連技
術を生かした取組みが求められています。
また、市域の大半を市街化区域が占め、都市化

が進んでいる中において、みどりなどの自然環境
の保全と創造が求められています。

○事業所数及び従業者数
（単位：事業所、人）

１９９１ １９９６ ２００１

事業所数 ４７，１１９(１４．６%) ４６，７８９(１４．３%) ４３，０５８(１３．９%)

従業者数 ５３６，５３１(１５．８%) ５３６，６１４(１５．２%) ４９９，１７６(１４．８%)

（「事業所・企業統計調査（総務省）」より作成）

○道路の混雑度１．７５以上の箇所の割合（平日）�
（単位：％）�

１９９４�

１９．１〔１３．８〕�

１９９７�

１９．１〔１０．２〕�

１９９９�

１５．９〔６．５〕�

○市街地におけるみどりのスペース�
（単位：ha）�

（県関係課での調査集計より作成）�

２００１�

１,２７０（２.５％）�

うち都市公園 ４５５（１２.２％）�

２００２�

１,２８５（２.６％）�

００,４６６（１２.３％）�

２００３�

１,３０８（２.６％）�

００,４８３（１２.４％）�

※〔　〕内は全県における混雑度１.７５以上の箇所の割合�
混雑度とは、道路の混雑の程度を示す指標で、道路の持つ交通容量（交
通を通すことができる能力）に対する実際の交通量の比で示されます。�
混雑度１．７５以上の交通状況は、慢性的交通混雑状態と推定されます。�
注）高速自動車国道及び都市高速道路を除く�

（「道路交通センサス」より作成）�

※（ ）内は全県に占める割合

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 川崎地区
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２　地域の将来ビジョン

３　地域構想図　

地域の持つ高いポテンシャルや産業技術を生かし、新たな産業の創出・集積などによる地域産業の活性
化を図るとともに、地域の個性を生かした快適で安全な魅力ある都市基盤の整備を一層進めます。また、
環境に配慮した取組みを進め、環境の保全と経済・社会の発展が共存する持続可能な地域づくりをめざし
ます。

（１）地域の活力があふれるまちづくり
羽田空港の再拡張・国際化に対応した国際臨空産業などの産業の創出や集積を進めるとともに、企業

活動の活性化を進め、産業活力の向上をめざします。

（２）快適で安全なくらしを支えるまちづくり
快適で安全なまちづくりを進め、地域でくらす人々の心にゆとりと活気をもたらします。

（３）環境にやさしいうるおいのあるまちづくり
環境に配慮した取組みを進めるとともに、良好な環境の保全と創出に努め、県民の生活にうるおいを

もたらします。

東急東横線�

三沢川�

平瀬川� 多摩川�

JR横須賀線�
JR東海道新幹線�

JR南武線�

小田急多摩線�

マイコンシティ�マイコンシティ�
栗木地区�

向ヶ丘遊園駅前地区�
優良建築物等整備�
向ヶ丘遊園駅前地区�
優良建築物等整備�

小
田
急
線�

東
名
高
速
道
路�

東
急
田
園
都
市
線�

第
三
京
浜
道
路�

国
道
１
号�

国
道
15
号�

J
R
東
海
道
線�

京
浜
急
行
線
�

首
都
高
速
横
羽
線
�

羽田空港�
再拡張・国際化�

首都高速湾岸線�

東京湾�

東京湾�
アクアライン�

武蔵小杉駅南口地区�
市街地再開発�
武蔵小杉駅南口地区�
市街地再開発�

基幹的広域防災拠点�

川崎駅周辺�
市街地の活性化�

基幹的広域防災拠点�

浜川崎駅周辺地域の整備�

川崎アプローチ線（仮称）の整備促進�

東海道貨物�
支線の貨客併用化の促進�
東海道貨物�
支線の貨客併用化の促進�

羽田空港への連絡路の整備促進�
（神奈川口構想の推進）�

川崎殿町・大師河原地域の整備�

京急大師線整備�

臨海部幹線道路�
整備�
臨海部幹線道路�
整備�

川崎縦貫�
道路（Ⅰ期）整備�
川崎縦貫�
道路（Ⅰ期）整備�

羽田空港�
再拡張・国際化�

宿河原地区�
急傾斜地整備�平瀬川支川多自然型�

河川整備�
平瀬川支川多自然型�
河川整備�

川崎縦貫高速鉄道線整備※�

宿河原地区�
急傾斜地整備�

国
道
２
４
６
号�

三沢川�
親水護岸整備�
三沢川�
親水護岸整備�

IRC（国際レスキューコンプレックス）�
計画拠点�

【凡例】�
プロジェクト構成事業�
中長期に取り組む構想・事業�

鉄道
�

�
道路�
計画路線�
�

※　川崎縦貫高速鉄道線整備事業については、２００３（平成１５）年６月
に、５年程度着工を延期することを川崎市が表明しています。

川崎地区
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■　地域プロジェクト

１ 地域の活力があふれるまちづくり

①国際的な交流拠点の形成と産業の集積
臨海部において、国際物流機能に対応した企業誘致やホテル、コンベンション、アミューズメントなど

の交流拠点形成のための調査・検討を行い、国際臨空産業の集積やアジア起業家村構想＊１とも連携した新
たな交流拠点の形成を進めます。

②まちづくり拠点の整備
臨海部において、都市再生特別措置法などの制度を活用した都市再生に資する民間プロジェクトの事業

促進を図り、基盤整備と企業誘致を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
　・支援�
　・連携�

�

�

事業実施�
　・支援�
　・連携�

�

�

事業連携�

１  羽田空港の再拡張・国際化に対応した産業の集積�

・  国際物流機能の強化・高度化�
（県、川崎市、民間）�

�
�
�
�
�

・  国際的な交流拠点の形成�

（県、川崎市、民間）�

�

�
�

（川崎市、民間）�

総合保税地域＊２を活用した機能強化�

高度化に対応した企業誘致�

交流拠点形成への支援�

導入機能の調査検討�

事業具体化調査検討�

民間事業者の誘致及び事業化支援�

アジア起業家村構想の推進�

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�
　・連携�

�

�

�

事業支援�
　・連携�

１  都市再生緊急整備地域の整備�

・  川崎殿町・大師河原地域の整備�
（川崎市、民間）�

�
�
�
�
�

・  浜川崎駅周辺地域の整備�

（川崎市、民間）�

整備計画策定�

事業計画策定�

実施設計�

事業計画策定�

実施設計�

基盤整備着手�

南渡田北地区の既存施設の再整備�

＊１　アジア起業家村構想…環境・起業・国際貢献をキーワードに、アジアから環境関係などのベンチャー企業や人材を誘致し、国際的な産業
交流を促進することにより、産業空洞化対策や地域経済の活性化に貢献しようとする構想

＊２　総合保税地域…貿易に関する施設が集積され、かつ公益性を有する法人が管理する地域を対象に制定された保税制度をいいます。総合保
税地域では、外国貨物の荷捌き・保管・加工・展示などの複合作業を「保税」状態のまま（関税、消費税などが保留され
たまま）一貫処理できるため、納期の短縮、輸送コストの削減を図ることができます。

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 川崎地区
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③新たな産業の集積
蓄積された先端技術を生かし、ロボット関連産業やゲノム＊１・バイオ＊２関連産業の集積を進めるととも

に、地域資源を生かし、地域を展示場に見立てたかわさき産業ミュージアムの取組みを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�

�

事業実施�
　・連携�

�

事業支援�

�

事業支援�

�

事業連携�

１  IRC＊３計画に基づくロボット関連産業の創出・集積�

・  逆見本市＊４の開催�

（県）�

・  ベンチャー起業支援�

（県、民間）�

２  ゲノム・バイオ関連産業の活性化促進�

・ （財）神奈川科学技術アカデミー＊５などにおける企業家人材の育成�

（民間）�

・  バイオ関連ベンチャーの創出促進・成長支援�

（民間）�

３  かわさき産業ミュージアムの推進�

（川崎市）�

逆見本市の開催等�

ワークショップの開催等�

�

育成�

研究シーズ＊６の選定、事業化、事業化後の成長支援�

事業実施�

＊１　ゲノム…遺伝子（gene）と染色体（chromosome）からできた複合語で、ある生物種の細胞の中に存在する遺伝情報の総体をいいま
す。また、遺伝情報はＡ（アデニン）、Ｔ（チミン）、Ｇ（グアニン）、Ｃ（シトシン）という４種類の塩基によってＤＮＡ（デ
オキシリボ核酸）に書かれています。ヒトゲノムとよばれるヒト（人）の塩基がどういう順番で並んでいるかを読みとっていく
作業、「ヒトゲノム解析計画」が国際協力の下、１９９１（平成３）年から始まっており、今後、医療や産業などでの活用が期待されて
います。

＊２　バイオ…一般に、バイオロジー（生物学）とテクノロジー（技術）を組み合わせた造語であるバイオテクノロジーの略として使われてい
ますが、バイオテクノロジーは生物体の生命活動の仕組みを解明し、遺伝子組み換え、細胞融合、組織培養など、工業的に利用
しようとする技術をいいます。

＊３　IRC…国際レスキューコンプレックスの略。優れた研究開発機関を核として、レスキューロボットやレスキューシステムに関する製品開
発及び技術的解決策などの情報を発信するとともに、関連産業の集積を図るレスキューに関する国際的な複合拠点をいいます。

＊４　逆見本市…通常の見本市は、製品などのメーカーが「売りたいもの」を提示するのに対し、逆見本市は、部品などの調達側の企業が「買
いたいもの」を資材・部品などのメーカー側に提示し、商談を行う見本市をいいます。

＊５　�神奈川科学技術アカデミー…神奈川県や企業などの出資により、産業の発展及び生活の質的向上に寄与することを目的として、１９８９（平成
元）年にかながわサイエンスパーク内に設立された神奈川県の科学技術創造拠点。先端的かつ創造的な研究
を行う「研究事業」、社会人を対象として大学院レベルの教育を行う「教育事業」、科学技術の普及・啓発を行う
「学術交流事業」などを推進しています。

＊６　研究シーズ…シーズは種の意味。研究機関や大学などにおける研究成果で、製品化・商品化に結びつく可能性のあるものをいいます。

民との協働

NPOとの協働によるロボット関連産業の集積・活性化
県では、ＩＲＣ計画に基づきロボット関連産業の集積・活
性化をめざしています。この計画の中核として、レスキュー
ロボットの研究者が集まったＮＰＯ法人などが中心となり、
研究開発を進めています。また、このＮＰＯ法人などと協働
してロボット産業の振興に向けた逆見本市を開催するととも
に、ロボット開発の未来を担う青少年に対する科学教育の一
端を担うため、ロボット工作教室などを行っています。

KSP（かながわサイエンスパーク）

開発中のレスキューロボット

川崎地区



＊１　TMO…Town Management Organization（タウンマネージメント機関）の略。地域を構成する様々な主体が参加するまちづくりの運
営を横断的・総合的に企画調整し、中心市街地の活性化と維持に主体的に取り組む機関をいいます。
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④企業誘致と地域産業の活性化促進
マイコンシティなどにおける企業誘致を進めるとともに、ものづくり技術の継承と新技術開発などによ

り、地域産業の活性化を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業連携�

事業支援�
　・連携�

事業支援�

�

事業実施�
　・連携�

１  マイコンシティ事業の推進�
（川崎市、民間）�

２  ものづくり支援事業の推進�
（川崎市、民間）�

３  川崎駅周辺市街地活性化の推進�
（川崎市、民間）�

４  臨海部における企業誘致と企業活動の活性化促進�
（県、川崎市）�

企業誘致�

協議会の運営、体験型啓発事業の実施�

まちづくり機関（ＴＭＯ＊1）の運営・支援、民間施設の立地誘導�

企業誘致、立地企業への支援等�

２ 快適で安全なくらしを支えるまちづくり

①快適な生活空間の整備
都市機能が集積した集約的で利便性の高い都市拠点を形成するため、武蔵小杉駅南口地区西街区や向ヶ

丘遊園駅前地区の市街地整備を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�

事業支援�

１  市街地の整備による都市機能の更新�

・  武蔵小杉駅南口地区西街区市街地再開発事業の促進�
（民間）�

�
�

・  向ヶ丘遊園駅前地区優良建築物等整備事業の促進�
（民間）�

�

調査設計計画�

土地整備、共同施設整備�

調査設計計画�

共同施設整備�

武蔵小杉駅南口地区西街区市街地再開発事業イメージ

マイコンシティ

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 川崎地区
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②交通網の整備
羽田空港の再拡張・国際化への対応や、広域的なネットワークを形成する交通機能の強化を図るため、

羽田空港へのアクセスに資する道路などの整備を進めるとともに、川崎縦貫道路による広域的な連携を進
めるなど、基幹的な交通網を整備し、交通利便性の向上を図ります。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
　・支援�
　・連携�

事業支援�

事業支援�

事業実施�
　・連携�

�

事業支援�

�
事業支援�

１  道路網の整備�

・  羽田空港への連絡路の整備促進�
（国、県、川崎市）�

�
�
�
�

・  川崎縦貫道路（Ⅰ期）の整備�
（首都高速道路公団）�

�
�

・  臨海部幹線道路などの整備�
（川崎市）�

�
�
�
�

２  鉄道網の整備�

・  東海道貨物支線の貨客併用化の促進�
（県、市）�

�
�

・  川崎アプローチ線（仮称）の整備促進�
（川崎市）�

・  京急大師線の整備�
（川崎市、民間）�

事業主体などの検討�

構造物の予備設計等�

都市計画決定等�

整備�

供用�

概略設計�

都市計画準備調査等�

都市計画決定等�

需要拡大方策検討�

整備手順・事業手法などの検討�

調査・検討�

整備�

川崎縦貫道路（首都高速道路公団提供）

東海道貨物支線

川崎地区
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③災害に強い安全なまちづくり
京浜工業地帯の中核として、臨海部には石油コンビナートなどが形成され、都心への交通手段に恵まれ

ていることから人口集中が著しく、住宅地が丘陵部まで広がっているため、地震やがけ崩れなどの災害に
強い安全なまちづくりを進めます。また、国が実施する基幹的広域防災拠点＊１整備に協力し、連携強化を
図ります。

�
構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業連携�

�

�

事業実施�
　・支援�

事業実施�

１  基幹的広域防災拠点の整備�
（国、川崎市）�

�
�

２  石油コンビナート対策の強化�
（県、川崎市、民間）�

３  土砂災害防止施設などの整備（急傾斜地崩壊防止施設の�

　  整備）�
（県）�

詳細設計・整備�

整備�

防災施設整備等�

急傾斜地整備等�

宿河原地区等�

＊１　基幹的広域防災拠点…首都圏の防災力向上のため、国が、東京湾臨海部の東京都有明の丘地区と川崎市東扇島地区に整備を進めている施
設。東扇島地区の施設は、海外からの救援物資をはじめとした物流に関するコントロールなどの機能を担うととも
に、海上輸送、河川輸送、陸上輸送などへの中継基地や広域支援部隊などの一時集結地・ベースキャンプとして機
能します。また、平常時は、防災についても意識しつつ、人々の魅力的な憩いの場として利用します。

臨海部の工場群

基幹的広域防災拠点イメージ図（国土交通省関東地方整備局提供）

〔平常時利用イメージ〕 〔災害時利用イメージ〕

各地区の将来像と
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３ 環境にやさしいうるおいのあるまちづくり

①人や自然にやさしい環境づくり
環境の保全と経済や社会の発展が両立できる持続型社会の実現に向けて、新エネルギーの活用による環

境に配慮した取組みを進めるとともに、生物や景観、親水などに配慮した水辺づくりや、みどりの保全と
活用を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・連携�

�

�

事業実施�

�

�

事業支援�

事業支援�
　・連携�

事業実施�
　・支援�

�

事業支援�

１  新エネルギーの活用促進�

・  ＤＭＥ自動車＊１普及モデル事業などの実施�
（県、民間）�

・  工場排熱などを都市需要に有効活用するためのモデル�
　  事業の実施�

（県、民間）�
�

２  人や自然にやさしい水辺づくり�

・  三沢川の親水護岸整備�
（県）�

�
�

・  平瀬川支川の多自然型河川整備�
（川崎市）�

３  緑地保全の推進�
（川崎市、民間）�

４  里山づくりの推進�
（県、川崎市、民間）�

�

５  市民農園の整備推進�
（民間）�

モデル事業実施�

実現可能性調査�

事業準備�

�

検討�
委託�

整備�

整備�

地域制緑地制度などによる緑地の保全�

推進体制の整備等�

麻生地区�

推進�

＊１　ＤＭＥ自動車…ジメチルエーテル自動車。既存のディーゼルエンジン本体は改造せずに、多少のユニットを装着することでも走行でき、
窒素酸化物や粒子状物質を大幅に減らすことができます。

DME自動車

三沢川の親水護岸整備イメージ

川崎地区
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Ⅰ　安心してくらせる福祉・医療の基盤整備 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １３７～１４２ページ

川　崎　地　区　で　展　開 さ れ る 主 な　取　組 み
「神奈川力構想・プロジェクト５１」の実施計画に記載されている「主な施策・事業」及び「まちづくり事業」のうち、川

崎地区で展開される主なものを紹介します。

【主な施策】 【取り組む内容】

０１ 地域医療の機能別整備 ・病院・診療所などの連携の促進
３３ 福祉のまちづくりの推進 ・都市公園のバリアフリー化の推進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

０２ 救急医療体制の強化 ０５ 保健・医療・福祉人材の養成・確保
０７ 保健・医療・福祉現任者教育の充実と専門性の向上 ０８ 生活習慣病対策の推進
０９ 8020運動（歯科保健）の推進 １８ 地域における福祉コミュニティづくりの促進
２１ 介護保険制度の定着と適切なサービスの提供 ２４ 高齢者の社会参画活動への支援
２６ 身体・知的障害者の日常生活への支援の充実

Ⅱ　県民の安全・安心の確保 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １４３～１４９ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

４４　石油コンビナートなどの防災対策の推進 ・川崎市内の石油コンビナート等特別防災区域における災害対策の推進
４５　原子力災害対策の推進 ・川崎市内の原子力事業所などにかかる災害対策の推進
４６　治水対策の推進 ・国の管理河川への支援（多摩川、鶴見川）
４８　土砂災害防止施設などの整備 ・急傾斜地崩壊防止施設の整備
５３　災害時広域応援体制の強化 ・東扇島地区における基幹的広域防災拠点の整備促進
７８　警察施設・装備の整備 ・幸警察署の建て替え

・中原警察署の建て替え

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

３５　安全で安心な食の確保 ３８ 消費者被害などの未然防止と救済
５２　市町村地震防災対策への総合的支援 ６３ 身近な犯罪の予防・検挙活動の推進
７０　生涯にわたる交通安全教育の推進 ７２ 交通安全施設などの整備
７３　効果的な交通指導取締りの推進

Ⅲ　未来を担う人づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５０～１５４ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１０１　養護学校の整備による学習機会の確保 ・通学に長時間を要する川崎北部方面地域における県立養
護学校の設置・検討

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

０８２　子育てを支える地域社会の基盤の充実 ０８４　多様な保育サービスの拡充
０９０　不登校・ひきこもり、いじめ・暴力行為などへの対応 ０９４　学校と地域社会との交流の活性化
０９５　新しいタイプの高校の設置拡大 ０９８　快適な教育環境の整備
０９９　県立学校などの防災対策の推進 １０６　青少年問題への総合的取組みの推進
１０７　青少年を取り巻く社会環境の健全化の推進 １０９　教育相談の充実
１１０　家庭、地域の教育機能の充実 １１１　青少年の多様な体験活動の促進

各地区の将来像と
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県民に身近な、地域における保健・医療・福祉などに対する市の取組みを支援するとともに、進む少子・高齢化への対
応などについて広域的な観点から県の役割に応じた取組みを進めます。

Ⅳ　産業振興による地域経済の活性化 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５５～１６０ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１３３　かながわツーリズムの推進 ・産業観光事業の推進
１３４　京浜臨海部における産業の活性化と雇用の創出 ・羽田空港の再拡張・国際化に対応した新たな産業集積

・レスキューを核とするロボットの研究開発及び関連産業の集積拠点の形成
・水素・メタンガスやＤＭＥなどの普及モデル事業の実施
・民間主導によるエコビジネスの創出・事業化の支援
・ゲノム・バイオ関連産業の集積
・ものづくり映像の製作・発信と人材創出の支援
・国への規制緩和の要望や企業の立地計画への助成

１４７　地域に即した生産の振興 ・アユの種苗放流などによる内水面漁業の振興
１５１　多様な生物が生息する水辺環境の保全と創造 ・カワウやブラックバスなどによる在来魚への食害防止などの技術開発
１５４　都市住民も参加した海業の推進 ・漁業・遊漁・海洋レジャーの利用調整

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１２０　ベンチャー企業の創出・育成 １２１　新規成長分野の産業振興
１２２　企業誘致の促進 １２５　産学公連携による事業化・商品化への支援
１２６　ものづくり高度化への支援 １２９　経営革新への支援
１３０　まちのにぎわいを創出する産業の振興 １３１　地域の特性を生かした産業の振興
１４０　地産地消による農林水産業の振興 １４１　資源の有効活用による農林水産業の振興
１４２　地域における農政の総合推進 １４６　農林水産業の経営基盤の強化
１５０　農地の持つ多面的機能の発揮 １５２　環境にやさしい農業の推進

Ⅴ　地域からの環境の保全と創造 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６１～１６４ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１５６　廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進 ・かながわクリーンセンター（産業廃棄物中間処理施設）の運営支援
１６０　新エネルギー導入の推進 ・工場排熱エネルギーの活用

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１５７　不法投棄の防止対策の推進 １５８　地球温暖化対策の推進
１６２　総合的な環境教育の推進 １６４　環境にやさしいライフスタイルの促進
１６５　事業者・消費者としての県の環境配慮への率先的取組み １６６　参加と協働による環境保全のためのしくみづくり
１６９　環境に配慮した土地利用の推進 １７０　水環境保全対策の推進
１７６　都市と里山のみどりの保全と活用

川崎地区
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Ⅶ　個性あふれる地域づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １７１～１７５ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

２２０　京浜臨海部における新しいまちづくり ・羽田空港への連絡路の整備促進
・都市再生緊急整備地域や基幹的広域防災拠点など新たな
まちづくり拠点の整備促進

２２２　多摩三浦丘陵のみどりの保全と活用 ・県立都市公園などの整備（東高根森林公園）
２３１　鉄道網の整備促進 ・京浜急行大師線連続立体化整備への支援

・東海道貨物支線の貨客併用化の促進
・川崎アプローチ線（仮称）の整備促進

２３５　自動車専用道路網の整備 ・川崎縦貫道路（Ⅰ期）
２４２　既成市街地の再整備による都市機能の更新 ・市街地再開発の促進（武蔵小杉駅南口地区、向ヶ丘遊園駅前地区）
２４４　安全・安心に配慮した住まいづくり ・高齢者・障害者向け公営住宅の整備、改善の推進（県営

小向団地、県営野川南台団地）
２４５　的確な公的住宅の整備 ・トータルリモデルなどの推進（県営野川南台団地）
２５１　みどりを保全・活用するまちづくり ・みどりを生かしたがけ崩れ対策（宿河原地区の急傾斜地

崩壊防止施設の整備）
２５２　都市公園などの整備 ・県立都市公園などの整備
２５５　ひとや自然にやさしい水辺づくり ・ひとや自然にやさしい川づくり（三沢川の親水護岸整備）

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

２３２　公共交通整備の総合的な推進 ２４３　良質な都市型住宅の供給と住環境の整備
２５４　都市景観の保全と創造 ２５６　環境への負荷を軽減するまちづくり

Ⅵ　心豊かなくらしと共生社会の実現 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６５～１７０ページ

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１８３　文化財の保存と活用 １８５　県立社会教育施設などの生涯学習機能の活用
１８６　学習内容の深化と成果を活用する場づくり １９０　スポーツ活動を支えるしくみづくり
１９２　スポーツ活動の多様な場づくり １９３　ＮＰＯなどとの協働・連携による公的サービスの推進
１９４　ボランタリー活動支援の推進 １９５　ＮＰＯなどに関する情報提供・相談体制の充実
２００　家庭と仕事などの両立支援 ２０１　異性に対する暴力の根絶と人権の尊重
２０３　地球市民意識の醸成と多文化理解の推進 ２０４　非核・平和意識の普及
２０５　世界の地域との交流の推進 ２０６　アジア地域などへの国際協力の推進
２０７　環境分野における人、技術、情報の国際交流の推進２０８　外国籍県民とともに生きるしくみづくり
２０９　外国籍県民がくらしやすい環境づくり ２１０　県民の国際活動の支援
２１１　県民の国際活動との協働・連携の促進 ２１５　県政への県民参加の充実

各地区の将来像と
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■　地域の将来像

Ⅱ 横 浜 地 区

世界に開かれた文化芸術創造都市・横浜
市民の力が創り出すみどり豊かで国際的な
魅力あふれる文化芸術創造都市をめざして

１　地域の課題

地区の数値データ（指標）横浜は開港以来、日本の玄関口として海外から
様々な文化・文明を取り入れ、新たな産業を生み出
して発展してきました。また、交通利便性も高いこ
とから人口や産業が集積し、国際交流拠点である臨
海部の「みなとみらい２１地区」をはじめとした地域
拠点の都市基盤整備により、多心型都市構造を形成
しています。
一方、都市化の進展により、貴重なみどりの空間

が失われていく傾向にあります。
また、市民の意識・価値観が多様化する中で、地

域のまちづくりを進めるための自主的な活動が活発
に行われています。

基礎データ

・総人口 ３，５３２，６９１人（４０．６％）

・総面積 ４３７．３５k㎡（１８．１％）

（１）国際交流集客都市の確立
グローバル化する経済・貿易構造の中で、横浜地

区が持つ歴史、観光・コンベンション＊１資源を生か
し、経済や文化の活性化をけん引力として、世界に
開かれた産業・交易・交流の拠点となる国際性豊か
なまちづくりを進めることが課題となっています。

（２） 都市の自然環境の保全と創造
人口や産業が集積している横浜地区の、残され

たかけがえのない海・川・丘などの自然環境を、
次世代を担う子どもたちに引き継いでいくため
に、水・みどりなどの自然環境を都市の貴重な資
源・財産として守り、つくるための取組みが求め
られています。

（３）ボランタリー活動＊２の推進
横浜地区は広域的に活動する多くのＮＰＯなど

が事務所を設置するとともに、交通利便性が高く、
県内各地でボランタリー活動を行う県民が交流す
る拠点的地域となっています。
地域の課題解決のための県民の自主的な取組みや
県内各地でボランタリー活動を行う県民の交流など
をより一層推進することが求められています。

○入込観光客数�
（暦年）（単位：千人）

（「神奈川県入込観光客調査報告書」�
（神奈川県観光振興対策協議会）より作成）�

２００１�

３３，７８４（２３．０％）�

２００２�

３４，５３６（２３．２％）�

２００３�

３４，６６５（２２．８％）�

○市街地におけるみどりのスペース�
（単位：ha）

（県関係課での調査集計より作成）�

２００２�

７，６４１（１５.２％）�

１，５７３（４１.４％）�

２００３�

７,７１３（１５.３％）�

１,６０１（４１.０％）�

２００１�

７,６０８（１５.２％）�

うち都市公園 １,５４１（４１.４％）�

○（参考）横浜市内に事務所を置く特定非営利活動�
　法人認証累計数（神奈川県認証分）�

（単位：件）

（「県民総務室調べ」より作成）

２００１�

１９９（５０．０%）�

２００２�

２９９（４８．１%）�

２００３�

４５６（４８．３%）�

※（ ）内は全県に占める割合

＊１　コンベンション…一般には会議、集会などを意味しますが、「人が一定期間集う催し」すべてをコンベンションと広くとらえています。
＊２　ボランタリー活動…不特定かつ多数のものの利益の増進に寄与することを目的とする非営利の公益的活動。いわゆる宗教、政治、選挙活

動を除きます。

各地区の将来像と
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２　地域の将来ビジョン

３　地域構想図　

２００９（平成２１）年の横浜開港１５０周年や羽田空港の再拡張・国際化を踏まえ、横浜都心部のウォーターフ
ロントにおいて、開港都市としての歴史や文化といった横浜の個性を生かしながら、横浜らしさを強調す
る観光資源の開発、新たな横浜の魅力づくりを行い、産業・交易・交流の国際拠点となる都市づくりやみ
どりあふれる快適な生活空間の形成などをめざします。

（１）国際性豊かな交流・集客のまちづくり
横浜地区の優れた特性や地域資源を生かした新たな文化、産業、技術などの創出や、国際交流・集客

都市の整備、積極的な情報発信による都市の賑わいの創出に努めます。

（２）うるおいのあるみどり豊かなまちづくり
良好な環境を将来の世代に引き継ぐために、市民、企業、ＮＰＯ、行政などが協働・連携し、現状の

自然の保全に努めるとともに、自然回復のための取組みや、身近な住環境整備を行うなど、次の世代に
継承できるまちづくりをめざします。

（３）心豊かなくらしを彩る県民活動の支援
NPOなどのボランタリー活動への支援を充実し、県内各地でボランタリー活動を行う県民の交流などが

活発に行われるようにするとともに、NPOなどとの協働・連携による公的サービスの推進を図ります。

東京湾�

東名高速道路�

第三京浜道路�

相模鉄道線�

JR東海道新幹線�

JR横須賀線�

東急東横線�

東急田園都市線�

JR東海道線�

JR横浜線�
首都高速横羽線�

首都高速湾岸線�首都高速湾岸線�

横浜横須賀道路� 京浜急行線�

金沢シーサイドライン�金沢シーサイドライン�

横浜市営地下鉄�
1号線�

横浜高速鉄道�
みなとみらい線�

大岡川�大岡川�
上大岡�

▲ 円海山�

横浜新道�

和
泉
川�

境
川�

国道246号�

港北ニュータウン�

横浜市営地下鉄�
3号線�

相鉄�
いずみ野線�
�

鶴見�

鶴見川�

早淵川�

上大岡�

戸塚�

柏尾川�

いたち川�

保土ケ谷�
　バイパス�

JR京浜東北線

JR�
 鶴見線�

二俣川･鶴ケ峰� 帷子川�

国道357号�

国道�
16号�

三ッ池公園�
整備�

かながわ県民活動�
サポートセンター�

地球市民かながわプラザ�
�
地球市民かながわプラザ�

いたち川の多自然型護岸整備�いたち川の多自然型護岸整備�

三ッ池公園�
整備�

鶴見駅東口地区市街地再開発�鶴見駅東口地区市街地再開発�

リーディングベンチャープラザ�
理化学研究所横浜研究所�
リーディングベンチャープラザ�
理化学研究所横浜研究所�

高島二丁目地区市街地再開発�高島二丁目地区市街地再開発�

北仲通南地区市街地再開発�
横浜トリエンナーレの開催�

北仲通南地区市街地再開発�
横浜トリエンナーレの開催�

文化芸術活動の�
拠点施設整備�
文化芸術活動の�
拠点施設整備�

かながわ県民活動�
サポートセンター�

保土ケ谷公園整備�保土ケ谷公園整備�

鶴ケ峰駅南口地区�
市街地再開発�
鶴ケ峰駅南口地区�
市街地再開発�

和泉川の多自然型護岸整備�和泉川の多自然型護岸整備�

阿久和川の�
多自然型護岸整備�
阿久和川の�
多自然型護岸整備�

境川遊水地�
公園整備�

四季の森公園整備�四季の森公園整備�

長津田駅北口地区�
市街地再開発�

長津田駅北口地区�
市街地再開発�

早淵川の親水護岸整備�

南本牧ふ頭整備�南本牧ふ頭整備�

新杉田駅前地区市街地再開発�新杉田駅前地区市街地再開発�

高速横浜環状南線整備�

横浜湘南道路整備�

横浜市営地下鉄4号線整備�

高速横浜環状北線整備�高速横浜環状北線整備�

東海道貨物支線の�
貨客併用化の促進�

三ツ沢下町南地区�
急傾斜地整備�
三ツ沢下町南地区�
急傾斜地整備�

【凡例】�
プロジェクト構成事業�
中長期に取り組む構想・事業�

鉄道
�

�
道路�
計画路線�
�

横浜地区
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■　地域プロジェクト

１ 国際性豊かな交流・集客のまちづくり

①国際交流都市の魅力づくりとプロモーション
国際コンベンションなどの誘致を進めるとともに、訪日外国人旅行者の誘致促進を図ります。また、国

際性豊かな交流・集客のまちにふさわしい個性や魅力があふれる都市づくりを推進するため、開港都市と
しての歴史や文化などの資源を生かしながら、業務・商業施設や文化施設など、都心地区にふさわしい機
能を備えた市街地の整備を図り、新たな横浜らしさを創出する魅力ある環境づくりを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�
　・連携�

事業実施�
　・連携�

�

事業実施�
　・連携�

事業連携�

�

�

�

�

�

事業実施�

�

�

�

�

事業実施�

�

�

事業実施�

１  観光客の誘致促進�

・  観光・コンベンション機能の強化�
（横浜市、民間）�

・  国外からの観光客の誘致�
（県、横浜市、民間）�

２  地域の特色を生かした観光魅力づくり�

・  産業施設における体験学習型観光事業の推進�
（県、民間）�

３  横浜トリエンナーレ＊1の開催�
（横浜市、民間）�

�
�
�

４  文化芸術活動の拠点施設の整備充実�

・  県民ホールの再整備�
（県）�

�
�
�

・  県立音楽堂の再整備�
（県）�

�
�

・  青少年センターホールの再整備�
（県）�

国際コンベンションの誘致�

事業実施�

事業実施�

第2回開催準備�

第2回開催準備・開催�

第3回開催準備�

�

調査�

基本・実施設計�

施設整備�

検討�

調査�

改修工事�

県民ホール国際コンベンション施設

＊１　横浜トリエンナーレ…３年ごとに横浜で開催する国際的な現代美術展の名称。トリエンナーレは、「３年に１度」という意味のイタリア語

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 横浜地区
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②国際的な研究開発拠点の形成と産業の活性化
国際的なゲノム＊１・バイオ＊２関連の研究開発拠点の形成を進めるとともに、研究機関と連携し関連産業

の集積・活性化を促進します。また、新エネルギー関連産業などの新たな産業の創出や集積を進め、産業
活力の向上と雇用を創出します。さらに、京浜臨海部などへの立地企業に対する支援措置などにより、企
業活動の活性化と企業誘致を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�
　・連携�

�

事業実施�
　・連携�

事業支援�

事業支援�

�

事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・連携�

�

事業実施�
　・連携�

１  ゲノム・バイオ関連産業の活性化促進�

・  ベンチャー企業＊３活動の拠点整備�

（横浜市）�

�

�

・  理化学研究所などと県試験研究機関の連携�

（県、民間）�

・ （財）神奈川科学技術アカデミーなどにおける企業家人材の育成�

（民間）�

・  バイオ関連ベンチャーの創出促進・成長支援�

（民間）�

２  新エネルギーの活用促進�

・  ＤＭＥ自動車普及モデル事業などの実施�

（県、民間）�

・  工場排熱などを都市需要に有効活用するためのモデル�

　  事業の実施�

（県、民間）�

�

３  京浜臨海部などにおける企業誘致と企業活動の活性化促進�

（県、横浜市）�

リーディングベンチャープラザ＊４（第２期）建設�

リーディングベンチャープラザとの連携�

共同研究�

育成
�

研究シーズ選定、事業化、事業化後の成長支援�

�

モデル事業実施�

実現可能性調査�

事業準備�

�

企業誘致・立地企業への支援等�

＊１　ゲノム…遺伝子（gene）と染色体（chromosome）からできた複合語で、ある生物種の細胞の中に存在する遺伝情報の総体をいいます。
また、遺伝情報はＡ（アデニン）、Ｔ（チミン）、Ｇ（グアニン）、Ｃ（シトシン）という４種類の塩基によってＤＮＡ（デオキシ
リボ核酸）に書かれています。ヒトゲノムとよばれるヒト（人）の塩基がどういう順番で並んでいるかを読みとっていく作業、
「ヒトゲノム解析計画」が国際協力の下、１９９１（平成３）年から始まっており、今後、医療や産業などでの活用が期待されています。

＊２　バイオ…一般に、バイオロジー（生物学）とテクノロジー（技術）を組み合わせた造語であるバイオテクノロジーの略として使われてい
ますが、バイオテクノロジーは生物体の生命活動の仕組みを解明し、遺伝子組み換え、細胞融合、組織培養など、工業的に利用
しようとする技術をいいます。

＊３　ベンチャー企業…独自技術、ノウハウを持ち、成長が著しく、会社設立後比較的若い企業か、もしくは、社歴が古くても最近業種転換し
た企業

＊４　リーディングベンチャープラザ…ゲノム・バイオ関連の産学共同研究の事業化、新技術開発・事業展開をめざすベンチャー企業や起業家
の活動拠点として整備する施設

リーディングベンチャープラザ 理化学研究所

横浜地区
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③魅力あふれる都市基盤の整備
個性あふれるまちの特性を生かし、地域の魅力の向上や防災上危険な密集市街地の解消、空洞化の進む中心

市街地や産業系市街地の活性化などを図るため、既成市街地の再整備による都市機能の更新を進めます。
また、交通の円滑化と安全の確保を図るとともに、市民生活の利便性の向上と経済活動の活性化を図る

ために交通基盤の整備を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�

�

�

�

�

事業支援�
　・連携�

�

�

�

事業実施�
　・連携 �

�

事業支援�

１  既成市街地の再整備による都市機能の更新 �

（横浜市、民間）�

�

�

�

�

２  自動車専用道路網の整備�

（国、首都高速道路公団、道路公団）�

�

�

３  鉄道網の整備�

・  東海道貨物支線の貨客併用化の促進 �

（県、市）�

�

�

・  横浜市営地下鉄４号線の整備�

（横浜市）�

市街地再開発事業等�
�
北仲通南地区、新杉田駅前地区、鶴ケ峰
駅南口地区、高島二丁目地区、鶴見駅東
口地区、長津田駅北口地区�
�

自動車専用道路網の整備�

高速横浜環状南線、高速横浜環状北線、
横浜湘南道路、（仮称）横浜環状北西線等�
�
�
�

需要拡大方策検討�

�
整備手順・事業手法などの検討�

�

用地取得�
�

工事�

�

鶴ケ峰駅南口地区市街地再開発事業イメージ

横浜湘南道路建設予定地
栄インターチェンジ・ジャンクション（仮称）付近

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 横浜地区
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民との協働

あーすフェスタかながわ
異なる国籍、文化、歴史的背景を持つ多くの県民が集

い、出会い、それぞれの文化や考え方をアピールすると
ともに、互いを理解する機会をつくるため、民族団体、
ＮＧＯ、市民グループなどとともに実行委員会を組織し
て、地球市民かながわプラザにおいて、毎年開催してい
ます。

④地球市民意識の醸成と国際交流・協力の推進
地球市民意識の醸成や多様な民族や文化の違いを理解し、認め合えるよう、多文化理解の推進に取り組

むとともに、県民の国際活動を支援します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�

事業実施�

事業連携�

１  地球市民意識の醸成と多文化理解の推進�
（県、民間）�

２  地球市民かながわプラザにおける活動支援�
（県）��

３  国際交流ラウンジ事業の推進�
（横浜市）�

地球市民学習などの実施、あーすフェスタの開催�

NPO・NGO＊1などの県民の国際活動の支援�

外国人市民支援など事業推進�

地球市民かながわプラザ

＊１　ＮＧＯ…Non-Governmental Organization（非政府組織）の略。ＮＧＯは、国連に起源をもつ言葉で、元々は、国連が協力関係を持
つ、国家間では、解決しにくい難民問題などを扱う非営利組織を指して使われてきた呼称。本計画では、地球規模の課題や地域
の国際化などに取り組む非政府・非営利団体をいいます。

横浜地区
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２ うるおいのあるみどり豊かなまちづくり

①都市のみどりの保全と活用
都市部におけるみどり豊かなまちづくりを進めるため、公園緑地や臨海部における緑地空間の整備を進

めるとともに、地域に残された貴重な緑地や水域を保全・活用するため、大規模な樹林地や身近な緑地空
間である農地、親しみのある水域を、自然とのふれあいの場として守ります。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
�
�
�

事業支援�
�
事業連携�
�
�
事業支援�
　・連携 �
�
�

事業実施�
　・支援 �
�
事業支援 �
�
事業支援 �
�
�

事業支援 �
�
事業実施 �
　・連携�

１  魅力ある都市公園などの整備�
・  県立都市公園 �

（県）�
�
�
�

・  市立都市公園�
（横浜市）�

２  臨海部でのうるおいのある空間づくり�
（横浜市）�

３  緑地保全の推進�
・  地域制緑地制度などによる緑地の保全�

（横浜市）�
�
�
�
�

・  トラスト緑地制度による緑地の保全�
（県、民間）�

４  農地とふるさと景観の保全�
・  恵みの里の整備�

（横浜市、民間）�

・  市民と農とのふれあい事業（農を支える仕組みづくり）�
（横浜市）�

�
�

・  農業専用地区などの推進�
（横浜市、民間）�

５  臨海部の環境保全と再生（全国豊かな海づくり大会の開催）�
（県、横浜市、民間）�

拡大整備・再整備等�
�

三ツ池公園、四季の森公園、�
保土ヶ谷公園、境川遊水地公園�

�

整備�
�
�

臨海部プロムナードの整備�
�
�
�

推進�
�
円海山近郊緑地特別保全地区、緑地保全地
区、緑地保存地区、市民の森�
�

�
推進�
�
�
�
推進�

�
�仕組みづくり�

推進�
�
�
農業専用地区などの指定の推進�

�
�
プレ大会事業の実施�
�

本大会の開催�
�

大会の成果の継承�

②安全でやすらぎのあるまちづくり
都市部における安全でやすらぎのあるまちづくりを進めるため、人や自然にやさしい水辺づくりやがけ

崩れ対策を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施 �

事業支援 �

事業実施�

１  人や自然にやさしい水辺づくり�
・  早淵川の親水護岸整備�

（県）�

・  いたち川、和泉川、阿久和川の多自然型護岸整備�
（横浜市）�

�
２  みどりを生かしたがけ崩れ対策�

（県）�

親水護岸の整備�
��
�

多自然型護岸の整備�

�
みどりを生かした急傾斜地整備�

�
三ツ沢下町南地区等�

各地区の将来像と
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３ 心豊かなくらしを彩る県民活動の支援

①ボランタリー活動の広がりの促進
拡大し多様化する県民ニーズに的確に対応するため、ボランタリー活動を推進するための支援の充実や

NPOなどとの協働・連携を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
　・連携  �

事業実施�
　・連携�

事業実施�
�
事業支援�
�
�
事業実施�
　・連携�

事業連携�
�

事業連携�

１  ボランタリー活動支援の推進�
・  かながわボランタリー活動推進基金２１によるボランタ�
　  リー活動の推進�

（県、民間）�
・  ＮＰＯなどのネットワーク形成の推進�

（県、民間）�

・  かながわ県民活動サポートセンターによる活動支援�
（県）�

・  かながわボランティアセンター事業�
（民間）�

２  NPOなどとの協働・連携による公的サービスの推進�
・  かながわボランタリー活動推進基金２１などによるNPO�
　  などとの協働事業の実施�

（県、民間）�
・  地域におけるNPOなどとの協働による事業の実施�

（横浜市、民間）�

３  地域における多様な活動、交流の場の提供 �
   （地区センター、コミュニティハウス、市民活動支援�
  　センター等）�

（横浜市）�

ボランタリー活動に対する補助や表彰等�
�

NPOなどによるネットワークづくりへの支援等�
�

活動の場や情報の提供、アドバイザーによる相談等�
�

相談・情報提供・学習機会の提供等�
�
�

県、NPOなどの提案による協働事業の実施�
�

NPOなどによる提案事業の実施�
�
�

活動・支援拠点の整備�

早淵川の親水護岸整備イメージ

かながわ県民活動サポートセンターで活動するボランティアグループ

横浜地区
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Ⅰ　安心してくらせる福祉・医療の基盤整備 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １３７～１４２ページ

横　浜　地　区　で　展　開 さ れ る 主 な　取　組 み
「神奈川力構想・プロジェクト５１」の実施計画に記載されている「主な施策・事業」及び「まちづくり事業」のうち、横

浜地区で展開される主なものを紹介します。

【主な施策】 【取り組む内容】

３３ 福祉のまちづくりの推進 ・都市公園のバリアフリー化の推進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
０１ 地域医療の機能別整備 ０２ 救急医療体制の強化
０５ 保健・医療・福祉人材の養成・確保 ０７ 保健・医療・福祉現任者教育の充実と専門性の向上
０８ 生活習慣病対策の推進 ０９ 8020運動（歯科保健）の推進
１８ 地域における福祉コミュニティづくりの促進 ２１ 介護保険制度の定着と適切なサービスの提供
２４ 高齢者の社会参画活動への支援 ２６ 身体・知的障害者の日常生活への支援の充実

Ⅱ　県民の安全・安心の確保 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １４３～１４９ページ

【主な施策】

３５　安全で安心な食の確保
４４　石油コンビナートなどの防災対策の推進
４６　治水対策の推進

４８　土砂災害防止施設などの整備

４９　水辺施設の保全の推進
５０　安全防災を支える農林水産業の推進
７２　交通安全施設などの整備
７８　警察施設・装備の整備
８０　基地の整理・縮小及び返還の促進

８１　基地周辺住民の安全、福祉の確立と良好な生
８１ 活環境の確保

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
３８　消費者被害などの未然防止と救済
５３　災害時広域応援体制の強化
７０　生涯にわたる交通安全教育の推進

Ⅲ　未来を担う人づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５０～１５４ページ

【取り組む内容】

・養殖業に対する防疫と安全の指導
・横浜市内の石油コンビナート等特別防災区域における災害対策の推進
・国の管理河川への支援（鶴見川）
・都市河川重点整備「かながわSafetyリバー５０」（鶴見川の川和遊水地整
備、帷子川の護岸整備、境川の多自然型護岸整備、柏尾川の河床掘削）

・急傾斜地崩壊防止施設の整備（新吉田町具々田地区、釜
利谷東７丁目東地区）

・水辺施設の保全の推進（大岡川の護岸補修）
・災害を未然に防止する農業施設づくり（寺家地区のため池の改修）
・上大岡駅周辺を対象とした公共車両優先システム（ＰＴＰＳ）の導入
・証拠品保管施設の新設
・関係自治体との連携による基地の整理、縮小及び返還に
対する積極的な要請活動の展開

・米軍基地の跡地利用計画の策定支援
・厚木基地周辺における米空母艦載機による航空機騒音の
解消

５２　市町村地震防災対策への総合的支援
６３　身近な犯罪の予防・検挙活動の推進
７３　効果的な交通指導取締りの推進

【主な施策】

０９０　不登校・ひきこもり、いじめ・暴力行為など
０９０　への対応
１１１　青少年の多様な体験活動の促進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
０８２　子育てを支える地域社会の基盤の充実
０９４　学校と地域社会との交流の活性化
０９８　快適な教育環境の整備
１０６　青少年問題への総合的取組みの推進
１０９　教育相談の充実

【取り組む内容】

・青少年サポートプラザの整備とＮＰＯなどの行うフリー
スクールなどへの支援や地域連携の促進

・青少年活動の中核拠点である青少年センターの整備・充実

０８４　多様な保育サービスの拡充
０９５　新しいタイプの高校の設置拡大
０９９　県立学校などの防災対策の推進
１０７　青少年を取り巻く社会環境の健全化の推進
１１０　家庭、地域の教育機能の充実

各地区の将来像と
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県民に身近な、地域における保健・医療・福祉などに対する市の取組みを支援するとともに、進む少子・高齢化への対
応などについて広域的な観点から県の役割に応じた取組みを進めます。

Ⅳ　産業振興による地域経済の活性化 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５５～１６０ページ

Ⅴ　地域からの環境の保全と創造 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６１～１６４ページ

【主な施策】

１３１　地域の特性を生かした産業の振興
１３３　かながわツーリズムの推進
１３４　京浜臨海部における産業の活性化と雇用の創出

１４０　地産地消による農林水産業の振興

１４７　地域に即した生産の振興
１５１　多様な生物が生息する水辺環境の保全と創造
１５４　都市住民も参加した海業の推進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
１２０　ベンチャー企業の創出・育成
１２２　企業誘致の促進
１２６　ものづくり高度化への支援
１３０　まちのにぎわいを創出する産業の振興
１４２　地域における農政の総合推進
１５０　農地の持つ多面的機能の発揮

【取り組む内容】

・業種別組合などが行う新商品開発、販路開拓などの事業に対する支援
・国外からの観光客の誘致促進、産業観光事業の推進
・羽田空港の再拡張・国際化に対応した新たな産業集積
・水素・メタンガスやＤＭＥなどの普及モデル事業の実施
・民間主導によるエコビジネスの創出・事業化の支援
・ゲノム・バイオ関連産業の集積
・ものづくり映像の製作・発信と人材創出の支援
・国への規制緩和の要望や企業の立地計画への助成
・学校給食への導入などをめざした「魚を食べること」への理解促進
・全国豊かな海づくり大会を通じた「魚を食べること」の普及の推進
・栽培漁業や資源管理型漁業の推進による沿岸漁業の振興
・金沢湾でのアマモ場などの藻場造成技術開発
・漁業経営へ遊漁の積極的導入
・漁業・遊漁・海洋レジャーの利用調整

１２１　新規成長分野の産業振興
１２５　産学公連携による事業化・商品化への支援
１２９　経営革新への支援
１４１　資源の有効活用による農林水産業の振興
１４６　農林水産業の経営基盤の強化
１５２　環境にやさしい農業の推進

【主な施策】

１６０　新エネルギー導入の推進
１６５　事業者・消費者としての県の環境配慮への率先的取組み

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
１５６　廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進
１５８　地球温暖化対策の推進
１６４　環境にやさしいライフスタイルの促進
１６９　環境に配慮した土地利用の推進
１７６　都市と里山のみどりの保全と活用

【取り組む内容】

・工場排熱エネルギーの活用
・県施設へのＥＳＣＯ事業の率先導入

１５７　不法投棄の防止対策の推進
１６２　総合的な環境教育の推進
１６６　参加と協働による環境保全のためのしくみづくり
１７０　水環境保全対策の推進

横浜地区
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Ⅶ　個性あふれる地域づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １７１～１７５ページ

【主な施策】

２２２　多摩三浦丘陵のみどりの保全と活用
２３１　鉄道網の整備促進

２３５　自動車専用道路網の整備

２４２　既成市街地の再整備による都市機能の更新

２４４　安全・安心に配慮した住まいづくり

２４５　的確な公的住宅の整備

２５１　みどりを保全・活用するまちづくり
２５２　都市公園などの整備

２５５　ひとや自然にやさしい水辺づくり
２５７　新エネルギーを活用した都市整備

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
２３２　公共交通整備の総合的な推進
２５４　都市景観の保全と創造

【取り組む内容】

・県立都市公園などの整備（保土ヶ谷公園、篠原園地）
・横浜市営地下鉄４号線整備への支援
・東海道貨物支線の貨客併用化の促進
・高速横浜環状南線、高速横浜環状北線、横浜湘南道路、
（仮称）横浜環状北西線

・市街地再開発の促進（北仲通南地区、鶴見駅東口地区、長津田駅
北口地区、新杉田駅前地区、鶴ヶ峰駅南口地区、高島２丁目地区）
・高齢者・障害者向け公営住宅の整備、改善の推進（県営大道団地、
県営阿久和団地、県営汲沢団地、県営いちょう上飯田団地）
・公営住宅の的確な整備（県営大道団地）
・新たな手法による公営住宅整備の展開（県営阿久和団地）
・トータルリモデルなどの推進（県営汲沢団地、県営いちょう上飯田団地）
・みどりを生かしたがけ崩れ対策（三ツ沢下町南地区等）
・県立都市公園などの整備（四季の森公園、三ッ池公園）
・河川事業との連携による都市公園の整備（境川遊水地公園）
・ひとや自然にやさしい川づくり（早淵川の親水護岸整備）
・新エネルギーを活用した公園整備（三ッ池公園）

２４３　良質な都市型住宅の供給と住環境の整備
２５６　環境への負荷を軽減するまちづくり

Ⅵ　心豊かなくらしと共生社会の実現 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６５～１７０ページ

【主な施策】

１８１　文化芸術を振興する施設の整備・充実

１９３　NPOなどとの協働・連携による公的サービスの推進
１９４　ボランタリー活動支援の推進
２０７　環境分野における人、技術、情報の国際交流の推進
２１０　県民の国際活動の支援

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
１８３　文化財の保存と活用
１８６　学習内容の深化と成果を活用する場づくり
１９２　スポーツ活動の多様な場づくり
２００　家庭と仕事などの両立支援
２０３　地球市民意識の醸成と多文化理解の推進
２０５　世界の地域との交流の推進
２０８　外国籍県民とともに生きるしくみづくり
２１１　県民の国際活動との協働・連携の促進

【取り組む内容】

・文化芸術活動の総合的拠点施設の整備・充実（県民ホールの再整備）
・専門的文化施設の整備・充実（青少年センターホール、県立音楽堂の再整備）
・かながわボランタリー活動推進基金２１などによる協働事業の実施
・かながわ県民活動サポートセンターによる活動の場や情報の提供など
・（財）国際生態学センターへの支援
・地球市民かながわプラザにおける活動支援

１８５　県立社会教育施設などの生涯学習機能の活用
１９０　スポーツ活動を支えるしくみづくり
１９５　ＮＰＯなどに関する情報提供・相談体制の充実
２０１　異性に対する暴力の根絶と人権の尊重
２０４　非核・平和意識の普及
２０６　アジア地域などへの国際協力の推進
２０９　外国籍県民がくらしやすい環境づくり
２１５　県政への県民参加の充実

各地区の将来像と
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■　地域の将来像

Ⅲ 横 須 賀 三 浦 地 区

－ 海・みどり、歴史、活力 －
まるごと公園半島

人と人、人と自然や歴史・文化がふれあい交流する
“うるおい”“にぎわい”“活力”あふれる三浦半島をめざして

１　地域の課題

地区の数値データ（指標）三浦半島は、三方を海に囲まれ、変化に富んだ海
岸線、多摩丘陵から続くまとまった緑の残る気候温
暖、風光明媚な地域であり、古都鎌倉をはじめとし
た歴史的文化遺産に富み、人と自然とのふれあいの
場や良好な景観に恵まれています。しかしその一方
で、自然環境の悪化や産業や観光の停滞、人口の減
少、少子高齢化の急速な進展がみられるなど、様々
な課題を抱えています。

基礎データ

・総人口 ７４０，１３２人（８．５％）

・総面積 ２０６．８３k㎡（８．６％）

（１）地域環境の保全と創造
都市化の進展に伴う緑地の減少や多様な動植物

の生息環境の悪化がみられ、また、近年は移入鳥
獣の増加に伴い生活被害などが拡大し、在来種の
生態系への深刻な影響も懸念されていることか
ら、早急な対応が求められています。

（２） 地域産業の活性化
事業所数の減少、大規模工場の閉鎖、農漁業就業

人口の減少など地域経済の活力の低下がみられる
中、新たな産業の誘致や創出を図り、幅広い業種が
集積している既存産業との連携によって地域産業
の活性化を図っていく必要があります。また、そのた
めの交通網や産業拠点整備も求められています。

（３）地域のにぎわいづくり
豊かな自然や歴史・文化といった多彩な観光資源

に恵まれていますが、近年の個人消費の低迷や観光
ニーズの多様化により観光客数が減少しています。
また、この地域の人口は１９９０（平成２）年以降減少
傾向にあり、６５歳以上の老年人口は着実に増加を続
けていることから、少子高齢化が急速に進展し、県
内で最も高齢化の進んだ地域となっています。こう
した中で、地域の資源を生かした新たな活力を生み
出すため、誰もが生き生きとくらせる住みよいまち
づくりを進め、地域の人材の就業や社会参加の機会
を創出していく必要があります。

○森林面積�
（単位：ha）

（「神奈川県国土利用計画土地統計資料」より作成）

１９７２�

８，３４２（７．８％）�

１９８７�

７，１０８（７．２％）�

２００２�

６，７８３（７．２％）�

（「事業所・企業統計調査(総務省)」より作成）

１９９１�

２６８，０８８（７．９％）�

１９９６�

２７０，８３２（７．７％）�

２００１�

２５７，９６８（７．６％）�

○従業者数�
（単位：人）

（「神奈川県人口統計調査」より作成）

１９９４�

７４７，６４５（９．１％）�

１９９９�

７３６，７５０（８．８％）�

２００４�

７４０，１３２（８．５％）�

○人口�
（単位：人）

（「神奈川県年齢別人口統計調査」より作成）
※〔　〕内は全県の高齢化率�

１９９４�

１４．２〔１０．１〕�

１９９９�

１７．７〔１２．７〕�

２００４�

２１．０〔１５．７〕�

○高齢化率（６５歳以上の人の割合）�
（単位：％）�

※（ ）内は全県に占める割合

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 横須賀三浦地区
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２　地域の将来ビジョン

３　地域構想図　

豊かな自然や歴史・文化、地域の産業など特色ある資源を抱える半島全体を公園のような活動の場とと
らえ、この半島を舞台に、人と人、人と自然や歴史・文化がふれあい交流し、活力ある産業が展開され、
多様な営みが繰り広げられる“うるおい”“にぎわい”“活力”のあふれる三浦半島の創造をめざします。

（１）海とみどり豊かな半島づくり
豊かな自然を活用し人と自然がふれあう「海とみどり豊かな半島づくり」を積極的に構築していくた

め、半島全体に広がる自然を守り、育み、楽しめるよう、緑地や海、貴重な生態系の保全を進めます。

（２）産業の活力あふれる半島づくり
農水産物や人材など特色ある地域の資源を活用した産業の振興を図り、幹線道路網や産業拠点の整備

を進め、地域経済の新たなけん引役となる産業の誘致・創出、既存産業の再活性化による「産業の活力
あふれる半島づくり」を進めます。

（３）やすらぎ・うるおい・にぎわい半島づくり
人と人、人と自然や文化が出会い、ふれあい、交流する場を広げるため、地域の自然・史跡、歴史・

文化、産業といった特色ある多彩な資源を守り活用し、併せて、高齢者や障害者にもやさしいまちづく
りを進め、「やすらぎ・うるおい・にぎわい半島づくり」を進めます。

JR根岸線�

JR東海道線�

江ノ島電鉄�

国道134号�

森戸川�

下山川�

田越川�

滑川�

柏尾川�

二子山�

鷹取山�

三浦半島中央道路�

県道311号�
整備�
県道311号�
整備�

（都）大津長沢線整備�

東京湾口道路計画の推進�

（都）久里浜田浦線整備�

三浦縦貫道路�
　　（Ⅱ期）整備�

（都）久里浜田浦線整備�

▲�

横浜横須賀道路�

和賀江嶋�

深沢地区整備�

大船駅西口地区整備�
大船駅東口地区整備�

大船駅西口地区整備�
大船駅東口地区整備�

永福寺跡�

JR横須賀駅前地区整備�

横須賀中央駅周辺地区整備�長柄桜山古墳群の�
　　　調査・整備�

横須賀中央駅周辺地区整備�

浦賀港周辺地区整備�

うみかぜの路の整備�

猿島公園の整備�

観音崎公園の再整備�観音崎公園の再整備�

横須賀市美術館（仮称）の建設�

横須賀�
リサーチパークの�
整備促進�

横須賀�
リサーチパークの�
整備促進�

湘南国際村�
の整備促進�
湘南国際村�
の整備促進�
湘南国際村�
の整備促進�

東京湾�

▲�

▲�

▲�

▲�

京
浜
急
行
線�

相模湾�

大楠山�

武山�

深沢地区整備�

JR逗子駅周辺�
地区整備�
JR逗子駅周辺�
地区整備� 東逗子駅周辺地区整備�東逗子駅周辺地区整備�

長柄桜山古墳群の�
　　　調査・整備�

（都）腰越大船線�
大船立体整備�
（都）腰越大船線�
大船立体整備�

腰越漁港整備�

真名瀬漁港整備�

佐島漁港整備�

長井漁港整備�

（仮称）長井海の手公園の整備� 榎原地区ほ場整備�榎原地区ほ場整備�

北下浦漁港（上宮田地区）整備�

三浦海岸遊歩道の整備�

赤坂遺跡の保存・整備�赤坂遺跡の保存・整備�三戸小網代地区ほ場整備�

三崎地区ほ場整備�

三崎漁港の施設整備�

三戸・小網代中心拠点地区整備�三戸・小網代中心拠点地区整備�

小網代の森の保全�
金田漁港整備�

小網代の森の保全�
金田漁港整備�

間口漁港（間口地区）整備�

初声・仲田元屋舗地区�
畑地帯総合整備�
初声・仲田元屋舗地区�
畑地帯総合整備�

三浦半島国営公園�
の誘致�
三浦半島国営公園�
の誘致�

逗子海岸ボードウォークの整備�

葉山港みなとまちづくりの推進�
葉山海岸遊歩道（仮称）の整備�

鎌倉駅周辺�
地区整備�
鎌倉駅周辺�
地区整備�

永福寺跡�

Y-HEART�
計画の促進�
Y-HEART�
計画の促進� 平作川�

国道16号�

国道357号�国道357号�

三浦縦貫道路�
　　（Ⅱ期）整備�

（都）西海岸線�

横浜横須賀道路延伸�

（都）安浦下浦線整備�

JR横須賀線�

【凡例】�
プロジェクト構成事業�
中長期に取り組む構想・事業�

鉄道
�

�
道路�
計画路線�
�

横須賀
三浦地区
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■　地域プロジェクト

１ 海とみどり豊かな半島づくり

①海とみどりのネットワークの構築
三浦半島の優れた自然環境の保全と活用を図るための全体構想を策定し、自然とのふれあいの場づくり

を進めるとともに、その広域的な拠点となる国営公園を誘致し、海とみどりのネットワークの構築を進め
ます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
�
�
�
�

事業実施�
�
事業実施�
�
�

事業支援�
�
事業支援�

１「三浦半島公園圏構想＊１」の策定・推進�
（県、市町、民間）�

�
�
�
�

２  三浦半島国営公園の誘致�
（県、横須賀市、逗子市、三浦市、葉山町、民間）�

３  観音崎公園の再整備（海の拠点整備）�
（県）�

�
�

４ （仮称）長井海の手公園の整備�
（横須賀市）�

５  猿島公園の整備 �
（横須賀市）�

調査・検討、構想策定のためのしくみづくり�
�
策定�
�

推進�
�

要望・広報活動��
�

調査�
�

整備�
�
�

整備�
�

整 備�

②まとまりある緑地や生態系の保全
まとまりのある貴重な緑地や森を守り、多様な生物の生息環境の保全を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業連携�
�
�

事業実施�
�
事業実施�
�
�
事業実施�

�

事業連携�

事業連携�

事業実施�
�
事業実施�
　・連携�
�

事業実施�
　・支援�

事業実施�

１  地域制緑地＊２の指定などによる緑地の保全と活用�
・  小規模風致地区（10ha未満） �

（横須賀市）�
�
�

・  逗子・葉山近郊緑地保全区域 �
（県）�

・  逗子市内の大町・材木座歴史的風土保存区域�
   （名越切通とその周辺地区） �

（県）�

・  鎌倉市内の歴史的風土保存区域及び近郊緑地保全区域 �
（県）�

・  鎌倉三大緑地(広町・台峯・常盤山)の保全と整備�
（県、鎌倉市、民間）�

�

�

�

２  小網代の森の保全 �
（県、三浦市、民間）�

�
�

３  移入鳥獣による被害の防止�
（県、市町）�

�
４  水辺環境保全のための藻場造成技術開発 �

（県、民間）�

調査�
�
指定�
�

緑地保全�
�
�
�
�緑地保全
�

�
�緑地保全�

�
広町　緑地保全・整備�

�

台峯　緑地保全・整備�
�

常盤山　緑地保全�
�

緑地保全�
�

教育・普及活動�
�

計画的被害防除対策の検討・実施�
捕獲などの実施�

�
�

技術開発�
�

技術確立�
�

応用拡大�

＊１　三浦半島公園圏構想…三浦半島のみどりの保全・活用を図るための全体構想
＊２　地域制緑地…首都圏近郊緑地保全法などの法律や条例などにより保全されている緑地

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 横須賀三浦地区



49

２ 産業の活力あふれる半島づくり

①地域に根ざし地域資源を生かした産業の展開
農水産物などの地域の特色ある資源を生かした産業を振興し、地域に根ざしたビジネスや中心市街地の

活性化を図ります。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
�

事業実施�
�
�
�

事業実施�

事業支援�

事業支援�

事業実施�

事業実施�
�
�
�

事業連携�

事業支援�
　・連携�
�
�
�
�

事業支援�

１  農業の多様な担い手の育成と確保�

（県）�

２  地産地消＊２の推進�
（県、三浦市、民間）�

�
�
�
�

（県、民間）�

３  未利用資源の有効利用の促進�
（民間）�

�
（民間）�

�
（県、民間）�

４  コミュニティビジネス＊３に対する創業などの支援�
（県）�

�
（県、市町、民間）�

�
（県、民間）�

�
（逗子市）�

５  中心市街地の活性化�
（横須賀市、民間）�

�
（三浦市、民間）�

�
（逗子市、民間）�

�
�

６  フィルムコミッション＊５のビジネス化�
�

（三浦市、民間）�

中高年ホームファーマー＊１の育成�
後継者育成農業セミナーの開催�

�
全国豊かな海づくり大会地域プレ大会事業の実施�
�

地域大会の開催�
�

大会の成果の継承�
�

三浦半島ふるさとの味展の開催�
�
家畜排泄物処理施設の整備�
�
みかん剪定枝のチップ化と活用�
�

低利用水産資源の商品化�
�
実態調査�
�

セミナーなどの開催�
�

事業計画策定への個別支援�
�

起業講座の開催�
�
個別事業計画の実施�

�
個別事業計画の実施�

�
基本計画、ＴＭＯ＊４構想策定�
�

　個別事業計画の実施�
�
民間主導体制の構築・民間への移行�
・収益ビジネス化の促進�

猿島公園 小網代の森

コミュニティビジネス起業講座 中高年ホームファーマーの育成

＊１　中高年ホームファーマー…中高年ホームファーマー事業とは、主として耕作されなくなった農地を県が農家から借り受け、借りた農地を
耕作できる状態にし、中高年の方などに耕作していただくもので、県民の皆さんに健康と生きがいの場を提供
し、併せて耕作放棄地を防止し農地の保全を図るものです。

＊２　地産地消…地元でとれた新鮮で安全な農林水産物を地元で消費すること。食に対する安全・安心志向の高まりを背景に、消費者と生産者
の相互理解を深める取組みとして期待されています。

＊３　コミュニティビジネス…県では、「地域の課題解決やニーズ充足のため、地域資源を活用しながら、地域住民自らが主体となって継続的
に実施する地域密着型ビジネス」としています。

＊４　ＴＭＯ…Town Management Organization（タウンマネージメント機関）の略。地域を構成する様々な主体が参加するまちづくりの
運営を横断的・総合的に企画調整し、中心市街地の活性化と維持に主体的に取り組む機関をいいます。

＊５　フィルムコミッション…自治体や商工会議所が設置する映像制作を支援する非営利機関で、映画やＴＶ番組などの撮影を誘致して幅広く
支援を行う組織をいいます。

横須賀
三浦地区
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②海業拠点や農業基盤の整備
豊かな海の資源を活用した海業の拠点となる漁港施設を整備するとともに、野菜生産の基地となる農業

生産基盤の整備を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
�
�
�
事業連携�
�
�

事業支援�
�
�
�

事業支援�
�

事業支援�
�

事業支援�
�

事業支援�
�

事業支援�
�

事業支援�
�
�
�
�

事業実施�
�

事業実施�
�

事業支援�

１  三崎漁港の施設整備�
（県）�

�
�

（三浦市、民間）�
�
２  漁港施設の整備�
・  佐島漁港�

（横須賀市）�
�
�

・  長井漁港�
（横須賀市）�

・  腰越漁港�
（鎌倉市）�

・  間口漁港（間口地区）�
（三浦市）�

・  北下浦漁港（上宮田地区）�
（三浦市）�

・  金田漁港�
（三浦市）�

・  真名瀬漁港�
（葉山町）�

�
�

３  農業生産基盤の確保と整備�
・  初声・仲田元屋舗地区�

（県）�

・  三戸小網代地区�
（県）�

・  三崎地区・榎原地区�
（三浦市、民間）�

防波堤の整備�
�

臨港道路・公園・緑地などの整備�
�

資源エネルギーセンターの事業化研究・整備の促進�
�
�
�
実施設計�

�
防波堤の整備�

�
防波堤、船揚場などの整備�

�
�
施設整備計画の検討、調査、設計等�

�

防波堤等の整備��
�
防砂堤の整備�
�

�
防波堤の整備�

�
調査、設計等�

�
整備�

�
�
�

畑地帯の総合整備�
�
�

ほ場の整備�
�

ほ場の整備�

③新産業の創出と交流・研究開発拠点の形成
世界各地の人々が出会い、交流し、研究開発に取り組む交流拠点を整備し、企業の誘致を進めるととも

に、新たな産業の創出を促進します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・支援�
　・連携�

事業連携�
�
事業連携�
�
�
事業連携�
�
�
事業実施�

１  湘南国際村の整備促進�
（県、横須賀市、葉山町、民間）�

�
�

２  横須賀リサーチパークの整備促進�
（横須賀市、民間）�

�
３  Ｙ－ＨＥＡＲＴ計画＊1の促進 �

（横須賀市、民間）�

４  新産業創出の環境整備�
�

（県、市町、民間）�

基盤整備、民間系施設・公共系施設の�
誘致・集積等�

�

民間系施設・公共系施設の誘致・集積��
�

民間系施設・公共系施設の誘致・集積�
�
�
�
地域の特性などを生かした新産業創出�
構想の策定�

�
�
フォーラムやセミナーなどによる起業�
家人材の発掘・育成�

＊１　ＹーＨＥＡＲＴ（ワイハート）計画…人間科学分野に関する研究開発拠点の形成を目的とする計画
Yokosuka Human Enviromental Advanced Research Town

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 横須賀三浦地区



51

④幹線道路網の整備促進
地域の活力を支え産業や交流の基盤となる幹線道路網の整備を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
�
�

事業実施�
�
事業実施�
�
事業実施�
�
事業実施�
�
�

事業連携�
�
事業実施�

１  交流幹線道路網などの整備�
・  三浦縦貫道路（Ⅱ期） �

（県）�
�
�

・ （都）安浦下浦線 �
（県）�

・ （都）久里浜田浦線�
（県）�

・  県道311号（鎌倉葉山） �
（県）�

・ （都）腰越大船線大船立体�
（県）�

�
�

２  自動車専用道路の整備 �
（道路公団）�

３  インターチェンジ接続道路の整備�
（県）�

調査�
�

整備�
�

整備��
�
整備�

�
�

整備�
�
調査�

�
整備�

�
�

横浜横須賀道路の延伸�
�

（都）大津長沢線の整備�

３ やすらぎ・うるおい・にぎわい半島づくり

①三浦半島ぐるり一周プロムナード構想の推進
三浦半島をぐるっと歩く道をつなぎ、住む人も訪れる人も海とみどりと歴史・文化にふれあいながら、

半島の魅力を楽しめるプロムナードづくりを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
�
事業支援�

事業実施�
　・支援�

事業実施�

１  うみかぜの路（海と緑の10,000メートルプロムナード）の整備�
（国、県、横須賀市）�

２  逗子海岸ボードウォークの整備�
（逗子市）�

３  葉山海岸遊歩道（仮称）の整備 �
（県、葉山町）�

４  三浦海岸遊歩道の整備�
（県）�

整備�
�
�

整備計画検討、実施設計�

�
計画策定、離岸堤・遊歩道整備�

�
�
修景護岸整備�

湘南国際村 三崎漁港

若宮大路さわやかロード
（アダプト・プログラム）

鎌倉文学館
（近代建築物の保全・活用）

うみかぜの路
（三笠公園）

横須賀
三浦地区
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②人にやさしいまちづくり
高齢者や障害者をはじめすべての人が安心して生活し、自由に移動し、生き生きとくらせるまちづくり

に取り組むとともに、まちの美化を地域の人々と協働で進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・支援�
　・連携�
�

事業支援�
�
事業実施�
　・支援�
　・連携�

事業実施�

１  歩道等のバリアフリー化の推進�
（県、横須賀市、鎌倉市、逗子市、民間）�

�
�
�

２  市街地への車両流入抑制策の調査検討�
（鎌倉市）�

３  市民との協働による美化の推進�
（県、市町、民間）�

�
�
４  地域の障害保健福祉の推進�

（県、市町、民間）�

バリアフリー化の推進�
横断歩道に接続する歩道部・バス停・�
段差のない歩道・幅の広い歩道・電線類の�
地中化・鉄道駅�

�
�

交通需要管理（TDM）＊１施策の調査・検討・実施�

�
アダプト・プログラム＊２の推進�

�
海岸美化キャンペーンの実施�

�
�
計画の改定�

�
計画の推進�

③歴史の継承・文化とのふれあい
武家の古都・鎌倉をはじめ三浦半島に残る多彩な歴史的遺産の保存・整備を進めるとともに、これらを

活用した地域づくりや文化とのふれあいの場づくりを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�
�
�
�
�

事業支援�
�
事業支援�
�
事業支援�
�
�

事業支援�
�
�
�
�

事業支援�
�
�

事業実施�
　・連携�

１  「武家の古都・鎌倉」の世界遺産への登録推進�
・  世界遺産への登録推進�

（鎌倉市）�
�
�
�
�

・  永福寺跡�
（鎌倉市）�

・  和賀江嶋�
（鎌倉市）�

２  赤坂遺跡の保存・整備 �
（三浦市）�

�
�

３  長柄桜山古墳群の調査・整備 �
（逗子市、葉山町）�

�
�
�
�

４  横須賀市美術館(仮称)の建設 �
（横須賀市）�

�
�
５  近代建築物などを保全活用した地域づくり�

（県、鎌倉市、葉山町、民間）�

候補遺産確定�
�
候補遺産の「保存管理計画」策定�

�
史跡などの新指定・追加指定�

�
�

保存・整備�
�
保存・整備手法に対する調査・検討�

�
�

指定手続き�
�

指定地の公有化�
�

指定地の公有化�
�

史跡整備検討委員会�
�

発掘調査�
�

�
建設工事�

�
開館準備�

�

近代建築物などの保全・活用�
新たな活用手法の検討�

＊１　交通需要管理（ＴＤＭ）…ＴＤＭ：Transportation Demand Management。車を利用している人に対して、公共交通機関への利用
の転換や、あるいは行動パターンを変更することにより、都市や地域の交通混雑を緩和する施策をいいます。

＊２　アダプト・プログラム…市民と行政が協働で進める「まち美化プログラム」であり、道路や公園など公共の場所について、その管理者と
市民との合意のもとに、市民が美化を行い、行政が支援するもの

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 横須賀三浦地区
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④にぎわい拠点づくり
人々のくらしや交流の拠点となるまちやエリアの魅力を高めにぎわいを創出するため、拠点地区の整備

を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・連携�
�

事業支援�
�
事業支援�
�
事業実施�
�
事業支援�
�
事業支援�
�
事業支援�
�
事業支援�
�
事業支援�
�
事業支援�

１  葉山港みなとまちづくりの推進�
（県、葉山町、民間）�

�
２  地域交流拠点の形成 �
・  浦賀港周辺地区 �

（横須賀市、民間）�
・  横須賀中央駅周辺地区 �

（横須賀市）�
・  ＪＲ横須賀駅前地区�

（県、横須賀市）�
・  鎌倉駅周辺地区�

（鎌倉市、民間）�
・  大船駅東口地区�

（鎌倉市）�
・  大船駅西口地区�

（鎌倉市）�
・  深沢地区�

（鎌倉市、民間）�
・  ＪＲ逗子駅周辺地区�

（逗子市）�
・  三戸小網代中心拠点地区�

（三浦市、民間）�

ヨットハウスなどの施設整備�
みなとまちづくり協議会の活動�

�
�
�

再整備計画に基づく整備�
�

図書館等公益施設整備��
�

計画策定・事業実施�
�

計画策定・事業実施��
�

計画策定・事業実施�
�

計画策定・事業実施��
�

計画策定・事業実施�
�
�

整備内容の検討、促進�
�

整備計画の策定、促進�

民との協働

エコミュージアム活動
三浦半島の各地域では、住民があるいは住民と行政が協

働して、豊かな自然や歴史、生活文化など地域のあるがま
まの姿を「生きた博物館」と見立て、住民自らが学習し、調
査研究し、保全していく「エコミュージアム活動」が盛んに
行われており、こうした地域の人々の活動が、「やすらぎ・う
るおい・にぎわい半島づくり」につながっています。

⑤地域資源の活用・ネットワーク形成
三浦半島の自然や歴史、生活文化、産業など多彩な資源を発掘し、これらの資源を活用し連携を図りな

がら、多くの人々が訪れ交流する“にぎわい”の場をつくり、地域力を創造します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
�
�
�
�
事業実施�
�
�

事業連携�
�
�
�
�
事業実施�
�
�

事業実施�

１  三浦半島地域創造事業プログラム＊１の策定・推進�
 （県、市町、民間）��

�
�
�

２  地域の特色を生かした観光魅力づくり�
（県、横須賀市、逗子市、三浦市、葉山町、民間）�

�
�

３  エコツーリズム＊２の推進�
（三浦市、民間）�

�
�
�
�

４  海の体験学習の場づくり�
（県、民間）�

�
�

５  地域と連携した保健・医療・福祉人材の養成�
（県）�

地域資源など調査�
�

事業プログラム策定��
推進�

�
�観光プログラム開発�
�

プロモーション活動�
�
推進体制の整備�
� エコツアーの開発�

� エコツアーの展開�
�
� 体制づくり�

� 施設整備�

� 人材の養成�

長屋門イベント

＊１　三浦半島地域創造事業プログラム…三浦半島の自然と多様な産業基盤、文化遺産などが連携を図りながら一体となって地域を創造するた
めの実行計画

＊２　エコツーリズム…地域の自然・歴史・文化などに親しみながら、これら地域資源の保護・保全への理解や関心を深める観光

横須賀
三浦地区
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Ⅰ　安心してくらせる福祉・医療の基盤整備 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １３７～１４２ページ

横　須　賀　三　浦　地　区　で　展　開 さ れ る 主 な　取　組 み
「神奈川力構想・プロジェクト５１」の実施計画に記載されている「主な施策・事業」及び「まちづくり事業」のうち、横

須賀三浦地区で展開される主なものを紹介します。

Ⅱ　県民の安全・安心の確保 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １４３～１４９ページ

【主な施策】

３５　安全で安心な食の確保 *
４２　緊急輸送路などの整備

４４　石油コンビナートなどの防災対策の推進
４５　原子力災害対策の推進
４６　治水対策の推進

４７　海岸保全施設の整備

４８　土砂災害防止施設などの整備

４９　水辺施設の保全の推進
５０　安全防災を支える農林水産業の推進

５３　災害時広域応援体制の強化
７２　交通安全施設などの整備
８０　基地の整理・縮小及び返還の促進

８１　基地周辺住民の安全、福祉の確立と良好な生活環境の確保

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
３６　浴場のレジオネラ症発生防止対策の推進 *
５２　市町村地震防災対策への総合的支援
７０　生涯にわたる交通安全教育の推進
７８　警察施設・装備の整備

【取り組む内容】

・養殖業に対する防疫と安全の指導
・緊急輸送路となる道路の整備（国道１３４号の道路法面の防災対策）
・緊急輸送路となる橋りょうの整備（県道２１５号(上宮田金田
三崎港）毘沙門高架橋の耐震対策）

・緊急輸送路と連携する緊急物資受入港の機能充実（葉山港の防災施設の整備）
・横須賀市内の石油コンビナート等特別防災区域における災害対策の推進
・横須賀市内の原子力事業所などにかかる災害対策の推進
・都市河川重点整備「かながわSafetyリバー５０」（田越川の護岸整備、柏尾川の河床掘削）
・田越川のプレジャーボート保管施設の整備
・津波・高潮対策の推進（横須賀海岸）
・侵食対策の推進（葉山海岸の離岸堤の整備）
・漁港海岸の侵食防止（北下浦漁港）
・砂防施設の整備（下山川）
・地すべり防止施設の整備（平作４丁目、大沢）
・急傾斜地崩壊防止施設の整備（極楽寺２丁目Ｆ地区、粟
田２丁目Ｅ地区、長井１丁目Ａ地区、晴海町Ｄ地区）

・港湾施設の保全（葉山港の港湾施設の補修）
・治山事業の推進（長柄、二階堂）
・災害に強い漁港の整備（三崎漁港、長井漁港、佐島漁港、間口漁港、北下浦漁港）
・災害時における在日米軍との相互協力の推進
・県道２０７号(森戸海岸)の交差点改良
・関係自治体との連携による基地の整理、縮小及び返還に
対する積極的な要請活動の展開

・米軍基地の跡地利用計画の策定支援
・横須賀基地防犯連絡会議の開催などによる基地周辺住民の安全と福祉の向上

３８　消費者被害などの未然防止と救済
６３　身近な犯罪の予防・検挙活動の推進
７３　効果的な交通指導取締りの推進

【主な施策】

０５　保健・医療・福祉人材の養成・確保
３３　福祉のまちづくりの推進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
０１　地域医療の機能別整備
０７　保健・医療・福祉現任者教育の充実と専門性の向上
０９　8020運動（歯科保健）の推進 *
１１　難治性疾患対策の充実 *
１３　エイズに関する教育、普及・啓発活動の充実と民間活動への支援 *
１８　地域における福祉コミュニティづくりの促進
２１　介護保険制度の定着と適切なサービスの提供
２３　高齢者の介護予防などの取組みの充実 *
２５　身体・知的障害者の支援費制度に基づく福祉サービスの充実 *
２７　身体・知的障害者の就労・社会参加の促進 *
３１　精神障害者福祉の充実 *

【取り組む内容】

・県立保健福祉大学における人材の養成及び地域に開かれた大学の運営
・都市公園のバリアフリー化の推進
・福祉のまちづくり計画を進める市町村への支援

０２　救急医療体制の強化 *
０８　生活習慣病対策の推進 *
１０　母子保健の推進 *
１２　感染症対策の充実 *
１４　エイズに関する相談・検査及び医療体制の充実 *
２０　権利擁護の推進 *
２２　介護保険施設などの着実な整備 *
２４　高齢者の社会参画活動への支援 *
２６　身体・知的障害者の日常生活への支援の充実 *
２８　障害特性を踏まえた民間障害福祉施設などの整備・充実 *

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 横須賀三浦地区
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＊がついている主な施策については、中核市が事業主体となる事業を含んでいます。
これらについては、県民に身近な、地域における保健・医療・福祉などに対する市の取組みを支援するとともに、進む

少子・高齢化への対応などについて広域的な観点から県の役割に応じた取組みを進めます。

Ⅳ　産業振興による地域経済の活性化 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５５～１６０ページ

Ⅲ　未来を担う人づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５０～１５４ページ

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
０８２　子育てを支える地域社会の基盤の充実 *
０８４　多様な保育サービスの拡充 *
０８６　児童養護施設などにおける専門的ケアの充実
０９４　学校と地域社会との交流の活性化
０９８　快適な教育環境の整備
１０６　青少年問題への総合的取組みの推進
１０９　教育相談の充実
１１１　青少年の多様な体験活動の促進

０８３　保育所などの整備・拡充の促進 *
０８５　児童虐待の防止に向けた取組みの促進
０９０　不登校・ひきこもり、いじめ・暴力行為などへの対応
０９５　新しいタイプの高校の設置拡大
０９９　県立学校などの防災対策の推進
１０７　青少年を取り巻く社会環境の健全化の推進
１１０　家庭、地域の教育機能の充実

【主な施策】

１３１　地域の特性を生かした産業の振興

１３３　かながわツーリズムの推進
１４０　地産地消による農林水産業の振興

１４１　資源の有効活用による農林水産業の振興
１４３　環境に配慮した農業生産基盤の確保と整備

１４５　水産基盤の整備

１４７　地域に即した生産の振興

１５１　多様な生物が生息する水辺環境の保全と創造
１５４　都市住民も参加した海業の推進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
１２０　ベンチャー企業の創出・育成
１２２　企業誘致の促進
１２６　ものづくり高度化への支援
１３０　まちのにぎわいを創出する産業の振興
１４２　地域における農政の総合推進
１４６　農林水産業の経営基盤の強化
１５２　環境にやさしい農業の推進

【取り組む内容】

・横須賀三浦地域産業振興協議会を核とした地域からの産
業振興（創業応援キャラバン、創業者育成塾、インキュ
ベート施設整備の促進、大学技術の企業への紹介等）

・鎌倉彫の後継者育成事業などに対する助成
・三浦半島地域をモデル地区とした観光魅力づくりの推進
・漁獲物の鮮度保持施設の整備に対する支援
・中高年ホームファーマーの育成
・学校給食への導入などをめざした「魚を食べること」への理解促進
・全国豊かな海づくり大会を通じた「魚を食べること」の普及の推進
・カタクチイワシなどの付加価値向上のための技術開発
・畑地帯総合整備（初声・仲田元屋舗地区）
・ほ場の整備の推進（三戸小網代地区、三崎地区、榎原地区）
・漁港の整備（三崎漁港）
・市町営漁港の整備
・漁港区域の海岸整備（北下浦漁港海岸）
・魚礁などの設置による漁場造成
・栽培漁業の推進による沿岸漁業の振興
・資源管理型漁業の推進による沿岸・沖合漁業の振興
・小田和湾でのアマモ場などの藻場造成技術開発
・三崎漁港におけるプレジャーボートの漁港内の利用調整
と漁港の効率的利用の推進

・漁業経営へ遊漁の積極的導入
・漁業・遊漁・海洋レジャーの利用調整

１２１　新規成長分野の産業振興
１２５　産学公連携による事業化・商品化への支援
１２９　経営革新への支援
１３２　コミュニティビジネスの創出促進
１４４　森林づくりを支える基盤の整備と森林の保全
１５０　農地の持つ多面的機能の発揮

横須賀
三浦地区
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Ⅴ　地域からの環境の保全と創造 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６１～１６４ページ

Ⅵ　心豊かなくらしと共生社会の実現 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６５～１７０ページ

【主な施策】

１５６　廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進

１７６　都市と里山のみどりの保全と活用

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
１５７　不法投棄の防止対策の推進
１６０　新エネルギー導入の推進
１６４　環境にやさしいライフスタイルの促進
１６６　参加と協働による環境保全のためのしくみづくり
１７０　水環境保全対策の推進

【取り組む内容】

・民間施設の安全性のモデルとなる県立県営の産業廃棄物
最終処分場の建設、運営

・小網代の森の保全、里山づくりの推進

１５８　地球温暖化対策の推進
１６２　総合的な環境教育の推進
１６５　事業者・消費者としての県の環境配慮への率先的取組み
１６９　環境に配慮した土地利用の推進
１７７　自然とのふれあいと県民と一体となった森林の保全

【主な施策】

２０７　環境分野における人、技術、情報の国際交
流の推進

２１２　湘南国際村の整備促進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
１８３　文化財の保存と活用
１８６　学習内容の深化と成果を活用する場づくり
１９２　スポーツ活動の多様な場づくり
１９４　ボランタリー活動支援の推進
２００　家庭と仕事などの両立支援 *
２０３　地球市民意識の醸成と多文化理解の推進
２０５　世界の地域との交流の推進
２０８　外国籍県民とともに生きるしくみづくり
２１０　県民の国際活動の支援
２１５　県政への県民参加の充実

【取り組む内容】

・（財）地球環境戦略研究機関への支援

・民間系・公共系施設の集積促進
・湘南国際村における国際交流機能の充実

１８５　県立社会教育施設などの生涯学習機能の活用
１９０　スポーツ活動を支えるしくみづくり
１９３　ＮＰＯなどとの協働・連携による公的サービスの推進
１９５　ＮＰＯなどに関する情報提供・相談体制の充実
２０１　異性に対する暴力の根絶と人権の尊重
２０４　非核・平和意識の普及
２０６　アジア地域などへの国際協力の推進
２０９　外国籍県民がくらしやすい環境づくり
２１１　県民の国際活動との協働・連携の促進

各地区の将来像と
地域プロジェクト 国際文化交流都市圏 ■ 横須賀三浦地区
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Ⅶ　個性あふれる地域づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １７１～１７５ページ

【主な施策】

２２２　多摩三浦丘陵のみどりの保全と活用

２２７　相模湾沿岸の地域資源を生かした魅力ある
地域づくり

２２８　「うるおい」「にぎわい」「活力」のある
三浦半島の創造

２３４　みなとまちづくりの推進
２３５　自動車専用道路網の整備

２３６　インターチェンジ接続道路の整備
２３７　交流幹線道路網の整備

２３８　地域分断・交通のボトルネックの解消
２３９　道路施設の適正な維持管理

２４４　安全・安心に配慮した住まいづくり *
２５１　みどりを保全・活用するまちづくり

２５２　都市公園などの整備

２５３　うるおいのあるみち空間の形成

２５４　都市景観の保全と創造

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
２３２　公共交通整備の総合的な推進
２４９　下水道整備の推進

【取り組む内容】

・「三浦半島公園圏構想」の策定・推進
・三浦半島国営公園の誘致促進
・県立都市公園などの整備（観音崎公園・城ヶ島公園、塚
山公園・葉山公園・はやま三ケ岡山緑地）

・相模湾沿岸地域保全等構想の策定

・三浦半島地域創造事業プログラムの策定・推進

・葉山港の再整備
・高速横浜環状南線、横浜湘南道路、横浜横須賀道路延伸、
東京湾口道路の計画の推進

・(都)大津長沢線
・(都)安浦下浦線、(都)久里浜田浦線、三浦縦貫道路(Ⅱ期)、
県道３１１号（鎌倉葉山）

・鉄道との立体交差化（(都)腰越大船線大船立体）
・橋りょうの修繕及び補強（県道２１５号(上宮田金田三崎港）宮川橋の補修）
・舗装の補修（県道２６号（横須賀三崎））
・安全施設の維持（県道２１４号（武上宮田）の歩道補修）
・高齢者・障害者向け公営住宅の整備、改善の推進（県営追浜第二団地）
・みどりを生かしたがけ崩れ対策（西逸見町１丁目Ａ地区、公郷町５丁
目Ｂ地区、長井１丁目Ａ地区の急傾斜地崩壊防止施設の整備）
・県立都市公園などの整備
・近代建造物と邸園を保全活用した地域づくり
・街路樹の整備（県道２１１号(久里浜港久里浜停車場））
・幅の広い歩道の整備（国道１３４号）
・電線の地中化（国道１３４号）
・段差のない歩道の整備（県道２１４号(武上宮田））
・相模湾沿岸における「景観まちづくりのための指針」の策定

２４３　良質な都市型住宅の供給と住環境の整備
２５６　環境への負荷を軽減するまちづくり

横須賀
三浦地区



丹沢から相模川や境川、引地川、金目川の流域を一体としてとらえた、津久井から県央、湘
南を含む県中央部の地域
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2 環境共生生活都市圏

神奈川における東西交流・南北交流の結節地域として、みどりの中で産業と調和する生活都
市をめざし、広域的な交通機能の整備を踏まえた生活環境や生産環境の整備を進めます。
県央・湘南地区では、良好な自然環境の保全を図りつつ、交通拠点の整備など、生活環境や

生産環境を高めるとともに、業務核都市の機能強化にも配慮した土地利用を進めます。
津久井地区では、豊かな自然環境を保全しつつ、都市基盤を整備し、文化や産業の振興など

による地域主体のまちづくりと地域の活性化につながる土地利用を進めます。

①・③�

②�

④�

①県央・湘南都市圏の整備 ③都市緑化ベルトの整備
②水源地域の総合保全整備 ④相模湾沿岸地域の保全・創造

※　○はおおよその対象地域を示したものです。

■　地域政策圏形成の基本的方向

各地区の将来像と
地域プロジェクト 環境共生生活都市圏



59

○南北・東西の交通ネットワークの形成と都市連携
■交通の要衝地として交通基盤を整備し、都市間相互の連携を図るなど①県央・湘南都市圏の整備を図り

ます。津久井地区と相模原方面を結ぶ道路の整備を進めるとともに、ＪＲ相模線沿線の活性化を図り同

線の利用を促進することでＪＲ相模線の複線化など交通の利便性向上を図ります。

○川・山・みどり・海岸の自然の連なりを生かした保全と活用
■神奈川の水源地域の森林を守り育てるとともに、相模川流域環境保全行動などにより水源地域の環境に

対する負荷の低減を図り、良好な水環境の創造に取り組み、②水源地域の総合保全整備を進めます。

■相模川流域などの貴重なみどりの保全と、積極的なみどりの創造に取り組み、③都市緑化ベルトの整備

を図ります。

■浜辺のみどりなどの豊かな自然環境や近代の保養所・別荘の立地などの歴史・文化、特筆すべき景観な

ど相模湾沿岸の地域資源を守り、生かし、発信するための地域づくりを県民と行政が協働・連携して進

めていくことで④相模湾沿岸地域の保全・創造を図ります。また、海岸のつながりを生かし鎌倉を含め

た湘南の観光を振興します。

Ⅳ 津久井地区�
 森と湖の都　人と自然と産業が共生するまち・津久井�
 【施策の方向】�
 　 １　水源地の豊かな自然を守り活用した魅力ある地域づくり�
 　 ２　都市との交流による魅力ある産業づくり�
 　 ３　地域に活力を与える道路などの基盤整備�

Ⅴ 県央地区�
 うるおいと活力にあふれる快適環境都市圏・県央�
 【施策の方向】�
  １　自然と共生するうるおいのあるまちづくり�
  ２　安心して快適にくらせるまちづくり�
  ３　産業の創出・活性化と地域振興によるまちづくり�

Ⅵ 湘南地区�
 地域力がいきづく躍動都市圏・湘南�
 【施策の方向】�
  １　湘南の海、大地、風と共生する都市圏の整備�
  ２　湘南のくらしと文化を支える交通ネットワークの形成と拠点整備�
  ３　湘南の地域力を活用した産業の振興�

■　各地区の施策の方向

■　広域的な取組みの方向



■　地域の将来像
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Ⅳ 津 久 井 地 区

森と湖の都
人と自然と産業が共生するまち・津久井

豊かな自然と地域資源が一体的に結びついた
産業の振興による交流とにぎわいをめざして

１　地域の課題

地区の数値データ（指標）津久井地区の森や清流、湖などの豊かな自然は、
県民の水源地として、また、ゆとりとうるおいをも
たらす身近な憩いの場として大切な役割を果たして
います。
この地域では水源地域という環境特性に配慮しつ

つ、都市基盤整備や生活に根ざした芸術・文化のま
ちづくり、自然を生かした特色ある地域産業の振興
などに取り組んできましたが、引き続き自然環境と
共生する地域づくりを進めていきます。

基礎データ

・総人口　　７３,９６０人（０.９％）

・総面積　 ２３８.４４k㎡（９.９％）

(１) 水源地域の環境保全とみどり豊かな自然の活用
豊かな自然環境は地域住民の深い関わりにより

保全されてきましたが、近年の都市化の進展によ
る自然への負荷や森林の荒廃などのため、環境の
悪化が顕在化してきています。良好な環境を保全
するため、都市住民と連携し、県民・行政一体の
取組みが必要です。また、地域の住民が自然を生
かし、豊かに生き生きとくらせる地域づくりが必
要です。

（２）地域の特色を生かした魅力ある産業づくり
津久井地区は、中山間地域という地勢上の制約

や鉄道駅へのアクセスなどが要因となり、商工業
は盛んとはいえず、農業も平均耕作面積が非常に
少ない小規模複合経営となっています。農業従事
者の高齢化と後継者不足、さらにニホンザルなど
の鳥獣による農作物被害の拡大による生産意欲の
減退などにより、耕作放棄による農地の荒廃が進ん
でいます。
そこで、地域の豊かな自然・歴史・文化的資源

と農林・商工業などを一体的に結びつけた「地域
の魅力づくり」を行い、観光客の誘致など地域の
特色を生かした産業の振興が求められています。

（３）交通ネットワークの形成
地勢上の制約による道路網の不足のため幹線道

路は朝夕の通勤通学時や休日に交通渋滞が生じて
おり、さらに公共交通（バス路線）の撤退も相次
いでいることから産業活動や住民生活に支障をき
たしています。この地域を広域的に連携させ多様
な交流を促進させる幹線道路網の整備などによる
交通ネットワークの形成が望まれています。

○生活排水処理施設整備状況�
（単位：％）�

（「大気水質課調べ」より作成）�
※〔　〕内は、県全体の整備率�

２００１�

５１.６〔９４.３〕�

２００２�

５５.６〔９４.７〕�

２００３�

５７.１〔９５.３〕�

○入込観光客数�
（暦年）（単位：千人）�

（単位：台）�

(「神奈川県入込観光客調査報告書」�
（神奈川県観光振興対策協議会）より作成）�

１９８３�

４,３２８（３.４％）�

１９９３�

３,１０４（２.０％）�

２００３�

２,６８８（１.８％）�

○販売農家戸数、耕地面積、耕作放棄地�
項　目�

販売農家数（戸）�

６５歳以上の農業就業

人　口　比　率（％）�

耕　地　面　積（ha）�

耕 作 放 棄 地（ha）�

５９３（２.７%）�

５２.７（－）�
�

９８１（４.１％）�

１５５（１２.８%）�

８２６（３.３%）�

４０.７（－）�
�

１,１７６（４.４％）�

１８６（１２.５%）�

４６０（２.４%）�

６２.３（－）�
�

８１２（３.７%）�

１６４（１１.３%）�

（耕地面積は「神奈川県農林統計年報」、
他は「世界農林業センサス結果概要」より作成）

○主要道路の平日１２時間交通量�

※交通量は、乗用車・バス・小型貨物・普通貨物の合計�
※午前7時から午後7時までの交通量�

（「道路交通情報調査」より）�

路線名�

国 道４１２号 �

国 道４１２号 �

国 道４１３号 �

国 道４１３号 �

観測点�

津 久 井 町 長 竹 �

津久井町三ケ木�

津 久 井 町 中 野 �

城 山 町 久 保 沢 �

１９９０�

８,１７５�

８,０６１�

１３,８４４�

１２,０３１�

１９９４�

９,４５０�

９,０９０�

１４,２２８�

１１,０１０�

１９９９�

１１,４２２�

１２,０７８�

１５,４６６�

１２,４７１�

１９９０� １９９５� ２０００�

※（ ）内は全県に占める割合

各地区の将来像と
地域プロジェクト 環境共生生活都市圏 ■ 津久井地区



61

２　地域の将来ビジョン

３　地域構想図　

地域の魅力を高めるため豊かな自然環境の保全と活用、地域資源と観光を一体的に結びつけた産業の振
興により地域の活性化を促進し、交流によるにぎわいと地域の人々が自立したうるおいのあるまちづくり
をめざします。

（１）水源地の豊かな自然を守り活用した魅力ある地域づくり
良好な自然環境を保全し良質な水資源を確保するため、県民と行政が協働して水源地域の森林を守り

育てていくとともに、水質保全対策および不法投棄の防止対策に取り組みます。また、守るばかりでは
なく、だれもが身近に自然とふれあうことのできる魅力あふれる自然公園の整備を促進するとともに、
上下流の交流により水源地域を都市地域住民に理解してもらうための施設を整備するなど自然環境の活
用を図ります。

（２）都市との交流による魅力ある産業づくり
豊かな自然・歴史・文化などの資源と地域の特産品などを活用した新しい魅力ある郷づくりをめざし

て観光を基幹とした産業振興を図ります。都市地域との交流を軸に都市公園や観光・体験農園などの施
設整備を進めるとともに、中高年ホームファーマー＊１の育成などにより農業の多様な担い手を育成・確
保することで耕作放棄地などの再生を図ります。また、鳥獣被害対策の推進や県産木材の有効活用を促
進します。

（３）地域に活力を与える道路などの基盤整備
津久井広域道路やさがみ縦貫道路など幹線道路の整備を進めることで、広域的な交流連携を図るとと

もに地域を支える交通ネットワークの形成を促進して地域の活性化を図ります。また、通学路などの歩
道整備や自然災害に備えた治山治水事業を進めるなど、地域住民の安全・安心の確保に努めます。

中央自動車道�

JR中央本線�

道志川�

串川�

相模川�

国道20号�

奥相模湖�奥相模湖�

相模湖�

宮ヶ瀬湖�

津久井湖�

城山湖�城山湖�

境川�

柏木沢砂防施設整備�柏木沢砂防施設整備�

ダム貯水池の�
水質浄化対策�
の推進�

ダム貯水池の�
水質浄化対策�
の推進�

与瀬地区�
急傾斜地崩壊防止施設整備�
与瀬地区�
急傾斜地崩壊防止施設整備�

ダム貯水池対策の推進�ダム貯水池対策の推進�
県道76号�
歩道整備�
県道76号�
歩道整備�

勝瀬橋橋りょう架替�勝瀬橋橋りょう架替�

県道76号（大羽橋橋りょう補修）�県道76号（大羽橋橋りょう補修）�

水源地域交流の里づくり拠点施設整備�
篠原の里交流センター（仮称）�

水源地域交流の里づくり拠点施設整備�
篠原の里交流センター（仮称）�

藤野ふるさと�
芸術村の新たな推進�
藤野ふるさと�
芸術村の新たな推進�

丹沢大山国定公園整備�丹沢大山国定公園整備�

水源地域交流の里づくり拠点施設整備�
青根交流センター（仮称）�
水源地域交流の里づくり拠点施設整備�
青根交流センター（仮称）�

グリーンツーリズムの推進�
森林ミュージアム事業に伴う�
体験型観光の推進�

グリーンツーリズムの推進�
森林ミュージアム事業に伴う�
体験型観光の推進�

国道412号整備� 串川多自然型護岸整備�串川多自然型護岸整備�国道412号整備�

道志川河川環境整備�道志川河川環境整備�

ダム貯水池の�
水質浄化対策�
の推進�

ダム貯水池の�
水質浄化対策�
の推進�

国道413号整備�国道413号整備�

津久井湖�
城山公園整備�

川尻歴史公園整備�
津久井湖�
城山公園整備�

川尻歴史公園整備�

境川多自然型護岸整備�境川多自然型護岸整備�

国道413号（東原宿交差点改良）�
東部地区土地�
区画整理事業�
東部地区土地�
区画整理事業�

小松・城北地区の里山整備�小松・城北地区の里山整備�

津久井広域道路整備�津久井広域道路整備�

さがみ縦貫道路整備�

県立陣馬相模湖�
自然公園整備�
県立陣馬相模湖�
自然公園整備�

御堂橋橋りょう架替�御堂橋橋りょう架替�

【凡例】�
プロジェクト構成事業�
中長期に取り組む構想・事業�

鉄道
�

�
道路�
計画路線�
�

津久井
地区

＊１　中高年ホームファーマー…中高年ホームファーマー事業とは、主として耕作されなくなった農地を県が農家から借り受け、借りた農地を
耕作できる状態にし、中高年の方などに耕作していただくもので、県民の皆さんに健康と生きがいの場を提供
し、併せて耕作放棄地を防止し、農地の保全を図るものです。
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■　地域プロジェクト

１ 水源地の豊かな自然を守り活用した魅力ある地域づくり

①水源地域の環境保全
津久井地区の良好な自然環境を保全し良質な水資源を確保するため、県民と行政が一体となって水源地

域の森林を守り育てていくとともに、水質保全と不法投棄対策に取り組みます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施 �
　・支援�

事業実施�
�

事業実施�
�

事業実施�
　・支援�

事業実施�
　・支援�
　・連携�

１  県民との協働による水源の森林づくり�
（県、町、民間）�

２  ダム貯水池の水質浄化対策の推進   �
（県）�

３  ダム貯水池対策の推進（ダム貯水池の堆砂対策）�
（県）�

４  生活排水処理施設整備の促進�
（県、町）�

５  不法投棄の防止対策の推進�
�

（県、町、民間）�

水源林の確保・整備�

エアレーション装置などによる水質浄化�

堆積土砂の除去及び流入土砂の抑制�

施設整備の促進�

監視パトロール・撤去、防護柵の設置�

ダム貯水池の堆砂対策（堆積土砂の除去)

民との協働

森の再生を目指す森林ボランティア
市民参加による森林整備「森林ボランティア」は、

各地で活動を行っています。一例として相模湖町嵐山
の森林を活動フィールドにしているNPO法人は、下
草刈りなどの森林整備をはじめ、生態系調査、炭焼き、
間伐材利用などさまざまな活動を行っています。
県はこれら森林ボランティアの団体と協働して森林

づくりを進めています。

各地区の将来像と
地域プロジェクト 環境共生生活都市圏 ■ 津久井地区
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②みどり豊かな自然の活用
豊かな自然環境を活用するため、自然公園などの整備を促進するとともに、都市住民の理解を深め連携

する機会を提供し、その拠点となる施設の整備を図ります。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
　・連携�
�
�
事業実施�
�
�
事業支援�
�
�
�
事業実施�
　・支援�

１  県立自然公園などの整備と活用�
・  県立陣馬相模湖自然公園�

（県、相模湖町、藤野町）�
�
�
・  丹沢大山国定公園�

（県）�
２  水源地域交流の里づくり�
・  交流基盤の整備�

（津久井町）�
�

（藤野町）�
・  地域資源を活用した各種交流イベントの実施�

（県、町、民間）�

公園計画の見直し�
�

公園歩道などの整備�
�

公園歩道などの整備�
�
�

青根交流センター（仮称）の整備�
�

篠原の里交流センター（仮称）の整備�
�

イベントの開催�

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�

事業支援�

�
事業実施�
　・支援 �

事業支援�

１  魅力ある都市公園などの整備�
・  津久井湖城山公園�

（県）�
・  川尻歴史公園 �

（城山町）�
２  都市住民との交流による里山づくりの推進�
・  小松・城北地区の整備�

（県、城山町）�
・  ふじの里山くらぶへの支援�

（民間）�

園路などの整備�

発掘調査・用地購入�

�
事業計画及び保存活動・簡易整備�

事業支援�

陣馬山山頂付近 交流イベント（さがみこファームフェスタ）

2 都市との交流による魅力ある産業づくり

①都市公園など観光拠点づくり
歴史風土や里山の伝統・文化などを活用した観光拠点施設として、都市公園の整備や民間活力を生かし

た里山づくりなどを推進します。

県立津久井湖城山公園（水の苑地）

津久井
地区
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②地域資源を活用した観光魅力づくり
自然・歴史・文化や特産品など地域の観光資源の開発・活用を図り、地域の活性化と一体となった魅力

ある観光産業づくりを推進します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
�
事業実施�
　・連携�
�
�

事業実施�
　・連携�
�
�

事業実施�
　・連携 �

事業連携�
�

事業連携�
�

�

事業連携�
�

事業連携�

１  魅力ある観光産業の育成�
・  新たなイベントの開発やプロモーション活動の実施�

（県、町、民間）�

�
�
・  ゾーン別観光メニュー・コースの策定､モデルツアー�
　  の企画�

（県、町、民間）�

�
・  観光スポットの整備�

（県、町、民間）�

２  藤野フィルムコミッション＊１事業の推進�
（藤野町）�

３  藤野ふるさと芸術村の新たな推進�
（藤野町）�

４  グリーンツーリズム＊２の推進�

・  森林ミュージアム事業実施に伴う体験型観光の推進�
（津久井町）�

・  篠原の里交流センター（仮称）の整備に伴う体験型�
　  観光の推進     �

（藤野町）�

�
検討会開催�

�
事業実施�

�

検討会開催�
�
事業実施�

�

施設案内などの整備�
�

事業実施�
�

事業実施�
�

�

事業実施�
�

�
事業実施�

民との協働

住民の手による里山保全
県は、里山の再生を目的とした「里山推進事業」を

進めています。この事業は、農家や地域住民などを交
えた推進体制を整備し、ワークショップを通じて里山
保全のあり方や保全活動などの事業計画づくりを支援
するものです。
津久井地区では、城山湖東側に位置する城山町小

松・城北地区がモデル地区に指定され、２００４（平成１６）
年4月に「小松・城北」里山を守る会が発足し、里山保全
による「農」の再生や地域の活性化に取り組んでいます。

藤野フィルムコミッション事業の推進 正覚寺滝つつじ（観光スポット）

＊１　フィルムコミッション…自治体や商工会議所が設置する映像製作を支援する非営利機関で、映画やＴＶ番組などの撮影を誘致して幅広く
支援を行う組織。

＊２　グリーンツーリズム…みどり豊かな自然や美しい景観、個性豊かな伝統文化や人情味あふれる日常生活など、都会にはないゆとりとやす
らぎを求めて、農村にゆっくり滞在することを目的とした旅行のことです。

各地区の将来像と
地域プロジェクト 環境共生生活都市圏 ■ 津久井地区
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構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
�
事業支援�
�
�

事業支援�
�

事業実施�
�

事業実施�
�

事業実施�
　・支援�
　・連携�
�
�
�
�
事業実施�
　・支援�

１  地産地消＊１を推進する｢みのりの郷（さと）」づくり�
・  地域特産物の産地育成 �

（民間）�

�
・  地域特産品販売・加工施設の整備  �

（民間）�

２  優良肉用繁殖雌牛導入による畜産振興�
（県）�

３  都市住民との交流による耕作放棄地の有効活用 �
（県）�

４  鳥獣被害対策の推進�
（県、町、民間）�

�

�

�
５  県産木材の有効活用の促進�

（県、町、民間）�

�
　　　　　　　　整備�
　　検討　　　(苗木生産)　　  生産�

�

　　検討　　　計画づくり　　 整備�
�

肉用繁殖雌牛の導入�
�

中高年ホームファーマーの育成�
�

広域獣害防止柵の整備�
�

ニホンザルなどの被害対策の推進�
�

生息環境などのモニタリング�
�

森林整備事業�
(間伐・主伐、作業道などの整備）の推進�

�
県産木材の利用の推進�

③特色ある農林業の展開
都市地域との交流を軸にした地域特産物の育成・販売、ふれあいの場の整備や農業の多様な担い手の育

成を図るとともに鳥獣被害対策を推進します。また、間伐材など県産木材の活用促進によって林業の振興
を図ります。

鳥居原ふれあいの館（直売所） 中高年ホームファーマーの育成と農園整備

＊１　地産地消…地元でとれた新鮮で安全な農林水産物を地元で消費すること。食に対する安全・安心志向の高まりを背景に、消費者と生産者
の相互理解を深める取組みとして期待されています。

津久井
地区
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3 地域に活力を与える道路などの基盤整備

①多様な交流を支える道路網の整備
津久井広域道路やさがみ縦貫道路など幹線道路の整備や通学路の歩道整備などを進め、地域の交通ネッ

トワークの形成を促進します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
�

事業支援�
　・連携�

事業実施�
�
�

事業実施�
�
�

事業実施�
　・支援�
�
�
�
�

事業実施�
�
�
�

事業実施�
　・支援�
　・連携�

１  津久井広域道路の整備�
（県）�

２  さがみ縦貫道路の整備�
（国、道路公団）�

３  広域交流幹線道路網の整備�
（県）�

�

４  地域分断・交通のボトルネックの解消 �
（県）�

�

５  交通安全施設などの整備�
（県、津久井町）�

�

�
�

６  道路施設の適正な維持管理�
（県）�

�
�

７  公共交通整備の推進�
（国、県、城山町、津久井町、藤野町）�

事業実施�
�

事業実施�
�

整備�
�

国道４１２号、国道４１３号�

橋りょうの架替�
�

県道５１０号（御堂橋）､ 県道５２０号（勝瀬橋）�

通学路などの歩道整備や交差点改良�
�

国道４１３号（東原宿交差点）､ 県道４８号、
県道７６号､ 県道５１０号（荒句橋）､ 県道５１３
号（三井大橋歩道橋）､ 県道５２０号(秋川橋)､
名手橋�

橋りょうの補修､防災対策の推進�
�
県道３５号(四日市場上野原)､ 県道７６号(大
羽橋)､ 県道５１１号(太井上依知)�

乗合バス路線維持�

橋りょうの架替　県道520号（勝瀬橋）完成予想図 新小倉橋

各地区の将来像と
地域プロジェクト 環境共生生活都市圏 ■ 津久井地区
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構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
事業実施�

１  河川・土砂災害防止施設などの整備�
（県）�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
２  治山事業の推進�

（県）�

多自然型護岸整備�
�

串川、境川�
�

河川環境整備�
�

道志川�
�

砂防施設整備�
�

柏木沢ほか６箇所�
�

急傾斜地崩壊防止施設の整備�
�

与瀬ほか３箇所�
�

治山工事�
�

相模湖地域、道志川地域、串川・鳥屋地域�

②自然災害に強い治山治水対策などの推進
地域住民の安全・安心の確保のため、自然災害に強い治山治水対策などを推進します。

境川多自然型護岸整備 間伐材を使った谷止工（串川地域）

津久井
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Ⅰ　安心してくらせる福祉・医療の基盤整備 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １３７～１４２ページ

津　久　井　地　区　で　展　開　さ　れ　る　主　な　取　組　み
「神奈川力構想・プロジェクト５１」の実施計画に記載されている「主な施策・事業」及び「まちづくり事業」のうち、津

久井地区で展開される主なものを紹介します。

【主な施策】 【取り組む内容】

０１　地域医療の機能別整備 ・地域の中核的病院の整備
１８　地域における福祉コミュニティづくりの促進 ・市町村社会福祉協議会への支援
３３　福祉のまちづくりの推進 ・都市公園のバリアフリー化の推進

Ⅱ　県民の安全・安心の確保 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １４３～１４９ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

３５　安全で安心な食の確保 ・養殖業に対する防疫と安全の指導
４２　緊急輸送路などの整備 ・緊急輸送路となる橋りょうの整備（県道７６号(山北藤野)大羽橋の耐震対策）
４６　治水対策の推進 ・都市河川の整備（串川、境川の多自然型護岸整備、道志

川の河川環境整備）
４８　土砂災害防止施設などの整備 ・砂防施設の整備（韮尾根沢、大久保沢）

・急傾斜地崩壊防止施設の整備（与瀬地区）
・落石などの危険箇所の整備（県道３５号（四日市場上野原））

５０　安全防災を支える農林水産業の推進 ・治山事業の推進（青根）
５１　災害時情報収集・伝達体制の充実 ・城山ダム放流警報設備の整備
７２　交通安全施設などの整備 ・県道７６号（山北藤野）の歩道整備、県道５１３号（鳥屋川尻）

三井大橋、国道４１３号の交差点改良

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

０２　救急医療体制の強化
０７　保健・医療・福祉現任者教育の充実と専門性の向上
０９　8020運動（歯科保健）の推進
１１　難治性疾患対策の充実
１３　エイズに関する教育、普及・啓発活動の充実と民間活動への支援
２０　権利擁護の推進
２２　介護保険施設などの着実な整備
２４　高齢者の社会参画活動への支援
２６　身体・知的障害者の日常生活への支援の充実
２８　障害特性を踏まえた民間障害福祉施設などの整備・充実

０５　保健・医療・福祉人材の養成・確保
０８　生活習慣病対策の推進
１０　母子保健の推進
１２　感染症対策の充実
１４　エイズに関する相談・検査及び医療体制の充実
２１　介護保険制度の定着と適切なサービスの提供
２３　高齢者の介護予防などの取組みの充実
２５　身体・知的障害者の支援費制度に基づく福祉サービスの充実
２７　身体・知的障害者の就労・社会参加の促進
３１　精神障害者福祉の充実

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

３６　浴場のレジオネラ症発生防止対策の推進
５２　市町村地震防災対策への総合的支援
６３　身近な犯罪の予防・検挙活動の推進
７３　効果的な交通指導取締りの推進

３８　消費者被害などの未然防止と救済
５３　災害時広域応援体制の強化
７０　生涯にわたる交通安全教育の推進
７８　警察施設・装備の整備

各地区の将来像と
地域プロジェクト 環境共生生活都市圏 ■ 津久井地区
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Ⅲ　未来を担う人づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５０～１５４ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１０１　養護学校の整備による学習機会の確保 ・通学に長時間を要する津久井地域における県立養護学校の新設

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

０８２　子育てを支える地域社会の基盤の充実
０８４　多様な保育サービスの拡充
０８６　児童養護施設などにおける専門的ケアの充実
０９４　学校と地域社会との交流の活性化
０９８　快適な教育環境の整備
１０６　青少年問題への総合的取組みの推進
１０９　教育相談の充実
１１１　青少年の多様な体験活動の促進

０８３　保育所などの整備・拡充の促進
０８５　児童虐待の防止に向けた取組みの促進
０９０　不登校・ひきこもり、いじめ・暴力行為などへの対応
０９５　新しいタイプの高校の設置拡大
０９９　県立学校などの防災対策の推進
１０７　青少年を取り巻く社会環境の健全化の推進
１１０　家庭、地域の教育機能の充実

Ⅳ　産業振興による地域経済の活性化 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５５～１６０ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１３１　地域の特性を生かした産業の振興 ・県央北地域産業振興協議会を核とした地域からの産業振
興（創業応援キャラバン、創業者育成塾、インキュベー
ト施設整備の促進、大学技術の企業への紹介等）

１４０　地産地消による農林水産業の振興 ・中高年ホームファーマーの育成
１４１　資源の有効活用による農林水産業の振興 ・計画的な間伐にかかる協定の締結及び間伐材の集材・搬出の支援

・私有林の森林整備への支援
１４４　森林づくりを支える基盤の整備と森林の保全 ・林道の計画的な整備（神の川林道等）
１４７　地域に即した生産の振興 ・アユの種苗放流とワカサギ卵の確保などによる内水面漁業の振興

・茶の生産振興による傾斜地農業の活性化
１５１　多様な生物が生息する水辺環境の保全と創造 ・カワウやブラックバスなどによる在来魚への食害防止などの技術開発

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１２０　ベンチャー企業の創出・育成
１２２　企業誘致の促進
１２６　ものづくり高度化への支援
１３０　まちのにぎわいを創出する産業の振興
１４２　地域における農政の総合推進
１５０　農地の持つ多面的機能の発揮

１２１　新規成長分野の産業振興
１２５　産学公連携による事業化・商品化への支援
１２９　経営革新への支援
１３２　コミュニティビジネスの創出促進
１４６　農林水産業の経営基盤の強化
１５２　環境にやさしい農業の推進

津久井
地区



70

Ⅴ　地域からの環境の保全と創造 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６１～１６４ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１６０　新エネルギー導入の推進 ・木質バイオマスエネルギーなどの活用
１６７　協働による環境保全活動の実践の推進 ・桂川・相模川流域環境保全行動の推進
１７４　県民との協働による水源の森林づくり ・水源地域の私有林の公的管理・支援の推進
１７５　丹沢大山などの自然環境の保全としくみづくり ・丹沢大山総合調査の実施

・自然環境管理システムに基づいた新しい丹沢大山保全計画の策定
・ニホンジカなどの保護管理の推進
・ブナ林・林床植生の保全
・オーバーユース対策の推進
・丹沢大山地域などにおける鳥獣保護区の指定、被害対策
にかかる市町村への支援

１７６　都市と里山のみどりの保全と活用 ・県民主体による里山保全の計画づくりの推進
・農家や地域住民などによる里山の保全活動への支援

１７７　自然とのふれあいと県民と一体となった森林の ・自然公園の整備と活用（丹沢大山国定公園、県立丹沢大山自然公園）
保全 ・宮ヶ瀬湖周辺園地の整備

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１５６　廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進
１５８　地球温暖化対策の推進
１６４　環境にやさしいライフスタイルの促進
１６６　参加と協働による環境保全のためのしくみづくり
１７０　水環境保全対策の推進

１５７　不法投棄の防止対策の推進
１６２　総合的な環境教育の推進
１６５　事業者・消費者としての県の環境配慮への率先的取組み
１６９　環境に配慮した土地利用の推進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１８３　文化財の保存と活用
１８６　学習内容の深化と成果を活用する場づくり
１９２　スポーツ活動の多様な場づくり
１９４　ボランタリー活動支援の推進
２００　家庭と仕事などの両立支援
２０３　地球市民意識の醸成と多文化理解の推進
２０５　世界の地域との交流の推進
２０７　環境分野における人、技術、情報の国際交流の推進
２０９　外国籍県民がくらしやすい環境づくり
２１１　県民の国際活動との協働・連携の促進

１８５　県立社会教育施設などの生涯学習機能の活用
１９０　スポーツ活動を支えるしくみづくり
１９３　ＮＰＯなどとの協働・連携による公的サービスの推進
１９５　ＮＰＯなどに関する情報提供・相談体制の充実
２０１　異性に対する暴力の根絶と人権の尊重
２０４　非核・平和意識の普及
２０６　アジア地域などへの国際協力の推進
２０８　外国籍県民とともに生きるしくみづくり
２１０　県民の国際活動の支援
２１５　県政への県民参加の充実

Ⅵ　心豊かなくらしと共生社会の実現 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６５～１７０ページ

各地区の将来像と
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Ⅶ　個性あふれる地域づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １７１～１７５ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

２２１　上流と下流の住民で支える水源地域づくり ・水源地域交流の里づくり
・水源地域上下流間交流の促進
・水源地域が整備する交流促進施設、情報提供施設の整備への支援

２２３　相模連携軸整備の推進 ・自動車専用道路の整備
２３５　自動車専用道路網の整備 ・さがみ縦貫道路
２３６　インターチェンジ接続道路の整備 ・津久井広域道路
２３７　交流幹線道路網の整備 ・国道４１２号、国道４１３号
２３８　地域分断・交通のボトルネックの解消 ・橋りょうの架替（県道５１０号（長竹川尻）御堂橋、県

道５２０号（吉野上野原停車場）勝瀬橋）
２４８　水源地域の水環境の保全 ・ダム湖上流の砂防施設の整備（柏木沢、大久保沢、青山川）

・ダム貯水池保全対策の強化（沼本地区の植物浄化施設の整備）
２５２　都市公園などの整備 ・県立都市公園などの整備（津久井湖城山公園）
２５３　うるおいのあるみち空間の形成 ・段差のない歩道の整備（県道４８号（鍛冶谷相模原））

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

２３２　公共交通整備の総合的な推進
２４４　安全・安心に配慮した住まいづくり
２５４　都市景観の保全と創造

２４３　良質な都市型住宅の供給と住環境の整備
２４９　下水道整備の推進
２５６　環境への負荷を軽減するまちづくり

津久井
地区
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■　地域の将来像

Ⅴ 県 央 地 区

うるおいと活力にあふれる
快適環境都市圏・県央

豊かな自然、安全なくらしと多様な産業が調和した
質の高い都市圏・県央をめざして

１　地域の課題

地区の数値データ（指標）県央地区は、山、湖、川などの多様な自然環境と
都市化の進んだ区域の均衡がとれた地域として、ま
た、東名高速道路などの幹線道路や様々な鉄道路線
が集中する交通の要衝の地として発展してきました。
しかし、近年では、貴重な自然の喪失、犯罪の多発
や交通渋滞の深刻化といった問題が生じているとと
もに、事業所数の減少傾向にみられるように地域活
力の低下も顕在化してきており、こうした課題を解
決することが必要になっています。

基礎データ

・総人口 １,４４０,８１８人（１６.６％）

・総面積　 ３８３.２２k㎡（１５.９％）

(１) 良質な生活環境の確保
住みやすい生活環境を創造し､豊かな自然を次

の世代に引き継いでいくために､自然環境の保全
や、身近に自然とふれあえる工夫をこらしたまち
づくりが求められています。さらに、山間部や河
川周辺などで不法投棄が多発しており、自然環境
や生活環境への影響が懸念されることから、不法
投棄を未然に防止することが課題となっていま
す。

（２）くらしの安全と利便性の向上
ひったくり、空き巣など身近な犯罪が多発して

おり、くらしの安全が脅かされようとしているこ
とから、安心してくらせるまちづくりが求められ
ています。また、著しい交通量に都市基盤整備が
追いつかず、市街地の交通渋滞は深刻な状態が続
くとともに、交通事故が多発しており、生活の安
全と利便性が損なわれていることが重大な問題と
なっています。さらに、米軍基地の存在がまちづ
くりそのものに障害を与えているとともに、住民
生活に騒音や事故の不安など多くの障害や危険を
もたらしており、こうした問題を取り除くことが
課題となっています。

（３）新たな地域活力の創造
工業について事業所数や従業者数の減少傾向が

みられるとともに、空き店舗の増加により地域コ
ミュニティとして重要な機能を持つ商店街の働き
が沈滞化するなど、地域経済の活力が低下してい
ることから、その活性化が強く求められています。
また、地域の資源を活用した観光振興や水源地域
の振興が大きな課題となっています。

○不法投棄箇所数�
（単位：箇所）�

（「廃棄物対策課調べ」（毎年度末の市町村との合同パ�
トロールなどで確認した不法投棄箇所数）より作成）�

２０００�

９５２（４１.６%）�

２００１�

１,３２０（５７.３%）�

２００２�

１,３９９（５８.０%）�

○人口１万人あたりの刑法犯認知件数�
（暦年）（単位：件）�

�
 (「神奈川県警察本部調べ」より作成）�

２００１�

２６４.２〔２０９.５〕�

２００２�

２７１.８〔２２０.１〕�

２００３�

２６４.８〔２１４.２〕�

○人口１万人あたりの交通事故発生件数�
（暦年）（単位：件）�

�
 (「神奈川県警察本部調べ」より作成）�

２００１�

９２.２〔８０.６〕�

２００２�

９２．３〔７８．３〕�

２００３�

８８．７〔７５．１〕�

○工業事業所数�
（単位：事業所）�

２００３は速報値�
(「神奈川県工業統計調査結果報告」より作成）�

１９９９�

３，２８６（２３．７％）�

２００１�

３，０６７（２４．３％）�

２００３�

２，８７６（２４．３％） 

○商業事業所数�
（単位：店）�

(「神奈川県商業統計調査結果報告」より作成）�

１９９４�

１３，３９０（１５．７％）�

１９９７�

１２，７０６（１５．７％）�

２００２�

１２，３９２（１６．２％）�

※ 〔　〕内は全県�

※ 〔　〕内は全県�

※（ ）内は全県に占める割合

各地区の将来像と
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２　地域の将来ビジョン

３　地域構想図　

自然環境の保全と活用、安心してくらせるまちづくり、新しい産業の創出や既存産業の活性化などに取
り組むことにより、うるおいと活力にあふれる快適環境都市圏・県央の実現をめざします。

（１）自然と共生するうるおいのあるまちづくり
山、湖、川などの多様な自然環境の保全を図るとともに、それらの自然に親しむ施設の整備などを進

めます。また、不法投棄を未然に防止するための普及啓発活動や監視体制の強化など、不法投棄を許さ
ない地域環境づくりの取組みを進め、良好な生活環境を確保して、自然と共生するうるおいのあるまち
づくりをめざします。

（２）安心して快適にくらせるまちづくり
警察のパトロールや検挙活動などの強化と地域住民やＮＰＯなどによる自主防犯活動の活発化によ

り、地域における犯罪抑止機能を高め、犯罪の防止を図ります。また、道路網の整備などを進め、交通
渋滞を緩和するとともに交通事故をなくすことにより生活の安全と利便性の向上を図り、安心して快適
にくらせるまちづくりをめざします。さらに、米軍基地の返還の促進などを図るため、基地に起因する
様々な問題に取り組みます。

（３）産業の創出・活性化と地域振興によるまちづくり
さがみ縦貫道路などの骨格的な道路網整備やＪＲ相模線の複線化、市街地整備などの促進を図り、あ

わせて新たな交通手段についての調査検討を行うとともに、地域間交流の活発化や産学公の連携推進な
どによる新しい産業の創出、既存産業の活性化を図ります。また、魅力ある商店街や商業地域の整備に
より地域のにぎわいを生み出すとともに、地域の多様な資源を生かした観光振興や地産地消による地域
振興、水源環境の保全と調和した水源地域の振興を図り、活力あるまちづくりをめざします。
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▲�
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■　地域プロジェクト

１ 自然と共生するうるおいのあるまちづくり

①美しい山、湖、川の保全
豊かな自然を次の世代に引き継いでいくために、自然環境を守り、育てる取組みを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・支援�
�

事業実施�

事業支援�
�
事業実施�
�

事業支援�

事業実施�
�
�
�
�
�

事業実施�

�
事業支援�

事業支援�
�
�

�

事業支援�
�
事業実施�

事業支援�

１  宮ヶ瀬湖周辺水源の森林づくりの推進�
（県、市町村）�

２  里山づくりの推進�

・  七沢地区里山づくり�
 （県、厚木市）�

�

・  八菅山・尾山地区里山づくり�
（県、愛川町）�

�

３  自然環境保全センターの整備�
（県）�

�
�
�
４  自然豊かで安全な水辺づくりの推進�

・  災害を防ぎ自然環境に配慮する河川空間の整備�
 （県）�

�
・  ふるさとの川整備事業の推進�

（相模原市）�

・  (仮称)中津川リージョン・パーク計画の推進�
 （厚木市）�

�

�
�
・  中津川リバーリフレッシュ構想の推進�

（愛川町）�

５  豊かな自然と共存するための災害防止施設整備の推進�
 （県）�

６  祖師谷緑地の保全�
 （綾瀬市）�

水源林の確保、整備�

推進体制の整備等�

保全活動の実践等�

推進体制の整備等�

保全活動の実践等�

基本計画�

調査設計�

基本設計・実施設計�

護岸などの整備�

道保川の整備�

環境調査�

実施設計�

整備�

関係機関協議・計画策定�

土砂災害防止施設などの整備�

緑地保全�

相模川、中津川、鳩川、引地川、境川、永池川、蓼川等�

ふるさとの川整備

各地区の将来像と
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構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
�
�
�
�
�
�
事業実施�
�

事業支援�
�
事業実施�
�

事業支援�
�

事業支援�
�
�
�

事業支援�
�
�
�

事業支援�
�

事業実施�

１  拠点となる公園の整備�

・  相模三川公園 �
�

（県）�

・  あいかわ公園 �

・  相模原公園(フィッシングパーク跡地)�
 （県）�

・  相模原麻溝公園 �
 （相模原市）�

・  （仮称）大野中地区公園�
（相模原市）�

�
�
・  引地川公園ゆとりの森及び （仮称）稲荷山運動公園 �

（大和市、綾瀬市）�
�
�
・  芹沢公園�

（座間市）�

２  さがみグリーンラインの整備 �
（県）�

調査・検討�

実施設計�

施設整備�

工芸工房村などの整備�

（仮称）郷土資料館の整備�

施設整備�

陸上競技場の整備�

計画策定�

施設整備�

計画策定�

施設整備�

用地取得�

用地取得�

厚 木 市 側�

海老名市側�

（県）�

 （愛川町）�

②人と自然にやさしいまちづくり
公園や緑道の整備など、身近に自然とふれあえるまちづくりを進めます。

相模三川公園

県央地区
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③不法投棄の防止対策の推進
自然環境や生活環境を良好に保つために、多発している山間部や河川周辺などの不法投棄の防止対策を

推進します。

2 安心して快適にくらせるまちづくり

①身近な犯罪に対する防犯活動の推進
くらしの安全の向上を図るために、身近な犯罪に対する防犯活動を推進します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・支援�
　・連携�

事業実施�
　・支援�
　・連携�

１  不法投棄未然防止対策の推進�
（県、市町村、民間）�

�
２  不法投棄原状回復の推進�

（県、市町村、民間）�

廃棄物監視パトロールなどの実施�
�
�

不法投棄物の早期撤去�

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
�

事業実施�
�

事業実施�
�

事業連携�
�

事業支援�

１  警察の取組みの強化�
（県）�

２  地域安全情報の積極的な提供�
（県）�

３  防犯設備の整備�
（県）�

４  ＮＰＯとの連携による自主防犯活動の推進�
（大和市、民間）�

５  地域防犯対策の推進�
（市町村、民間）�

パトロールなどの強化�

情報の提供�

スーパー防犯灯の設置�

自主防犯活動の推進�

防犯モデル地区の指定、自主防犯活動の推進等�

明るい街づくりの会（大和市上和田地区）などと日本ガ
ーディアン・エンジェルス大和支部によるパトロール

座間市入谷地区住民による「愛のひと声運動」

民との協働

NPOとの連携による自主防犯活動の推進
大和市内では、地域の防犯活動に取り組むNPOが、独自に、あるいは、自治会などと連携

して、防犯パトロールや啓発活動などを行っています。
県では、このような自治会やNPOなど多様な主体による地域防犯の取組みを支援していき

ます。

各地区の将来像と
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②安全で円滑な交通環境の確立
交通渋滞を緩和するとともに交通事故をなくすことにより生活の安全と利便性の向上を図るため、道路

網の整備や交通安全対策などを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
�
�
�
�
事業実施�
�
�
�
事業実施�
�
�
�
�
事業実施�
�

事業実施�
�
�
�
事業実施�
　・連携�

事業支援�

１  日常生活を支える道路網の整備�
（県）�

�

�
２  道路施設の適正な維持管理�

（県）�

�
３  交通安全施設などの整備�

（県）�

�
４  効果的な交通指導取締りの推進�

（県）�

５  交通安全教育の推進�
（県）�

６  交通需要マネジメント＊1の推進�

・  カーシェアリング＊2の推進�
（県、民間）�

・  ＴＤＭ施策の推進�
（相模原市）�

整備�
�

�

�
維持管理�

�
�
�

歩道の整備等�
�
�
�
�

効果的な交通指導取締り�
�

交通安全教室の開催等�
�
�
�

カーシェアリングの普及・啓発�
�

施策抽出�
�

社会実験�
�

検証�

県道４２号（藤沢座間厚木）、県道４５号（丸子中山茅ヶ崎）、�
（都）寺尾上土棚線、（都）相模原二ツ塚線等�

国道１２９号、県道４０号（横浜厚木）等�

国道４６７号、県道４６号（相模原茅ヶ崎）、�
県道６０号（厚木清川）、県道６３号（相模原大磯）等�

③米軍基地問題に対する取組みの推進
相模総合補給廠、厚木基地、キャンプ座間などの米軍基地の整理、縮小及び返還を促進するとともに、

基地返還までの当面の対策として、周辺住民の良好な生活環境の確保を図るため、基地に起因する様々な
問題に取り組みます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
　・連携�

事業実施�
�

事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・連携�

１  関係自治体との連携による基地の整理、縮小及び返還の促進�
（県、市）�

２  米軍基地の跡地利用計画の策定支援�
（県）�

３  厚木基地周辺における航空機騒音の解消�
（県、市）�

４  基地周辺住民の安全と福祉の向上�
（県、市）�

積極的な要請活動の展開�

地元市の計画策定への支援�

具体的な方策の検討等�

県央地区渉外連絡委員会の開催等�

＊1 交通需要マネジメント…ＴＤＭ：Transportation Demand Management。車を利用している人に対して、公共交通機関への利用の転換や、
あるいは行動パターンを変更することにより、都市や地域の交通混雑を緩和する施策をいいます。

＊2 カーシェアリング…交通需要マネジメント手法の１つで、１台の自動車を複数の会員が共同利用する自動車の新しい利用形態をいいます。

県央地区
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3 産業の創出・活性化と地域振興によるまちづくり

①多様な交流を支える道路網や公共交通網の整備
地域間交流を活発化し、多様な交流を生かした産業の新たな展開を図るために、道路網や公共交通網の

整備などを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�
　・連携�

事業実施�
�
�
�
�
�

事業実施�
　・連携�

�
�
事業実施�
　・連携�

事業支援�
�

事業支援�
�
�
�

事業実施�
　・連携�

１  交流連携を支えるさがみ縦貫道路などの道路網の整備 �

・  自動車専用道路網の整備�
（国、道路公団）�

・  インターチェンジ接続道路の整備�
（県）�

�
�
２  ＪＲ相模線複線化の促進�

・  相模線複線化に向けた取組みの推進�
（県、市町、民間）�

�

・  相模線沿線地域活性化の促進�
（県、市町、民間）�

３  南橋本駅の整備 �
（相模原市）�

４  綾瀬インターチェンジ具現化の促進 �
（綾瀬市）�

�
�
５  新たな交通手段についての調査検討�

（県、市、民間）�

整備�
�

整備�

�
�
�

要望・広報活動、調査�
�

要望・広報活動、事業化に向けた協議等�
�

PR、イベント事業の実施�

�
東西自由通路などの整備�

�

調査検討� ��
事業化に向けた調整、地域との合意形成�

�

調査検討�

津久井広域道路、県道５２号（相模原町田）、�
（都）下今泉門沢橋線河原口立体、�
（都）河原口中新田線中新田立体等�

②地域に根ざした新しい産業の創出と振興
新産業創出の環境整備を進めるとともに、まちのにぎわい創出や、地域の多様な資源を生かした観光振

興、地産地消＊１による地域振興、水源地域の振興を図ります。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・支援�
　・連携�

１  産学公連携と新技術開発の推進�
 （県、民間）�

２  新規成長分野の産業振興支援�
（県、市町村、民間）�

３  まちのにぎわいを創出する商業の振興�
�

（県、市町村、民間）�

産業技術総合研究所＊２などによる共同研究�

フォーラムやセミナーなどによる創業・新事業展開への支援�

中心市街地活性化事業の推進�

施工中のさがみ縦貫道路海老名北ジャンクション（仮称）
（東名高速道路を跨ぐさがみ縦貫道路本線を前方に望む）

＊１ 地産地消…地元でとれた新鮮で安全な農林水産物を地元で消費すること。食に対する安全・安心志向の高まりを背景に、消費者と生産者
の相互理解を深める取組みとして期待されています。

＊２ 産業技術総合研究所…中小企業に対しさまざまな技術支援を行う県の試験研究機関。県内の工業技術振興の中枢的役割を担っており、企
業の研究開発支援をはじめ、産学公連携を進める共同研究や交流の場を提供しています。特に、東西交流・南北交
流の結節点である県央地区に立地していることから、この地区においてより積極的な取組みをしています。

各地区の将来像と
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構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・支援�
�
�
事業実施�
　・支援�

事業実施�
　・支援�

事業支援�
�

事業支援�

４  地域特性を生かした観光の振興 �
 （県、市町村、民間）�

５  地産地消による農林業の振興 �
 （県、市町村、民間）�

６  水源地域の振興�

・  水源地域交流の里づくりの推進�
（県、愛川町、清川村、民間）�

・  水源地域上下流間交流の促進�
（県、愛川町、清川村、民間）�

・  交流基盤の整備�
（愛川町、清川村）�

７  相模原市新都市農業の推進�
（相模原市、民間）�

調査・検討・展開�

中高年ホームファーマー＊１の育成、直売施設などの整備�

情報提供・各種イベントの実施�

交流事業の実施�

交流促進施設などの計画�

拠点整備等�

③既存産業の活性化と集積促進
技術の高度化と競争力の強化により産業を活性化するとともに、企業誘致と交流拠点の整備を進め、産

業の集積を促進します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
�

事業実施�
�
�
�

事業実施�
　・連携�
�
�
事業支援�
�

事業支援�
�

事業支援�
�
�
�

事業支援�
�

事業支援�
�

事業支援�
�

事業支援�
�

事業支援�
�
�
�

事業支援�

１  ものづくり高度化への支援�
（県）�

２  中小企業の経営革新への支援�
（県）�

�

３  工場跡地などへの企業誘致の促進�
（県、市町村）�

４  交流拠点整備の推進�

・  小田急相模原駅周辺地区の整備�
 （相模原市、座間市、民間）�

・  橋本駅周辺地域の整備�
（相模原市、民間）�

・  本厚木駅周辺地域の整備�
（厚木市、民間）�

�

・  大和駅周辺地区の整備�
 （大和市、民間）�

・  高座渋谷駅周辺地区の整備�
（大和市）�

・  海老名駅周辺地域の整備 �
 （海老名市、民間）�

・  綾瀬タウンセンター計画の推進�
 （綾瀬市）�

・  愛川町庁舎周辺核づくりの推進 �
（愛川町）�

�
�

・  清川村中心地区の整備 �
（清川村）�

産業技術総合研究所による技術支援�
�

技術・経営が一体となった支援の検討・試行�
�

支援�
�

企業誘致�
�
�
�

市街地再開発事業等�
�

民間開発などへの支援�
�

地域再生マネージャーの活用�
�

市街地再開発事業�
�

市街地再開発事業等�
�

土地区画整理事業�
�

市街地開発事業等�
�

土地区画整理事業�
�

消防庁舎建設�
�

公共施設集中化検討�
�

地域福祉活動拠点整備�
�

公共施設集中化�

＊１ 中高年ホームファーマー…中高年ホームファーマー事業とは、主として耕作されなくなった農地を県が農家から借り受け、借りた農地を
耕作できる状態にし、中高年の方などに耕作していただくもので、県民の皆さんに健康と生きがいの場を提供
し、併せて耕作放棄地を防止し農地の保全を図るものです。

県央地区
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Ⅰ　安心してくらせる福祉・医療の基盤整備 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １３７～１４２ページ

県　央　地　区　で　展　開　さ　れ　る　主　な　取　組　み　
「神奈川力構想・プロジェクト５１」の実施計画に記載されている「主な施策・事業」及び「まちづくり事業」のうち、県

央地区で展開される主なものを紹介します。

【主な施策】 【取り組む内容】

０１　地域医療の機能別整備 ・病院・診療所などの連携の促進
１８　地域における福祉コミュニティづくりの促進 ・市町村社会福祉協議会への支援
３３　福祉のまちづくりの推進 ・都市公園のバリアフリー化の推進

Ⅱ　県民の安全・安心の確保 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １４３～１４９ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

３５　安全で安心な食の確保 * ・BSEなど食肉の検査
・養殖業に対する防疫と安全の指導

４２　緊急輸送路などの整備 ・緊急輸送路となる道路の整備（県道４６号（相模原茅ヶ崎）の道路法面の防災対策）
４６　治水対策の推進 ・都市河川重点整備「かながわSafetyリバー５０」（永池川、蓼川、

引地川、鳩川、中津川の護岸整備、境川の多自然型護岸整備）
・大河川の整備（相模川の多自然型護岸整備）

４８　土砂災害防止施設などの整備 ・地すべり防止施設の整備（田代）
・急傾斜地崩壊防止施設の整備（日向地区、戸室Ａ地区）
・落石などの危険箇所の整備（県道７０号（秦野清川））

５０　安全防災を支える農林水産業の推進 ・災害を未然に防止する農業施設づくり（煤ヶ谷地区、尾山地区、
杉久保・本郷地区、万年堰地区の取水堰）

・治山事業の推進（宮ヶ瀬）
５１　災害時情報収集・伝達体制の充実 ・城山ダム放流警報設備の整備
５３　災害時広域応援体制の強化 ・災害時における在日米軍との相互協力の推進
６３　身近な犯罪の予防・検挙活動の推進 ・検挙活動の強化、地域安全情報の積極的な提供

・スーパー防犯灯の設置
７２　交通安全施設などの整備 ・県道６３号（相模原大磯）の歩道整備
７８　警察施設・装備の整備 ・相模原北部地区警察署（仮称）の新設
８０　基地の整理・縮小及び返還の促進 ・関係自治体との連携による基地の整理、縮小及び返還に

対する積極的な要請活動の展開
・米軍基地の跡地利用計画の策定支援

８１　基地周辺住民の安全、福祉の確立と良好な ・厚木基地周辺における米空母艦載機による航空機騒音の解消
生活環境の確保 ・県央地区渉外連絡委員会の開催などによる基地周辺住民の安全と福祉の向上

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
０２　救急医療体制の強化 *
０７　保健・医療・福祉現任者教育の充実と専門性の向上
０９　8020運動（歯科保健）の推進 *
１１　難治性疾患対策の充実 *
１３　エイズに関する教育、普及・啓発活動の充実と民間活動への支援 *
２０　権利擁護の推進 *
２２　介護保険施設などの着実な整備 *
２４　高齢者の社会参画活動への支援 *
２６　身体・知的障害者の日常生活への支援の充実 *
２８　障害特性を踏まえた民間障害福祉施設などの整備・充実*

０５　保健・医療・福祉人材の養成・確保
０８　生活習慣病対策の推進 *
１０　母子保健の推進 *
１２　感染症対策の充実 *
１４　エイズに関する相談・検査及び医療体制の充実 *
２１　介護保険制度の定着と適切なサービスの提供
２３　高齢者の介護予防などの取組みの充実 *
２５　身体・知的障害者の支援費制度に基づく福祉サービスの充実 *
２７　身体・知的障害者の就労・社会参加の促進 *
３１　精神障害者福祉の充実 *

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

３６　浴場のレジオネラ症発生防止対策の推進 *
５２　市町村地震防災対策への総合的支援
７３　効果的な交通指導取締りの推進

３８　消費者被害などの未然防止と救済
７０　生涯にわたる交通安全教育の推進

各地区の将来像と
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＊がついている主な施策については、中核市が事業主体となる事業を含んでいます。
これらについては、県民に身近な、地域における保健・医療・福祉などに対する市の取組みを支援するとともに、進む

少子・高齢化への対応などについて広域的な観点から県の役割に応じた取組みを進めます。

Ⅲ　未来を担う人づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５０～１５４ページ

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
０８２　子育てを支える地域社会の基盤の充実 *
０８４　多様な保育サービスの拡充 *
０８６　児童養護施設などにおける専門的ケアの充実
０９４　学校と地域社会との交流の活性化
０９８　快適な教育環境の整備
１０６　青少年問題への総合的取組みの推進
１０９　教育相談の充実
１１１　青少年の多様な体験活動の促進

０８３　保育所などの整備・拡充の促進 *
０８５　児童虐待の防止に向けた取組みの促進
０９０　不登校・ひきこもり、いじめ・暴力行為などへの対応
０９５　新しいタイプの高校の設置拡大
０９９　県立学校などの防災対策の推進
１０７　青少年を取り巻く社会環境の健全化の推進
１１０　家庭、地域の教育機能の充実

Ⅳ　産業振興による地域経済の活性化 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５５～１６０ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１２５　産学公連携による事業化・商品化への支援 ・産業技術総合研究所などによる共同研究
１２６　ものづくり高度化への支援 ・産業技術総合研究所による技術支援
１３１　地域の特性を生かした産業の振興 ・県央北地域産業振興協議会を核とした地域からの産業振

興（創業応援キャラバン、創業者育成塾、インキュベー
ト施設整備の促進、大学技術の企業への紹介等）

・業種別組合などが行う新商品開発、販路開拓などの事業
に対する支援

１３３　かながわツーリズムの推進 ・丹沢大山地域をモデル地区とした観光魅力づくりの推進
１４０　地産地消による農林水産業の振興 ・食肉センター整備の支援

・中高年ホームファーマーの育成
・大型直売センターの整備に対する支援

１４１　資源の有効活用による農林水産業の振興 ・計画的な間伐にかかる協定の締結及び間伐材の集材・搬
出の支援

・私有林の森林整備への支援
１４２　地域における農政の総合推進 ・集落の道路整備への支援
１４３　環境に配慮した農業生産基盤の確保と整備 ・農村総合整備（半原地区）、山村振興対策（煤ヶ谷・宮ヶ

瀬地区）
・ほ場の整備の推進（新戸地区）
・用排水路の整備（相模川右岸地区、相模川左岸地区）

１４４　森林づくりを支える基盤の整備と森林の保全 ・林道の計画的な整備（半原中央林道等）
１４７　地域に即した生産の振興 ・アユの種苗放流とワカサギ卵の確保などによる内水面漁

業の振興
・茶の生産振興による傾斜地農業の活性化

１５１　多様な生物が生息する水辺環境の保全と創造 ・カワウやブラックバスなどによる在来魚への食害防止な
どの技術開発

・農業用水施設への魚道整備（相模川小沢頭首工）
１５５　都市と交流するふれあい農林業の展開 ・うるおい施設の整備（望地地区）

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１２０　ベンチャー企業の創出・育成
１２２　企業誘致の促進
１３０　まちのにぎわいを創出する産業の振興
１４６　農林水産業の経営基盤の強化
１５２　環境にやさしい農業の推進

１２１　新規成長分野の産業振興
１２９　経営革新への支援
１３２　コミュニティビジネスの創出促進
１５０　農地の持つ多面的機能の発揮

県央地区
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Ⅴ　地域からの環境の保全と創造 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６１～１６４ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１６７　協働による環境保全活動の実践の推進 ・桂川・相模川流域環境保全行動の推進
１７４　県民との協働による水源の森林づくり ・水源地域の私有林の公的管理・支援の推進
１７５　丹沢大山などの自然環境の保全としくみづくり ・丹沢大山総合調査の実施

・自然環境管理システムに基づいた新しい丹沢大山保全計
画の策定

・自然環境保全センターの施設整備
・ニホンジカなどの保護管理の推進
・ブナ林・林床植生の保全
・オーバーユース対策の推進
・丹沢大山地域などにおける鳥獣保護区の指定、被害対策
にかかる市町村への支援

１７６　都市と里山のみどりの保全と活用 ・県民主体による里山保全の計画づくりの推進
１７７　自然とのふれあいと県民と一体となった森林の保全 ・自然公園の整備と活用（丹沢大山国定公園、県立丹沢大

山自然公園）
・宮ヶ瀬湖周辺園地の整備

【主な施策】 【取り組む内容】

２０９　外国籍県民がくらしやすい環境づくり ・外国籍児童・生徒への教育の充実

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１５６　廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進

１５８　地球温暖化対策の推進

１６２　総合的な環境教育の推進

１６５　事業者・消費者としての県の環境配慮への率先的取組み

１６９　環境に配慮した土地利用の推進

１５７　不法投棄の防止対策の推進

１６０　新エネルギー導入の推進

１６４　環境にやさしいライフスタイルの促進

１６６　参加と協働による環境保全のためのしくみづくり

１７０　水環境保全対策の推進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１８３　文化財の保存と活用

１８６　学習内容の深化と成果を活用する場づくり

１９２　スポーツ活動の多様な場づくり

１９４　ボランタリー活動支援の推進

２００　家庭と仕事などの両立支援 *

２０３　地球市民意識の醸成と多文化理解の推進

２０５　世界の地域との交流の推進

２０７　環境分野における人、技術、情報の国際交流の推進

２１０　県民の国際活動の支援

２１５　県政への県民参加の充実

１８５　県立社会教育施設などの生涯学習機能の活用

１９０　スポーツ活動を支えるしくみづくり

１９３　ＮＰＯなどとの協働・連携による公的サービスの推進

１９５　ＮＰＯなどに関する情報提供・相談体制の充実

２０１　異性に対する暴力の根絶と人権の尊重

２０４　非核・平和意識の普及

２０６　アジア地域などへの国際協力の推進

２０８　外国籍県民とともに生きるしくみづくり

２１１　県民の国際活動との協働・連携の促進

Ⅵ　心豊かなくらしと共生社会の実現 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６５～１７０ページ

各地区の将来像と
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Ⅶ　個性あふれる地域づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １７１～１７５ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

２２１　上流と下流の住民で支える水源地域づくり ・水源地域交流の里づくり
・水源地域上下流間交流の促進
・水源地域が整備する交流促進施設、情報提供施設の整備への支援
・宮ヶ瀬湖周辺地域の整備・振興

２２３　相模連携軸整備の推進 ・リニア中央新幹線の建設促進と駅誘致
・環境共生モデル都市ツインシティの整備
・ＪＲ相模線駅周辺のまちづくり
・自動車専用道路の整備

２３１　鉄道網の整備促進 ・ＪＲ相模線複線化の促進
・東海道新幹線新駅の誘致

２３２　公共交通整備の総合的な推進 ・環境共生生活都市圏における新たな交通システムの導入
に向けた調査・検討

２３５　自動車専用道路網の整備 ・さがみ縦貫道路、第二東名高速道路、厚木秦野道路
２３６　インターチェンジ接続道路の整備 ・津久井広域道路、国道１２９号、県道５２号（相模原町田）、

（都）下今泉門沢橋線河原口立体、（都）河原口中新田線中
新田立体

２３７　交流幹線道路網の整備 ・県道２２号（横浜伊勢原）、県道４２号（藤沢座間厚木）、（都）
寺尾上土棚線、（都）相模原二ツ塚線

２３８　地域分断・交通のボトルネックの解消 ・鉄道との立体交差化（（都）寺尾上土棚線深谷立体）
２３９　道路施設の適正な維持管理 ・橋りょうの修繕及び補強（国道１２９号新昭和橋の補修）
２４１　計画的な宅地供給の促進 ・土地区画整理の促進（渋谷南部地区）
２４２　既成市街地の再整備による都市機能の更新 ・市街地再開発の促進（相模大野駅西側地区、小田急相模

原駅北口Ａ地区）
２４４　安全・安心に配慮した住まいづくり * ・高齢者・障害者向け公営住宅の整備、改善の推進（県営

横山団地、県営吾妻団地、県営いちょう下和田団地）
２４５　的確な公的住宅の整備 ・公営住宅の的確な整備（県営横山団地）

・トータルリモデルなどの推進（県営吾妻団地、県営いち
ょう下和田団地）

２４６　良質な住宅ストック形成と活用による住まいづくり ・マンション管理組合ネットワーク構築の促進
２４７　安全で良質な水の安定供給の推進 ・県営水道の充実（水道施設の相互融通化（大和市））
２５２　都市公園などの整備 ・県立都市公園などの整備（あいかわ公園、相模三川公園、

さがみグリーンライン）
２５３　うるおいのあるみち空間の形成 ・幅の広い歩道の整備（国道４６７号）

・電線の地中化（県道４６号（相模原茅ヶ崎））
・段差のない歩道の整備（県道５７号（相模原大蔵町）､県道
６０号（厚木清川））

２５６　環境への負荷を軽減するまちづくり ・環境と共生する都市づくりの誘導とその普及啓発

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

２４３　良質な都市型住宅の供給と住環境の整備
２５４　都市景観の保全と創造

２４９　下水道整備の推進

県央地区
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■　地域の将来像

Ⅵ 湘 南 地 区

地域力がいきづく躍動都市圏・湘南
豊かな自然と歴史・文化、産業が織りなす

活力あふれる湘南をめざして

１　地域の課題

地区の数値データ（指標）湘南地区は、丹沢・大山や相模川、湘南海岸など
の自然環境に恵まれるとともに、農業、商工業、観
光といった多彩な産業の集積もあり、豊かな生活・
文化環境を形成してきた地域ですが、地域内を結ぶ
鉄道や道路網の不足や広域交通へのアクセスの不便
性、大規模事業所の転出などに見られるような地域
経済の活力の低下などの課題を抱えています。

基礎データ

・総人口 １，２５３，２０８人（１４．４％）

・総面積　 ３７１．８６k㎡（１５．４％）

(１) 自然環境の保全と活用
丹沢・大山をはじめとするやまなみや、相模川

などの河川流域、相模湾沿岸などの豊かな自然に
恵まれていますが、こうした良好な自然環境を将
来の世代に引き継げるよう、保全・活用していく
必要があります。

（２）交通ネットワークの整備促進
鉄道や道路網の不足により、地域内の拠点間の

交流に支障をきたしており、また、広域交通とし
ての自動車専用道路にアクセスしにくい地域が生
じているなど、交通ネットワークの整備促進が必
要となっています。

（３）地域経済の活力の向上
製造品出荷額等や農業産出額では、県内でも有

数のシェアを占めている地域ですが、大規模事業
所の転出、中心市街地における空き店舗の増加な
ど地域経済の活力が低下しています。

○道路の混雑度が１.０以上の箇所数（平日）�

１９９４�

５４〔５６.８％〕�

１９９７�

５２〔５３.６％〕�

１９９９�

５３〔５５.２％〕�

○製造品出荷額等（従業者4人以上の事業所）�
（暦年）（単位：億円）�

（単位：箇所）�

２００３は速報値�
 (「神奈川県工業統計調査結果報告」より作成）�

１９９９�

４２,３９６（１９．９％）�

２００１�

４０,６０８（２０．４％）�

２００３�

３７，９０９（２０．２％）�

○入込観光客数�
（暦年）（単位：千人）�

（「神奈川県入込観光客調査報告書」�
（神奈川県観光振興対策協議会）より作成）�

日帰り�

宿　泊�

延　べ�

２００１�

２２,２２７（１６.６%）�

６９０（５.５%）�

２２,９１９（１５.６%）�

２００２�

２１,９３２（１６.１%）�

６３２（４.９%）�

２２,５６４（１５.１%）�

２００３�

２３,６９０（１７.０%）�

５８３（４.５%）�

２４,２７３（１５.９%）�

○小売業の年間商品販売額�
（単位：億円）�

（「神奈川県商業統計調査結果報告」より作成　西暦は調査実施年を示す）�

１９９７�

１３,０２５（１４.７％）�

１９９９�

１２,９１９（１４.３％）�

２００２�

１１,７９１（１３.９％）�

混雑度１.０以上の箇所では、昼間１２時間のうち、混雑する可能性のある時
間帯が１～２時間以上生じ始めると推定されます。�
※〔　〕内は地区内調査箇所数に対する割合�
注） 高速自動車国道を除く�

 （「道路交通センサス」より作成）�

※（ ）内は全県に占める割合
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２　地域の将来ビジョン

３　地域構想図　

湘南地区に広がる豊かな自然環境の保全と活用に努めるとともに、くらしと文化を支える交通ネットワ
ークの形成と拠点整備を進め、環境と共生しながら、少子高齢社会の中で、地域力がいきづく躍動都市
圏・湘南の創造をめざします。

（１）湘南の海、大地、風と共生する都市圏の整備
丹沢・大山のやまなみ、相模川や湘南海岸など湘南の魅力ある自然空間を生かし、それぞれの都市が

個性豊かなまちづくりを進め、持続可能な社会を支える環境と共生する都市圏をめざします。

（２）湘南のくらしと文化を支える交通ネットワークの形成と拠点整備
生活利便性の向上や産業活動を支える基盤となるさがみ縦貫道路をはじめとした交通ネットワークづ

くりを進め、地区全体のバランスある発展をめざすとともに、交流・連携の拠点を整備します。

（３）湘南の地域力を活用した産業の振興
地区内にある多くの試験研究機関や大学を生かした新産業創出の促進や企業誘致、全国的にも有名な

江の島などの観光地を生かした観光客の増加など、湘南が築きあげてきた歴史・文化、産業などの地域
資源（地域力）を生かした地域産業の活性化を図ります。

▲�

相鉄いずみ野線�

江ノ島電鉄�

横浜市営地下鉄線�
1号線�

横浜湘南道路�
整備�

国道246号�
小田急小田原線�

東名高速道路�

小田原厚木道路�

厚木秦野道路�
（国道246号バイパス）整備�

国道134号�国道134号�

国道1号�

湘南港みなと�
まちづくりの推進�
湘南港みなと�
まちづくり推進�

湘南海岸公園整備�

連節バス導入による�
公共交通網強化�

観光案内施設整備�

JR相模線�
複線化の促進�

さがみ縦貫道路整備�

東海道新幹線�
新駅誘致地区�相模川多自然型護岸整備�
有機質資源再生�
センター整備�

ツインシティ整備�
（仮称）湘南台寒川線の促進�

茅ヶ崎里山�
公園整備�

香川駅�
周辺整備�

茅ヶ崎駅�
周辺整備� 辻堂駅前周辺地域�

都市再生整備�

湘南海岸砂防林�
の保護・育成�

寒川駅�
北口周辺整備�

大学連携型�
起業家育成施設整備�

境川多自然型護岸整備�

境川遊水地�
公園整備�

JR東海道新幹線�

JR東海道線�

第二東名高速道路整備�

本町四ツ角地区�
周辺整備�

震生湖�
周辺の整備�
震生湖�
周辺整備�

（仮称）渋沢インターチェンジ�
連絡道路の促進�
（仮称）渋沢インターチェンジ�
連絡道路の促進�

新湘南国道整備�

秦野戸川公園整備�
伊勢原北・西インター（仮称）�
周辺拠点整備�

伊勢原方面公園整備�

花と緑の�
ふれあい拠点（仮称）�
整備�

鶴巻温泉駅南口�
周辺整備�

花と緑の�
まちづくり�

二宮海岸整備�
松林の保全�

大磯港�
みなとまちづくり推進�

平塚駅周辺�
中心市街地�
整備�

金目川多自然型護岸整備�

平塚海岸�
整備�
平塚海岸�
整備�

茅ヶ崎海岸�
整備�

寒川南インター（仮称）�
産業集積拠点づくり�

さがみ�
グリーンライン�
整備�

西湘バイパス�
二宮インター下り線�
ランプ設置促進�

旧野村研修所跡地の�
保全・活用�

相
模
川
�

小
田
急
江
ノ
島
線
�

引地川�

境川�

不
動
川
�

金
目
川
�

大山�

【凡例】�
プロジェクト構成事業�
中長期に取り組む構想・事業�

鉄道
�

�
道路�
計画路線�
�

湘南地区
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■　地域プロジェクト

１ 湘南の海、大地、風と共生する都市圏の整備

①里山大地の保全と活用
都市公園や里山など身近なみどりの保全・活用を図りつつ、人とみどりがふれあう場づくりを推進する

とともに、市町や各種団体、ボランティアなどとさまざまな分野で協働・連携を図ります。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
１  都市公園の整備�

（県）�
�

�

（県、茅ヶ崎市）�
�
２  里山づくりの推進�
�
�
�
３  里地里山保全再生モデル事業の推進�

（国、秦野市）�
�
�

４  里山ふれあいの森事業の推進�
（秦野市、民間）�

５  森林ボランティアリーダーの養成�
（藤沢市、民間）�

６  さがみグリーンラインの整備�
（県）�

整備�
�
�
�

整備・周辺整備�
�

茅ヶ崎里山公園�

里山保全推進事業�
�

里山支援モデル事業（名古木地区）�
�

里地里山支援モデル事業計画策定�
�

モデル事業実施�
�

里山林の整備�
�

養成講座の開催�
�

用地取得�

（県、市町）�

（秦野市）�

湘南海岸公園、秦野戸川公園、伊勢原方面公園等�

事業実施�
�
�
�
事業実施�
　・支援�
　・連携�

事業実施�
　・連携�
事業支援�
�

事業支援�
�
�
�

事業支援�
�

事業支援�
�

事業実施�

②丹沢大山の再生
丹沢・大山などの森林の持つ水源かん養などの機能を高めるため、私有林の公的管理・支援＊１を進め、

豊かな自然環境の保全に努めるとともに、不法投棄の防止やニホンジカなどの被害を防ぐための防護柵の
設置など、幅広い取組みを進めていきます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・支援�

事業実施�
　・支援�

事業支援�
�

事業実施�

事業実施�
　・支援�

１  私有林の公的管理・支援�
（県、秦野市、伊勢原市）�

２  自然公園（丹沢・大山）地域の整備�
（県、秦野市、伊勢原市）�

３  不法投棄防止システムの整備�
（秦野市）�

４  シカなどの被害防除�
（県）�

（県、秦野市、伊勢原市、民間）�

水源林の確保・整備�
�

施設整備等�
�

パトロールビデオ設置�
�

広域獣害防止柵の設置�
�

被害対策の推進�

茅ヶ崎里山公園

＊1 私有林の公的管理・支援…水源の森林づくり事業では、手入れの行き届かなくなった森林を県が森林所有者に代わって整備する公的管理
と、自ら整備を行っている森林所有者を県が支援する公的支援により、水源かん養機能の高い森林づくりを推
進しています。

各地区の将来像と
地域プロジェクト 環境共生生活都市圏 ■ 湘南地区
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③風薫る河川・海岸周辺の環境整備
生活にうるおいを与えてくれる湘南の豊かな海や川といった水辺環境を保全・創造し、湘南らしい景観

を保つために、松林や砂防林の整備、水と親しむことのできる多自然型護岸の整備などを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・支援�
�

事業支援�
�

事業支援�
�

事業実施�
�

事業支援�
�

事業実施�

１  人や自然にやさしい河川環境の整備�

（県、藤沢市、秦野市、伊勢原市）�
�
２ 「よみがえれ、ふるさとのせせらぎ」事業の推進�

（平塚市、民間）�

３  水循環水環境千の川整備事業の推進�

（茅ヶ崎市、民間）�

４  海岸環境の保全・整備�

（県）�

５  松林の保全�
（二宮町）�

６  湘南海岸砂防林の保護・育成�
（県）�

整備�

事業実施�

事業実施�

海岸保全、施設整備等�

保護育成�

保護育成�

相模川、境川、小出川、目久尻川、引地川、�
千の川、金目川、鈴川、滝川、歌川等�

河内川等�

千の川�

平塚、茅ヶ崎、二宮海岸等�

丹沢大山の遠景

鈴川 河内川

民との協働

河川環境の整備における地域との協働
伊勢原市や平塚市を流れる「鈴川」や平塚市西部を流れる金目川の支流の「河内川」、茅ヶ

崎市中心部を流れる「千の川」などでは、水辺環境向上のため、県や市などの行政と流域の
住民などが、ワークショップを開催し、自然に配慮した環境対策などについて、意見を出し
合って計画づくりをしているほか、親水施設の整備や地域住民などによる植栽、清掃などの
河川愛護活動も活発に行われています。

湘南地区
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構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�
　・連携�
�
�

事業実施�
�
�
�

事業実施�
�
�
事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・連携�
�
�

事業支援�

１  自動車専用道路網の整備�
（国、道路公団）�

�
�
２  インターチェンジ接続道路の整備�

（県）�

�
３  交流幹線道路網の整備�

（県）�

４  東海道新幹線新駅の誘致�
（県、市町、民間）�

５  JR相模線複線化の促進�
（県、市町、民間）�

�

６  連節バス導入による公共交通網の強化�
（藤沢市、民間）�

整備�

�
�
整備�

�

�

整備�

�
�

要望・広報活動、調査�
�

要望・広報活動、調査�
�

要望・広報活動、事業化に向けた協議等�
�

走行環境整備�
�

連節バスの運行�
�

情報システムの整備、連携�

さがみ縦貫道路、第二東名高速道路、厚木秦野道路、�
横浜湘南道路、新湘南国道�

県道44号（伊勢原藤沢）、県道45号（丸子中山茅ヶ崎）、�
県道603号（上粕屋厚木）等�

�

県道22号（横浜伊勢原）、国道134号、（都）藤沢厚木線等�

②湘南の生活と交流を生み出す拠点の整備
生活の利便性向上と地域の活性化を図るため、魅力ある業務・商業拠点としての駅周辺整備、辻堂駅周

辺の都市拠点整備を進めるとともに、海洋性レクリエーションや観光などを核としたみなとづくりなど地
域の交流拠点の整備を促進します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・支援�
�
事業支援�
�

事業支援�
�

事業実施�
　・連携�

１  ツインシティの整備�
（県、平塚市、寒川町、民間）�

２  業務・商業拠点としての駅周辺の整備�

（県、秦野市、寒川町、民間）�

３  辻堂駅周辺地域の都市再生事業の推進�
（藤沢市、茅ヶ崎市、民間）�

４ 伊勢原北・西インター（仮称）周辺の拠点整備�
（伊勢原市）�

５  湘南港、大磯港みなとまちづくりの推進�

（県、藤沢市、大磯町、民間）�

調査、設計、環境アセス�

整備�

都市再生緊急整備地域指定に基づく都市再生事業の推進等�

検討、調整�

施設整備・みなとまちづくり協議会の活動�

東海大学前駅、鶴巻温泉駅南口、寒川駅北口等�

さがみ縦貫道路寒川地区橋脚設置状況

2 湘南のくらしと文化を支える交通ネットワークの形成と拠点整備

①くらしを支える交通ネットワーク整備の総合的な推進
湘南のくらしと文化、産業活動を支えるさがみ縦貫道路や第二東名高速道路などの広域幹線道路網や多

様な交流を支える交通網の整備を推進するとともに、ＪＲ相模線複線化の促進や連節バスの導入による公
共交通網の強化など交通基盤の整備に努めます。

各地区の将来像と
地域プロジェクト 環境共生生活都市圏 ■ 湘南地区



89

ツインシティ整備地域の遠景

3 湘南の地域力を活用した産業の振興

①地元大学などと連携した新産業創出
地元の大学・研究機関の技術力を生かして産学公連携を促進し、新しい産業の集積を図るとともに、�

神奈川中小企業センターや市町・商工会議所・商工会等と連携を図り、創業者の発掘と育成に向けて、段
階的な取組みを推進します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・連携�

事業支援�
�
�
�
�
�

事業実施�
　・連携�

事業実施�
�
事業実施�
　・連携�

１  地域力を生かした創業者発掘・育成�
（県、市町、民間）�

２  大学連携型起業家育成施設の整備�
（藤沢市、民間）�

�
�
�
�
３  湘南らしい産業集積の推進�

（県、市町）�

４  湘南地域産学公交流の推進�
（県）�

（県、市町、民間）�

地元大学と連携した創業フォーラムの開催等�

調整�

施設整備�

運営�

事業実施�

事業実施�

湘南地域産学公交流推進協議会活動への支援�

創業者の講座

湘南地区
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③湘南ツーリズムの推進
かながわツーリズムの推進の一環として、湘南地区への観光客の増加を図るため、観光情報の提供や体

験型観光を実施するとともに湘南が築きあげてきた歴史、文化や景観などの地域資源の保全・活用などに
よる湘南ツーリズムの推進により地域の活性化を図ります。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
　・連携�
�
�
事業支援�
�

事業支援�
�

事業支援�
�
�
�

事業実施�
　・連携�

１  観光情報の提供・誘客キャンペーンの実施�
（県、市町、民間）�

（市町）�

２  観光案内施設の整備�
（藤沢市）�

３  観光農業の推進�
（秦野市、民間）�

�
�
４  近代建造物などを保全活用した地域づくり�

�
（県、大磯町、民間）�

観光情報などの研究・検討�

観光情報提供システム整備�

誘客キャンペーンの実施�

 実施設計、施設建設、 運営開始�

計画策定�

観光農業施設整備�

近代建造物などの保全・活用�
新たな活用手法の検討�

茅ヶ崎駅周辺

左義長（大磯町）

②まちのにぎわいを創出する産業の振興
魅力ある商店街づくりを支援し、地域の活気とにぎわいの再生を図るとともに、市町との連携により、

まちづくりと一体となった商業地の活性化を促進します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業支援�
�
�
事業実施�
　・連携�

１  中心市街地の活性化�

（茅ヶ崎市、秦野市）�

２  地域との共生をめざす活力ある商店街づくり�
（県、市町、民間）�

計画策定・事業実施�

事業実施�

茅ヶ崎駅周辺、秦野市本町四ツ角地区周辺�

各地区の将来像と
地域プロジェクト 環境共生生活都市圏 ■ 湘南地区
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④地域にいきづく湘南農業の展開
高い生産性を誇り、地域と生活に溶け込んだ湘南の農業の特徴を生かして、農業生産基盤の整備や直売

などの地場流通の促進、地域特産物の育成などを支援します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
　・連携�
�
�
�
�

事業支援�
�
事業支援�
�

事業支援�
�

事業実施�
�
�
�
事業支援�
�
�

事業支援�

１  花と緑のふれあい拠点（仮称）の整備�
（県、平塚市）�

�
�
�
�
２  地産地消＊１の推進�
�
�
�
３  農産物ブランド化の推進�

（市町、民間）�

４  農業農村の整備（ほ場の整備など）�
�
�
�
�
�

５  有機質資源再生センターの整備�
（藤沢市、民間）�

調査�
�

PFI手法の導入決定等�
�

事業者の募集、選定、契約等�
�

野菜産地等活性化の推進�
�

流通施設などの整備�
�

推進�
�

県営ほ場整備事業�
�
�
�

農業集落排水事業�
�
�

造成工事�
�

施設整備�
�
運営�

（市町、民間）�

（民間）�

（県）�

（平塚市）�

大田地区�

土屋地区�

地産地消施設「はだのじばさんず」

＊１　地産地消…地元でとれた新鮮で安全な農林水産物を地元で消費すること。食に対する安全・安心志向の高まりを背景に、消費者と生産者
の相互理解を深める取組みとして期待されています。
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Ⅰ　安心してくらせる福祉・医療の基盤整備 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １３７～１４２ページ

湘　南　地　区　で　展　開　さ　れ　る　主　な　取　組　み　
「神奈川力構想・プロジェクト５１」の実施計画に記載されている「主な施策・事業」及び「まちづくり事業」のうち、湘

南地区で展開される主なものを紹介します。

【主な施策】 【取り組む内容】

０１　地域医療の機能別整備 ・病院・診療所などの連携の促進
・地域の中核的病院の整備

１８　地域における福祉コミュニティづくりの促進 ・市町村社会福祉協議会への支援
３３　福祉のまちづくりの推進 ・都市公園のバリアフリー化の推進

・福祉のまちづくり計画を進める市町村への支援

Ⅱ　県民の安全・安心の確保 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １４３～１４９ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

３５　安全で安心な食の確保 ・養殖業に対する防疫と安全の指導
４２　緊急輸送路などの整備 ・緊急輸送路となる道路の整備（県道３０号（戸塚茅ヶ崎）の道路法面の防災対策）

・緊急輸送路と連携する緊急物資受入港の機能充実（湘南
港、大磯港の防災施設の整備）

４６　治水対策の推進 ・国の管理河川への支援（相模川）
・都市河川重点整備「かながわSafetyリバー５０」（不動川、引地川、鈴川の護岸整
備、境川、金目川、小出川、目久尻川の多自然型護岸整備、境川遊水地の整備）

・都市河川の整備（千の川、室川の護岸整備）
４７　海岸保全施設の整備 ・津波・高潮対策の推進（藤沢海岸、大磯港海岸）

・侵食対策の推進（平塚海岸の人工岬、茅ヶ崎海岸の消波堤の整備）
４８　土砂災害防止施設などの整備 ・砂防施設の整備（大山沢、東沢）

・急傾斜地崩壊防止施設の整備（平沢小原地区）
４９　水辺施設の保全の推進 ・港湾施設の保全（湘南港、大磯港）

・海岸施設の保全（平塚海岸の補修・改良）
５０　安全防災を支える農林水産業の推進 ・災害を未然に防止する農業施設づくり（下大槻地区、筒

川地区の用排水路、大堰地区の取水堰）
・治山事業の推進（寺山）
・災害に強い漁港の整備（片瀬漁港、平塚漁港）

５１　災害時情報収集・伝達体制の充実 ・城山ダム放流警報設備の整備
７８　警察施設・装備の整備 ・秦野警察署の建て替え
８０　基地の整理・縮小及び返還の促進 ・関係自治体との連携による基地の整理、縮小及び返還に

対する積極的な要請活動の展開
８１　基地周辺住民の安全、福祉の確立と良好な生活環境の確保 ・厚木基地周辺における米空母艦載機による航空機騒音の解消

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
０２　救急医療体制の強化
０７　保健・医療・福祉現任者教育の充実と専門性の向上
０９　8020運動（歯科保健）の推進
１１　難治性疾患対策の充実
１３　エイズに関する教育、普及・啓発活動の充実と民間活動への支援
２０　権利擁護の推進
２２　介護保険施設などの着実な整備
２４　高齢者の社会参画活動への支援
２６　身体・知的障害者の日常生活への支援の充実
２８　障害特性を踏まえた民間障害福祉施設などの整備・充実

０５　保健・医療・福祉人材の養成・確保
０８　生活習慣病対策の推進　
１０　母子保健の推進
１２　感染症対策の充実
１４　エイズに関する相談・検査及び医療体制の充実
２１　介護保険制度の定着と適切なサービスの提供
２３　高齢者の介護予防などの取組みの充実
２５　身体・知的障害者の支援費制度に基づく福祉サービスの充実
２７　身体・知的障害者の就労・社会参加の促進
３１　精神障害者福祉の充実

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
３６　浴場のレジオネラ症発生防止対策の推進
５２　市町村地震防災対策への総合的支援
６３　身近な犯罪の予防・検挙活動の推進
７２　交通安全施設などの整備

３８　消費者被害などの未然防止と救済
５３　災害時広域応援体制の強化
７０　生涯にわたる交通安全教育の推進
７３　効果的な交通指導取締りの推進

各地区の将来像と
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Ⅲ　未来を担う人づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５０～１５４ページ

・・・各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
０８２　子育てを支える地域社会の基盤の充実
０８４　多様な保育サービスの拡充
０８６　児童養護施設などにおける専門的ケアの充実
０９４　学校と地域社会との交流の活性化
０９８　快適な教育環境の整備
１０６　青少年問題への総合的取組みの推進
１０９　教育相談の充実
１１１　青少年の多様な体験活動の促進

０８３　保育所などの整備・拡充の促進
０８５　児童虐待の防止に向けた取組みの促進
０９０　不登校・ひきこもり、いじめ・暴力行為などへの対応
０９５　新しいタイプの高校の設置拡大
０９９　県立学校などの防災対策の推進
１０７　青少年を取り巻く社会環境の健全化の推進
１１０　家庭、地域の教育機能の充実

Ⅳ　産業振興による地域経済の活性化 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５５～１６０ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１３１　地域の特性を生かした産業の振興 ・湘南地域産業振興協議会を核とした地域からの産業振興
（創業応援キャラバン、創業者育成塾、インキュベート施
設整備の促進、大学技術の企業への紹介等）

１３３　かながわツーリズムの推進 ・丹沢大山地域をモデル地区とした観光魅力づくりの推進
１４０　地産地消による農林水産業の振興 ・漁獲物の鮮度保持施設の整備に対する支援

・中高年ホームファーマーの育成
・県民が農業を学び、体験できる花と緑のふれあい拠点（仮称）の整備
・大型直売センターの整備に対する支援
・学校給食への導入などをめざした「魚を食べること」への理解促進

１４１　資源の有効活用による農林水産業の振興 ・計画的な間伐にかかる協定の締結及び間伐材の集材・搬出の支援
・私有林の森林整備への支援
・カタクチイワシなどの付加価値向上のための技術開発

１４３　環境に配慮した農業生産基盤の確保と整備 ・農村総合整備（赤羽根地区）
・ほ場の整備の推進（大田地区、神戸木津根地区、久松地区）
・用排水路の整備（新川地区、相模川右岸地区）
・農道整備の推進（岡崎比々多地区、北西秦野地区）

１４４　森林づくりを支える基盤の整備と森林の保全 ・林道の計画的な整備（浅間山林道等）
１４５　水産基盤の整備 ・市営漁港の整備

・魚礁などの設置による漁場造成
１４７　地域に即した生産の振興 ・栽培漁業の推進による沿岸漁業の振興

・資源管理型漁業の推進による沿岸・沖合漁業の振興
・アユの種苗放流などによる内水面漁業の振興
・みかんや茶の生産振興による傾斜地農業の活性化

１５１　多様な生物が生息する水辺環境の保全と創造 ・カワウやブラックバスなどによる在来魚への食害防止などの技術開発
１５４　都市住民も参加した海業の推進 ・漁業経営へ遊漁の積極的導入

・漁業・遊漁・海洋レジャーの利用調整

・・・各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
１２０　ベンチャー企業の創出・育成
１２２　企業誘致の促進
１２６　ものづくり高度化への支援
１３０　まちのにぎわいを創出する産業の振興
１４２　地域における農政の総合推進
１５０　農地の持つ多面的機能の発揮

１２１　新規成長分野の産業振興
１２５　産学公連携による事業化・商品化への支援
１２９　経営革新への支援
１３２　コミュニティビジネスの創出促進
１４６　農林水産業の経営基盤の強化
１５２　環境にやさしい農業の推進

湘南地区
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Ⅴ　地域からの環境の保全と創造 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６１～１６４ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１６０　新エネルギー導入の推進 ・ＢＤＦなどバイオマスエネルギーの活用
１６７　協働による環境保全活動の実践の推進 ・桂川・相模川流域環境保全行動の推進
１７０　水環境保全対策の推進 ・農業集落排水施設整備への支援（平塚市土屋地区）
１７４　県民との協働による水源の森林づくり ・水源地域の私有林の公的管理・支援の推進
１７５　丹沢大山などの自然環境の保全としくみづくり ・丹沢大山総合調査の実施

・自然環境管理システムに基づいた新しい丹沢大山保全計画の策定
・ニホンジカなどの保護管理の推進
・ブナ林・林床植生の保全
・オーバーユース対策の推進
・丹沢大山地域などにおける鳥獣保護区の指定、被害対策
にかかる市町村への支援

１７６　都市と里山のみどりの保全と活用 ・県民主体による里山保全の計画づくりの推進
１７７　自然とのふれあいと県民と一体となった森林の保全 ・自然公園の整備と活用（丹沢大山国定公園、県立丹沢大山自然公園）

【主な施策】 【取り組む内容】

２０９　外国籍県民がくらしやすい環境づくり ・外国籍児童・生徒への教育の充実

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
１５６　廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進
１５８　地球温暖化対策の推進
１６４　環境にやさしいライフスタイルの促進
１６６　参加と協働による環境保全のためのしくみづくり

１５７　不法投棄の防止対策の推進
１６２　総合的な環境教育の推進
１６５　事業者・消費者としての県の環境配慮への率先的取組み
１６９　環境に配慮した土地利用の推進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１８３　文化財の保存と活用
１８６　学習内容の深化と成果を活用する場づくり
１９２　スポーツ活動の多様な場づくり
１９４　ボランタリー活動支援の推進
２００　家庭と仕事などの両立支援
２０３　地球市民意識の醸成と多文化理解の推進
２０５　世界の地域との交流の推進
２０７　環境分野における人、技術、情報の国際交流の推進
２１０　県民の国際活動の支援
２１５　県政への県民参加の充実

１８５　県立社会教育施設などの生涯学習機能の活用
１９０　スポーツ活動を支えるしくみづくり
１９３　ＮＰＯなどとの協働・連携による公的サービスの推進
１９５　ＮＰＯなどに関する情報提供・相談体制の充実
２０１　異性に対する暴力の根絶と人権の尊重
２０４　非核・平和意識の普及
２０６　アジア地域などへの国際協力の推進
２０８　外国籍県民とともに生きるしくみづくり
２１１　県民の国際活動との協働・連携の促進

Ⅵ　心豊かなくらしと共生社会の実現 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６５～１７０ページ

各地区の将来像と
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Ⅶ　個性あふれる地域づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １７１～１７５ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

２２３　相模連携軸整備の推進 ・環境共生モデル都市ツインシティの整備
・ＪＲ相模線駅周辺のまちづくり
・自動車専用道路の整備

２２７　相模湾沿岸の地域資源を生かした魅力ある地域づくり ・相模湾沿岸地域保全等構想の策定
２３１　鉄道網の整備促進 ・ＪＲ相模線複線化の促進

・東海道新幹線新駅の誘致
２３２　公共交通整備の総合的な推進 ・環境共生生活都市圏における新たな交通システムの導入

に向けた調査・検討
２３４　みなとまちづくりの推進 ・湘南港、大磯港の再整備
２３５　自動車専用道路網の整備 ・さがみ縦貫道路、第二東名高速道路、厚木秦野道路、横

浜湘南道路、新湘南国道
２３６　インターチェンジ接続道路の整備 ・（都）湘南新道、県道２２号（横浜伊勢原）、県道４４号（伊勢原藤

沢）、県道４５号（丸子中山茅ヶ崎）、県道６０３号（上粕屋厚木）、
（都）藤沢大磯線

２３７　交流幹線道路網の整備 ・国道１３４号、国道４６７号、県道２２号（横浜伊勢原）、（都）
藤沢厚木線

２３８　地域分断・交通のボトルネックの解消 ・鉄道との立体交差化（（都）横浜伊勢原線伊勢原立体）
・橋りょうの新設（湘南大橋）

２３９　道路施設の適正な維持管理 ・舗装の補修（国道４６７号）
・安全施設の維持（県道７０４号（秦野停車場）の歩道補修）

２４０　先導的な都市拠点の整備 ・第二東名高速道路などのインターチェンジ周辺地区の整備促進
２４１　計画的な宅地供給の促進 ・土地区画整理の促進（大浜地区、香川・下寺尾地区、今

泉台地区、真田地区、柄沢地区、湘南の丘地区）
２４４　安全・安心に配慮した住まいづくり ・高齢者・障害者向け公営住宅の整備、改善の推進（県営伊勢原串橋団地）
２４５　的確な公的住宅の整備 ・新たな手法による公営住宅整備の展開（県営伊勢原串橋団地）
２４６　良質な住宅ストック形成と活用による住まいづくり ・マンション管理組合ネットワーク構築の促進
２４９　下水道整備の推進 ・相模川流域下水道の整備（左岸処理場、右岸処理場の整備）
２５０　下水道施設・資源の有効活用 ・相模川流域下水道処理場の上部を利用した緑地整備

・太陽光発電設備の設置（相模川流域下水道右岸処理場）
・下水道資源の有効活用

２５１　みどりを保全・活用するまちづくり ・湘南海岸砂防林の保護育成（藤沢海岸、茅ヶ崎海岸、平塚海岸）
２５２　都市公園などの整備 ・県立都市公園などの整備（秦野戸川公園、茅ヶ崎里山公

園、さがみグリーンライン）
・河川事業との連携による都市公園の整備（境川遊水地公園）
・新たな手法による都市公園などの整備（伊勢原方面公園）
・県立都市公園機能の充実（湘南海岸公園）
・近代建造物と邸園を保全活用した地域づくり

２５３　うるおいのあるみち空間の形成 ・街路樹の整備（国道１２９号）
・幅の広い歩道の整備（県道４０４号（遠藤茅ヶ崎））
・段差のない歩道の整備（県道２２号（横浜伊勢原））

２５４　都市景観の保全と創造 ・相模湾沿岸における「景観まちづくりのための指針」の策定
２５５　ひとや自然にやさしい水辺づくり ・ひとや自然にやさしい川づくり（金目川の護岸補修）

・ひとや自然にやさしい海岸づくり（平塚海岸、二宮海岸の養浜の整備）
・ひとや自然にやさしい渓流づくり（下子易沢の渓流保全の整備）

２５６　環境への負荷を軽減するまちづくり ・環境と共生する都市づくりの誘導とその普及啓発

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

２４３　良質な都市型住宅の供給と住環境の整備

湘南地区
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3 緑住快適交流都市圏

隣接県との交流・結節地域として、交流・発信できる成熟した定住都市をめざします。
豊かな自然環境を保全し、文化的遺産などの観光資源を維持・活用しつつ、都市基盤や産業

基盤の整備など生活環境や生産環境の整備に努めるとともに、文化や産業の振興などによる地
域主体のまちづくりと地域の活性化につながる土地利用を進めます。

①�

②�

④�

③�

①県西地域の活性化 ③都市緑化ベルトの整備
②水源地域の総合保全整備 ④相模湾沿岸地域の保全・創造

※　○はおおよその対象地域を示したものです。

各地区の将来像と
地域プロジェクト 緑住快適交流都市圏

■　地域政策圏形成の基本的方向
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○地域資源を生かした県西地域の活性化
■山梨、静岡、神奈川の５４市町村＊１を含む地域（富士箱根伊豆交流圏）の交流・連携を図り、富士箱根伊

豆の豊かな地域資源を生かすとともに、相模湾や酒匂川あるいは梅林、あじさいなどを生かした花と水

の交流圏づくりや酒匂川流域の都市づくりなど、①県西地域の活性化を図ります。

○川・山・みどり・海岸の自然の連なりを生かした保全と活用
■神奈川の水源地域の森林を守り育てるとともに、水源地域の環境に対する負荷の低減を図り、良好な水

環境の創造に取り組み、②水源地域の総合保全整備を進めます。

■酒匂川流域などの貴重なみどりの保全と、積極的なみどりの創造に取り組み、③都市緑化ベルトの整備

を図ります。

■豊かな自然環境や城下町小田原を中心とした史跡、近代の保養所・別荘の立地などの歴史・文化、特筆

すべき景観など相模湾沿岸の地域資源を守り、生かし、発信するための地域づくりを県民と行政が協

働・連携して進めていくことで④相模湾沿岸地域の保全・創造を図ります。

Ⅶ 足柄上地区�
 活力と魅力あふれる快適環境生活圏・足柄�
 【施策の方向】�
  １　産業や定住を支える基盤整備と企業誘致による活力づくり�
  ２　観光基盤の整備と地域資源の活用による交流の地域づくり�
  ３　農山村の資源を生かした元気づくり�
  ４　県民との協働・連携による水源の環境づくり�

Ⅷ 西湘地区�
 いきいき観光交流都市・西湘�
 【施策の方向】�
  １　地域資源を生かし世界に開かれた観光の魅力づくり�
  ２　活力ある産業づくりと魅力ある中心市街地づくり�
  ３　交流・連携を支える道路網などの整備�

＊１　２００４（平成１６）年１１月1日現在

■　各地区の施策の方向

■　広域的な取組みの方向
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Ⅶ 足 柄 上 地 区

活力と魅力あふれる快適環境生活圏・足柄
豊かな森林と水と田園のある空間に実現する、
活力とうるおいのある快適なくらし・いきいき足柄を
めざして

１　地域の課題

地区の数値データ（指標）
足柄上地区は、面積の8割を森林が占める水源地域

で、酒匂川を軸に豊かな自然環境に恵まれたまとま
りのある生活圏を形成しています。人口は減少傾向
の自治体もあるものの、全体としては微増傾向にあ
り、製造業や農業の就業者が比較的多い状況です。
今後はこうした豊かな自然の保全を図りながら、い
かに活用していくかが課題となっています。また、
本地域は2つの東名高速道路インターチェンジを持つ
交通の結節点ですが、道路網などの都市基盤整備が
十分でないことから、今後の地域活性化に向け、こ
れらへの対応も強く求められます。

基礎データ

・総人口　 １１１,８６７人 （０１.３％）

・総面積　 ３８０.３７k㎡ （１５.７％）

（１）産業や定住を支える基盤整備と企業立地の促進
道路網など都市基盤の状況や地理的条件も要因

となって、産業立地が進まず、人口減少傾向の自
治体もあり、定住の促進や経済基盤の確立が求め
られています。

（２） 観光・交流を促進する基盤整備と地域資源の活用
箱根外輪山と丹沢に囲まれた立地条件ですが、

入込観光客が少なく、体験型観光などの新しい観
光の取組みが必要であり、交流人口の拡大が求め
られています。

（３）農山村地域の資源を生かした活性化
農業の後継者不足や山間部での人口減少・高齢

化、需要の変化などにより農林業が停滞し、耕作
放棄地など農地・林地の荒廃を招いており、地域
の資源・人材を生かした振興策が求められていま
す。

（４）水源地域としての環境保全対策の推進
県全体の3割の森林を有しますが、手入れが必

要な森林も多く、県民と協働した保全の取組みが
必要であり、また、低い下水道普及率の向上や不
法投棄の防止が求められています。

○人口増加率�
（単位：％）

※〔　〕内は全県の人口増加率�

１９９０-１９９５�

３.６〔３.３〕�

１９９５-２０００�

１.０〔３.０〕�

２０００-２００４�

０.８〔２.４〕�

○製造品出荷額等�
（暦年）（単位：億円）

（「神奈川県工業統計調査結果報告」より作成）

１９９９�

５,７５０（２.７％）�

２００１�

５,７６７（２.９％）�

２００３�

６,１７１（３.３％）�

○入込観光客数�
（暦年）（単位：千人）

（「神奈川県入込観光客調査報告書」
（神奈川県観光振興対策協議会）より作成）

２００１�

３,４１５（２.３％）�

２００２�

３,４９７（２.３％）�

２００３�

３,８３４（２.５％）�

○販売農家数、耕地面積、耕作放棄地面積�
（単位：戸、ha）

（敷地面積は、「神奈川県農林水産統計年報」、
他は「世界農業林業センサス結果概要」より作成）

項　目�

販売農家数�

耕地面積�

耕地放棄地面積�

１９９０�

２,５６３（１０.２％）�

２,７２９（１０.１％）�

０,２２４（１５.０％）�

１９９５�

２,３０６（１０.６％）�

２,５７８（１０.７％）�

０,１８７（１５.４％）�

２０００�

２,０７５（１０.７％）�

２,４３８（１１.２％）�

０,２３４（１６.２％）�

○水源の森林づくりで適切に管理されている�
　森林面積�

（単位：ha）

（「水源の森林推進課調べ」より作成）

２００１�

２,０９５（４８.９％）�

２００２�

２,２７６（４６.３％）�

２００３�

２,４３７（４３.８％）�

（「神奈川県人口統計調査」より作成）

※（ ）内は全県に占める割合

各地区の将来像と
地域プロジェクト 緑住快適交流都市圏 ■ 足柄上地区
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２　地域の将来ビジョン

３　地域構想図

企業立地が進み、地域の特色を生かしたモノづくりなど様々な生産活動が営まれ、地域資源を生かした
交流活動も活発に行われ、都市部住民と地元住民との協働・連携による環境保全活動が展開されるなど、
活力と魅力あふれる快適環境生活圏・足柄をめざします。

（１）産業や定住を支える基盤整備と企業誘致による活力づくり
道路網などの基盤整備や地域の活性化につながる土地利用により、企業などの活動に適した生産環境

や住民・就業者の快適な生活環境が整備されるとともに、都市部と均衡のとれた発展を図り、地域経済
基盤の確立をめざします。

（２）観光基盤の整備と地域資源の活用による交流の地域づくり
都市部との交流が活発に行われるよう、田園・丘陵・森林・水辺に魅力ある回遊・体験型の拠点やス

ポット、ルートを整備するとともに、これら地域資源を活用する施策の充実を図ります。

（３）農山村の資源を生かした元気づくり
農産物直売や地場産品を使った名産品づくりなど地産地消＊１の取組みが進むとともに、農業への多様

な担い手の確保や森林資源の有効活用を図り、農林業の活性化をめざします。

（４）県民との協働・連携による水源の環境づくり
私有林の公的管理・支援＊２や都市部住民・地元住民の参加による森林保全活動など、豊かで活力ある

森林づくりを進めるとともに、生活排水処理の改善や住民参加による不法投棄の防止対策を進めます。

▲�

▲�

▲�

▲�

▲�

▲�

▲�

畦ヶ丸山�
檜洞丸�

三国峠�

丹沢山�

小田急�
小田原線�

丹沢湖�

矢倉岳�

金時山�
明神ヶ岳�

東名高速道路�

山北つぶらの歳時記の杜整備�

酒
匂
川�

伊
豆
箱
根
鉄
道�

大
雄
山
線�

J
R
御
殿
場
線�

千津島苅野線整備�

飯沢土地区画整理事業�
飯沢栢山線整備�

開成町南部開発事業�

あしがら竹林再生事業�

国有林ふれあいプロジェクト�

川西地区�
環境産業立地� 高松地区整備計画�

中井町�
南部地区開発�

あしがり郷�
「瀬戸屋敷」�
整備�

千津島苅野線整備�

飯沢土地区画整理事業�
飯沢栢山線整備�

酒匂川沿い散策路せせらぎづくり�

酒匂縦貫道路整備�

開成町南部開発事業�

あしがら竹林再生事業�

酒匂川2号橋整備�
（都）和田河原開成大井線整備�

河村城址�
歴史公園整備�

国道246号�

山北駅周辺地区まちづくり�山北駅周辺地区まちづくり�

山北つぶらの歳時記の杜整備�

国有林ふれあいプロジェクト�

川西地区�
環境産業立地�

中津川周辺整備�

寄地区生活排水処理施設計画�

高松地区整備計画�

内山地区集落�
地域整備事業�
内山地区集落�
地域整備事業�

ゆるぎの丘�
ハーモニータウン整備�

中井町�
南部地区開発�

こゆるぎの里�
文化彫刻の道づくり�

厚木秦野道路�
（国道246号バイパス）整備�

県道77号整備�

いこいの里・相和整備構想�
いこいの里・相和里山公園�

川音川親水公園整備�

県道708号整備�

新松田駅南口駅前広場整備�

自転車・歩行者�
ネットワークづくり�
自転車・歩行者�
ネットワークづくり�

あしがり郷�
「瀬戸屋敷」�
整備�

第二東名高速道路整備�

【凡例】�
プロジェクト構成事業�
中長期に取り組む構想・事業�

鉄道
�

�
道路�
計画路線�
�

＊１　地産地消…地元でとれた新鮮で安全な農林水産物を地元で消費すること。食に対する安全・安心志向の高まりを背景に、消費者と生産者
の相互理解を深める取組みとして期待されています。

＊２　私有林の公的管理・支援…水源の森林づくり事業では、手入れの行き届かなくなった森林を県が森林所有者に代わって整備する公的管理と、自
ら整備を行っている森林所有者を県が支援する公的支援により、水源かん養機能の高い森林づくりを推進しています。

足柄上
地区
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■　地域プロジェクト

１ 産業や定住を支える基盤整備と企業誘致による活力づくり

①道路網など都市基盤の整備推進
企業立地を促進し、人々の生活に便利で快適な環境を整備するために、酒匂川流域などの道路網を整備

するとともに、総合交通ネットワークの形成を図り、駅前広場や市街地の土地区画整理など都市基盤整備
を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�

�
事業実施�
�
�
�
事業連携�
�
�
�

事業連携�
�
�

事業支援�
�
�
�

�
事業支援�
�
�
�
�
事業支援�
�
�
�
�
�

事業支援�
　・連携�

１  酒匂川２号橋の整備推進 �
（県）�

�
�

２  交流幹線道路網の整備�
（県）�

�
�

３  （都）和田河原開成大井線の整備�
（南足柄市、大井町、開成町）�

�
�
�
�

４  飯沢栢山線、向田狩野線の整備�
（南足柄市）�

�
�

５  中井町役場周辺の整備�
（中井町、民間）�

�
�
�
�

６  新松田駅南口駅前広場の整備�
 （松田町）�

�
�
�
�

７  山北駅周辺地区のまちづくり �
（山北町）�

�
�
�
�
�
�

８  鉄道網の強化・沿線地域の活性化�
（市町）�

設計�

用地買収・橋りょう整備�

整備�

酒匂縦貫道路、県道７４号（小田原山北）、県道７７号（平塚�
松田）、県道７８号（御殿場大井）、県道７０８号（秦野大井）等�

計画策定�

一部整備�

未整備箇所の調査、研究�

道路整備、用地買収�

道路橋りょう、用地買収�

関係機関などと方針協議�

整備計画策定�

地権者交渉�

地権者交渉�

地権者交渉、用地測量 �

設計、用地買収�

町道・交通広場整備�

クリーンエネルギー導入事業�

整備計画策定�

事業実施�

御殿場線沿線地域活性化の検討�

事業実施�

大雄山線延伸の調査検討�

開成駅・酒匂川2号橋建設地周辺

各地区の将来像と
地域プロジェクト 緑住快適交流都市圏 ■ 足柄上地区
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②企業立地の促進
地域内の雇用を拡大し、地域の経済基盤を充実していくため、市町の開発計画を土地利用制度などの面

から協力支援するとともに、県、市町が連携して企業立地を促進します。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・連携�

�
事業支援�

�
�
�
事業支援�

�
�
事業支援�

１  工場・研究所などの立地促進�
（県、市町）�

�
�

２  山北諸渕産業プロジェクトの推進�
（山北町、民間）�

�
�
�
�

３  開成町南部開発事業の推進�
（開成町、民間）�

�
�

４  山北町川西地区への環境産業立地�
（山北町、民間）�

誘致活動�

経済的支援�

諸渕工業団地企業誘致活動�

丸山地区企業誘致活動�

平山地区工業用地など造成　企業誘致�

計画策定・土地造成�

土地区画整理事業�

事業化調査・地元調整等�

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業実施�

１  内山地区集落整備事業の推進�
（南足柄市、民間）�

�
�

２  いこいの里・相和整備構想の推進�
（大井町、民間）�

�
�
�

３  高松地区整備計画の推進�
（山北町、民間）�

�
�
４  岸地区中山間地域総合整備事業の推進�

（山北町）�
�
�

５  農業生産基盤などの整備�
（県）�

地元調整、基本計画策定�

実施計画策定�

整備計画策定�

実施設計�

整備�

整備計画策定�

実施計画策定・基本設計等�

実施設計�

事業実施�

農村振興総合整備事業（開成北部地区）�

農道整備事業（井ノ口東、下怒田地区等）�

グリーンテクなかい

③農山村地域の基盤整備の推進
農業を振興し、農山村地域を活性化し、定住を促進するなど魅力ある農山村地域の創造に向けて、計画

的な土地利用や生産環境の整備を進めます。

足柄上
地区
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2 観光基盤の整備と地域資源の活用による交流の地域づくり

①観光・交流基盤の整備推進
豊かな自然環境を生かし、都市部との魅力ある交流空間を形成するために、田園・丘陵・森林・水辺に

回遊・体験型の拠点やスポット、ルートの整備を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業連携�

事業実施�

�

事業実施�

事業支援�

事業支援�

１  花と水の交流圏づくり拠点施設の整備（あしがり郷・瀬戸屋敷）�
（開成町）�

２  花と水の交流圏の観光・交流スポットなどの整備�

・  あしがら花紀行�
（南足柄市）�

・  厳島湿生公園�
（中井町）�

・  酒匂川沿い散策路・せせらぎづくり�
（大井町）�

・  七滝と里山めぐりコース�
（大井町）�

・  西平畑公園�
（松田町）�

・  中津川周辺�
（松田町）�

・  歴史と自然にふれあう公園�
（山北町）�

・  大野山・桜の里づくり�
（山北町）�

・  あじさいネットワーク�
（開成町）�

３  山北つぶらの歳時記の杜整備�

・  簡保総合レクセンター�
（国）�

・  山北つぶらの公園�
（県）�

�
�

・  大野山ふれあい牧場（仮称）�
（県）�

・  山北町ふるさと館�
（山北町）�

４  水源地域交流基盤の整備�
（山北町）�

施設整備、情報機器整備�

狩川遊歩道、福沢地区農道など整備�

案内板の設置�

水路整備・公園整備�

施設整備�

進入路改良�

花木植栽等�

河村城址散策道整備�

散策道・植栽・東屋の整備�

あじさいの植替え�

県・町との協議調整�

環境調査�

公園整備�

牧場整備�

実施設計�

ふれあい交流広場整備�

中川温泉・森林と清流の広場などの整備�

施設オープン�

あしがり郷・瀬戸屋敷主屋 大野山の乳牛放牧風景

各地区の将来像と
地域プロジェクト 緑住快適交流都市圏 ■ 足柄上地区
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構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・連携�
�

事業実施�
�
�

事業実施�
　・連携�

事業連携�
�
事業支援�
　・連携�

１  花と水の交流圏づくり・情報発信PR事業の推進�
（県、市町、民間）�

２  酒匂川流域を中心とした都市づくり�
（県、市町、民間）�

�
�

３  あしがら塾（田園文化発信）事業の推進�
（県）�

�
�
４  水源地域交流事業の推進�

（県、山北町、民間）�

５  あしがら花紀行の推進�
（市町、民間）�

６  フィルムコミッション事業の推進�
（市町、民間）�

ガイドマップの作成、ホームページ運営等�

酒匂川流域の都市づくりに向けた協働の取組み�

自転車・歩行者ネットワークの形成�

ワークショップ講座�

イベント開催�

交流イベント開催等�

花づくりイベントの連携開催�

撮影誘致、ロケ活動誘致�

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業支援�

事業支援�

�

事業支援�

�

事業支援�

５  こゆるぎの里文化彫刻の道づくり�
（中井町）�

�
�

６  いこいの里・相和里山公園の整備�
（大井町）�

�
�
�
�
７  川音川親水公園の整備�

（松田町）�
�
�
�
�

８  河村城址歴史公園の整備�
（山北町）�

整備計画の策定�

整備�

基本設計、測量�

実施設計�

整備�

関係機関との調整�

基本設計�

実施設計、整備�

整備計画策定�

史跡整備�

公園整備�

②観光・交流ソフト事業の推進
住民が地域への誇りを持って都市住民などとの交流を活発に展開していくため、交流拠点やスポットを

活用して、イベント開催や情報提供・発信などを行い、観光・交流面から地域の活性化を進めます。

民との協働

あしがら花紀行
農家など地域住民が主体となって、花による地域おこ

しとして、四季折々に咲く花のエリアづくりや開花時期
に合わせたイベントを開催し、都市部との交流拡大を図
っています。

沿道の花アオイ

足柄上
地区
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3 農山村の資源を生かした元気づくり

①地産地消の推進
都市近郊という条件を生かし、地産地消による農林業の活性化を進めていくために、特産品の開発・普

及やブランドの確立をめざす施策を行うとともに、消費者の体験・交流型農業の仕組みづくりを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・支援�
�
�

事業支援�
　・連携�

�
�
�
事業支援�

１  足柄の特産品の開発�
（県、民間）�

�
�
�
�

２  新規茶園の造成�
（市町、民間）�

�
�
�
�

３  観光農業の推進�
（市町、民間）�

調査・試作�

商品化検討�

商品化・普及�

推進体制整備�

事業化�

新植・改植事業（南足柄市）�

栽培者組織化、技術指導�

技術指導、面積拡大�

体験農業実施�

（開成町）�

②農業の多様な担い手の育成と確保
兼業農家が多く荒廃農地が増加している地域の現状を踏まえ、中高年都市住民の農作業への参加を進め

るとともに、女性農業者や新規就農者への支援や、農作業受委託組織による農業経営の効率化など、農業
を支える人材・組織づくりを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
�
事業実施�

�
事業実施�

事業実施�
　・連携�

１  中高年ホームファーマー＊１の育成�
（県）�

２  女性農業者の農業経営への参画推進�
（県）�

�
�

３  新規就農者の育成・支援�
（県）�

４  農作業受委託組織の事業促進�
（県、民間）�

農園開設・研修実施�

農業技術習得支援�

講習会、家族経営協定締結支援�

農業技術習得支援�

農業技術習得支援、組織化・育成�

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�

事業実施�

事業支援�

１  県有林資源活用事業の推進�
（県）�

２  林道開設事業の推進�
（県）�

３  県産木造公共施設の整備�
（山北町）�

県産材の生産と供給�

整備中路線の工事継続�

施設整備�

③森林資源の有効活用の促進
県産木材の需要拡大を図っていくために、県有林整備から発生する間伐材などの需要流通を開拓してい

くとともに、林道開設などにより木材生産環境を整備し、森林資源の持続的な保全の取組みを進めます。

各地区の将来像と
地域プロジェクト 緑住快適交流都市圏 ■ 足柄上地区

＊１　中高年ホームファーマー…中高年ホームファーマー事業とは、主として耕作されなくなった農地を県が農家から借り受け、借りた農地を
耕作できる状態にし、中高年の方などに耕作していただくもので、県民の皆さんに健康と生きがいの場を提供
し、併せて耕作放棄地を防止し農地の保全を図るものです。
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4 県民との協働・連携による水源の環境づくり

①県民との協働・連携による森林・里山保全の推進
水源地域の森林や里山の環境を保全していくために、私有林の公的管理・支援や森林整備事業を行うと

ともに、都市部や地元の住民が参加した森林づくり・里山づくりを進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・支援�

事業実施�
�
事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・支援�

�
事業実施�
　・連携�
�

事業連携�

１  私有林の公的管理・支援�
（県、南足柄市、松田町、山北町）�

２  水源森林総合整備事業の推進�
（県）�

３  県民参加の森林づくり�
（県、民間）�

４  里山づくりの推進�
（県、市町、民間）�

�
�

５  あしがら竹林再生事業の推進�
（県、民間）�

�
�

６  ぶなの植樹・管理事業の推進�
（南足柄市、民間）�

水源林の確保・整備�

ダム上流など水源森林の整備�

体験講座などの開催�

推進体制の整備、保全活動などの計画策定�

保全活動・簡易な基盤整備（山田・柳地区）�

竹林実態調査・整備試行�

竹林整備・活用検討�

ぶなの植栽管理�

民との協働

あしがら竹林再生事業
竹林ボランティアなど県民参加型の取組みを通して竹林の整備

や竹材の活用を行うことにより、あしがら地域の荒廃竹林を再生
し、地域の魅力を高め、地域の活性化を図ります。
地域住民による自立的な竹林管理や竹文化の発信、都市地域の県
民との交流ができるようなしくみを構築することを目的とします。

②水源地域などの生活環境整備の推進
水源地域の環境保全を図り、水質を確保していくために、生活排水処理施設の整備を促進するとともに、

不法投棄の防止対策を地域の行政機関、団体、企業、住民が一体となって進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・支援�

事業支援�
�
�
�
�

事業支援�
�
�
�
�
事業実施�
　・支援�
　・連携�

１  生活排水処理施設整備の促進�
（県、市町）�

２  寄地区生活排水処理施設計画の推進�
（松田町）�

�
�
�
�

３  清水・三保地区生活排水処理施設計画の推進�
（山北町）�

�
�
�
�
４  不法投棄の防止対策の推進�

（県、市町、民間）�

施設整備の促進�

調査検討�

関係機関との調整�

全体計画見直し・事業認可�

調査検討�

関係機関との調整�

全体計画見直し・事業認可�

キャンペーン事業などの実施�

足柄上
地区
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Ⅰ　安心してくらせる福祉・医療の基盤整備 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １３７～１４２ページ

足　柄　上　地　区　で　展　開　さ　れ　る　主　な　取　組　み
「神奈川力構想・プロジェクト５１」の実施計画に記載されている「主な施策・事業」及び「まちづくり事業」のうち、足

柄上地区で展開される主なものを紹介します。

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

０１　地域医療の機能別整備
０５　保健・医療・福祉人材の養成・確保
０８　生活習慣病対策の推進
１０　母子保健の推進
１２　感染症対策の充実
１４　エイズに関する相談・検査及び医療体制の充実
２０　権利擁護の推進
２２　介護保険施設などの着実な整備
２４　高齢者の社会参画活動への支援
２６　身体・知的障害者の日常生活への支援の充実
２８　障害特性を踏まえた民間障害福祉施設などの整備・充実
３３　福祉のまちづくりの推進

０２　救急医療体制の強化
０７　保健・医療・福祉現任者教育の充実と専門性の向上
０９　8020運動（歯科保健）の推進
１１　難治性疾患対策の充実
１３　エイズに関する教育、普及・啓発活動の充実と民間活動への支援
１８　地域における福祉コミュニティづくりの促進
２１　介護保険制度の定着と適切なサービスの提供
２３　高齢者の介護予防などの取組みの充実
２５　身体・知的障害者の支援費制度に基づく福祉サービスの充実
２７　身体・知的障害者の就労・社会参加の促進
３１　精神障害者福祉の充実

Ⅱ　県民の安全・安心の確保 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １４３～１４９ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

３５　安全で安心な食の確保 ・養殖業に対する防疫と安全の指導
・環境にやさしい農業の普及、助成
・農産物トレーサビリティシステムを導入する団体への支援

４２　緊急輸送路などの整備 ・緊急輸送路となる橋りょうの整備（国道２５５号松田高架橋、
県道７８号（御殿場大井）足柄大橋の耐震対策）

４６　治水対策の推進 ・大河川の整備（酒匂川の護岸整備）
・都市河川の整備（要定川の護岸整備）

４８　土砂災害防止施設などの整備 ・砂防施設の整備（名納沢）
・急傾斜地崩壊防止施設の整備（谷峨地区、篠窪日陰地区）
・落石などの危険箇所の整備（県道７２５号（玄倉山北））

５０　安全防災を支える農林水産業の推進 ・災害を未然に防止する農業施設づくり（日影地区、鬼柳
地区の用排水路）

・治山事業の推進（寄、箒沢、唐沢川）
７２　交通安全施設などの整備 ・県道７８号（御殿場大井）の自転車歩行者道の整備

・県道７１１号（小田原松田）の歩道整備

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

３６　浴場のレジオネラ症発生防止対策の推進
５２　市町村地震防災対策への総合的支援
６３　身近な犯罪の予防・検挙活動の推進
７３　効果的な交通指導取締りの推進

３８　消費者被害などの未然防止と救済
５３　災害時広域応援体制の強化
７０　生涯にわたる交通安全教育の推進
７８　警察施設・装備の整備
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Ⅲ　未来を担う人づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５０～１５４ページ

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

０８２　子育てを支える地域社会の基盤の充実
０８４　多様な保育サービスの拡充
０８６　児童養護施設などにおける専門的ケアの充実
０９４　学校と地域社会との交流の活性化
０９８　快適な教育環境の整備
１０６　青少年問題への総合的取組みの推進
１０９　教育相談の充実
１１１　青少年の多様な体験活動の促進

０８３　保育所などの整備・拡充の促進
０８５　児童虐待の防止に向けた取組みの促進
０９０　不登校・ひきこもり、いじめ・暴力行為などへの対応
０９５　新しいタイプの高校の設置拡大
０９９　県立学校などの防災対策の推進
１０７　青少年を取り巻く社会環境の健全化の推進
１１０　家庭、地域の教育機能の充実

Ⅳ　産業振興による地域経済の活性化 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５５～１６０ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１３１　地域の特性を生かした産業の振興 ・県西地域産業振興協議会を核とした地域からの産業振興（創業応援キャラバン、
創業者育成塾、インキュベート施設整備の促進、大学技術の企業への紹介等）

１３３　かながわツーリズムの推進 ・丹沢大山地域をモデル地区とした観光魅力づくりの推進
１４０　地産地消による農林水産業の振興 ・林産物の販売促進や森林･林業に関する体験･学習拠点の整備

・中高年ホームファーマーの育成
・農産物流通施設などの整備の支援
・食に関する教育を推進する地域活動を行う団体への支援

１４１　資源の有効活用による農林水産業の振興 ・計画的な間伐にかかる協定の締結及び間伐材の集材・搬出の支援
・私有林の森林整備への支援
・公共施設における県産木材の利用促進
・家畜排せつ物処理施設などの整備の推進

１４２　地域における農政の総合推進 ・山村地域の生活環境整備への支援
・鳥獣による農林水産業被害対策の推進

１４３　環境に配慮した農業生産基盤の確保と整備 ・農村総合整備（金井島地区、開成北部地区）、山村振興対策（清水・北足柄地区）
・農道整備の推進（井ノ口東地区、下怒田地区、中村西地区、南足柄地区）

１４４　森林づくりを支える基盤の整備と森林の保全 ・林道の計画的な整備（八丁神縄林道、桧山林道等）
・人工林の適正な整備と複層林や混交林などの多彩な森林づくりの推進
・保安林機能の回復及び増進
・崩壊地の復旧及び荒廃渓流の計画的な整備

１４７　地域に即した生産の振興 ・アユの種苗放流とワカサギ卵の確保などによる内水面漁業の振興
・みかんや茶の生産振興による傾斜地農業の活性化

１５１　多様な生物が生息する水辺環境の保全と創造 ・カワウやブラックバスなどによる在来魚への食害防止などの技術開発
１５５　都市と交流するふれあい農林業の展開 ・大野山ふれあい牧場（仮称）の整備

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１２０　ベンチャー企業の創出・育成
１２２　企業誘致の促進
１２６　ものづくり高度化への支援
１３０　まちのにぎわいを創出する産業の振興
１４６　農林水産業の経営基盤の強化
１５２　環境にやさしい農業の推進

１２１　新規成長分野の産業振興
１２５　産学公連携による事業化・商品化への支援
１２９　経営革新への支援
１３２　コミュニティビジネスの創出促進
１５０　農地の持つ多面的機能の発揮

足柄上
地区



108

Ⅵ　心豊かなくらしと共生社会の実現 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６５～１７０ページ

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１８３　文化財の保存と活用
１８６　学習内容の深化と成果を活用する場づくり
１９２　スポーツ活動の多様な場づくり
１９４　ボランタリー活動支援の推進
２００　家庭と仕事などの両立支援
２０３　地球市民意識の醸成と多文化理解の推進
２０５　世界の地域との交流の推進
２０７　環境分野における人、技術、情報の国際交流の推進
２０９　外国籍県民がくらしやすい環境づくり
２１１　県民の国際活動との協働・連携の促進

１８５　県立社会教育施設などの生涯学習機能の活用
１９０　スポーツ活動を支えるしくみづくり
１９３　ＮＰＯなどとの協働・連携による公的サービスの推進
１９５　ＮＰＯなどに関する情報提供・相談体制の充実
２０１　異性に対する暴力の根絶と人権の尊重
２０４　非核・平和意識の普及
２０６　アジア地域などへの国際協力の推進
２０８　外国籍県民とともに生きるしくみづくり
２１０　県民の国際活動の支援
２１５　県政への県民参加の充実

Ⅴ　地域からの環境の保全と創造 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６１～１６４ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１６０　新エネルギー導入の推進 ・木質バイオマスエネルギーなどの活用
１６７　協働による環境保全活動の実践の推進 ・鮎沢川・酒匂川流域環境保全行動の推進
１７４　県民との協働による水源の森林づくり ・水源地域の私有林の公的管理・支援の推進
１７５　丹沢大山などの自然環境の保全としくみづくり ・丹沢大山総合調査の実施

・自然環境管理システムに基づいた新しい丹沢大山保全計画の策定
・ニホンジカなどの保護管理の推進
・ブナ林・林床植生の保全
・オーバーユース対策の推進
・丹沢大山地域などにおける鳥獣保護区の指定、被害対策にかかる市町村への支援

１７７　自然とのふれあいと県民と一体となった森林の保全 ・自然公園の整備と活用（丹沢大山国定公園、県立丹沢大山自然公園）
・県民参加による森林づくりの推進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１５６　廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進
１５８　地球温暖化対策の推進
１６４　環境にやさしいライフスタイルの促進
１６６　参加と協働による環境保全のためのしくみづくり
１７０　水環境保全対策の推進

１５７　不法投棄の防止対策の推進
１６２　総合的な環境教育の推進
１６５　事業者・消費者としての県の環境配慮への率先的取組み
１６９　環境に配慮した土地利用の推進
１７６　都市と里山のみどりの保全と活用

各地区の将来像と
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Ⅶ　個性あふれる地域づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １７１～１７５ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

２２１　上流と下流の住民で支える水源地域づくり ・水源地域交流の里づくり
・水源地域上下流間交流の促進
・水源地域が整備する交流促進施設、情報提供施設の整備への支援

２２４　酒匂連携軸整備の推進 ・酒匂川流域を中心とした都市づくりの推進
２２５　富士箱根伊豆交流圏整備の推進 ・御殿場線沿線地域の活性化及び構想の見直し
２２６　花と水の交流圏づくりの推進 ・市町の施設整備への支援、情報発信やＰＲ事業など
２３５　自動車専用道路網の整備 ・第二東名高速道路、厚木秦野道路
２３７　交流幹線道路網の整備 ・酒匂縦貫道路、県道７４号（小田原山北）、県道７７号（平塚

松田）、県道７８号（御殿場大井）、県道７０８号（秦野大井）
２３８　地域分断・交通のボトルネックの解消 ・橋りょうの新設（(都)和田河原開成大井線酒匂川2号橋）
２３９　道路施設の適正な維持管理 ・橋りょうの修繕及び補強（県道７４号(小田原山北)新大口橋の補修）

・舗装の補修（国道２５５号）
・安全施設の維持（県道７８号（御殿場大井）の歩道補修）

２４１　計画的な宅地供給の促進 ・土地区画整理の促進（まま下怒田地区、開成町南部地区(仮称））
２４８　水源地域の水環境の保全 ・ダム湖上流の砂防施設の整備（笹子屋沢、細川沢）
２５１　みどりを保全・活用するまちづくり ・みどりを生かしたがけ崩れ対策（谷峨地区、篠窪日陰地区の

急傾斜地崩壊防止施設の整備）
２５２　都市公園などの整備 ・県立都市公園などの整備（山北つぶらの公園）
２５３　うるおいのあるみち空間の形成 ・段差のない歩道の整備（県道７１１号（小田原松田））
２５５　ひとや自然にやさしい水辺づくり ・ひとや自然にやさしい川づくり（酒匂川、狩川の親水護岸整備）

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

２３２　公共交通整備の総合的な推進
２４４　安全・安心に配慮した住まいづくり
２５４　都市景観の保全と創造

２４３　良質な都市型住宅の供給と住環境の整備
２４９　下水道整備の推進
２５６　環境への負荷を軽減するまちづくり

足柄上
地区
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■　地域の将来像

Ⅷ 西 湘 地 区

いきいき観光交流都市・西湘
豊かな自然、歴史や文化が支える“やすらぎと
活力あふれるまち・西湘”をめざして

１　地域の課題

地区の数値データ（指標）西湘地区は、富士・箱根・伊豆に連なる豊かな自
然、歴史的遺産などの地域資源に恵まれ国際的な観
光地として発展してきましたが、近年、宿泊観光客
数の伸び悩みや中心市街地の空洞化など、地域経済
の停滞が見られることから、一層の地域活性化に向
けた取組みが必要です。

基礎データ

・総人口　 ２４９,９２３人 （０２.９％）

・総面積　 ２５４.９２k㎡ （１０.６％）

（１）地域の資源を生かした観光振興
西湘地区は、海、山、川、湖、温泉の豊かな自

然、歴史や文化など観光資源に恵まれ、全国有数
の国際観光地・箱根、城下町宿場町小田原やさが
みの小京都・湯河原をかかえています。地域では、
観光客誘致のための様々な観光行事に取り組んで
おり、年間３,０００万人前後の観光客が訪れていま
すが、観光客数、特に宿泊観光客は減少傾向にあ
ることから、一層の観光振興に努める必要があり
ます。

（２）産業振興と中心市街地活性化
商店や工場などの事業所数、小売業商品販売額

などが減少傾向にあり、また、中心部の百貨店の
撤退や郊外大型商業施設の出店などにより中心市
街地の活力が低下していることから、中心市街地
の総合的かつ魅力ある整備に努める必要がありま
す。また、みかん園などの耕作放棄地の増加、後
継者や担い手の不足など農林水産業を取り巻く環
境が厳しい状況にあります。

（３）交流・連携を促進する道路網などの整備
小田原厚木道路、西湘バイパスと国道（1号、

１３５号）の接続部などにおいて渋滞が発生してい
ますが、道路網は、生活基盤、産業基盤としての役
割だけでなく、観光のための回遊ルートや災害時
の緊急輸送路としての役割があることから、広域
的な道路網などの整備に努める必要があります。

○入込観光客数�
（暦年）（単位：千人）

（「神奈川県入込観光客数調査報告書」
（神奈川県観光振興対策協議会）より作成）

�

日帰り�

宿　泊�

計�

２００１�

２４,０９５（１８.０%）�

０６,０５１（４７.６%）�

３０,１４６（２０.５%）�

２００２�

２３,８１７（１７.５%）�

０５,９３９（４６.２%）�

２９,７５６（２０.０%）�

２００３�

２４,６９８（１７.７%）�

０５,８７８（４５.８%）�

３０,５７６（２０.１%）�

○外国人入込観光客数�
（暦年）（単位：人）

（「箱根町調べ」より作成）

�

箱根町・宿泊�

２００１�

６１,３４５�

２００３�

５２,５７６�

２００２�

６６,２２５�

○小売業の年間商品販売額�
（単位：億円）

（「神奈川県商業統計調査結果報告」より作成�
西暦は調査実施年を示す）�

１９９７�

３,３５９（４.３％）�

１９９９�

３,２５６（３.７％）�

２００２�

３,１９２（３.８％）�

○事業所数�
（単位：事業所）

（「事業所・企業統計調査（総務省）」より作成）

１９９６�

１４,７１３（４.５％）�

１９９１�

１４,７３９（４.６％）�

２００１�

１３,６８４（４.４％）�

○中心市街地流動客数�
（単位：人／日）

（「小田原市主要商店街流動客調査」より作成）

２００２�

１１２,４３８�

２００１�

１４１,２６２�

２００３�

１３４,７１０�

○都市計画道路の整備率�
（単位：％）

（「都市計画課調べ」より作成）

２００２�

６３.５�

２００１�

６１.３�

２００３�

６４.２�

※（ ）内は全県に占める割合
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２　地域の将来ビジョン

３　地域構想図

自然、歴史、文化、産業などの多彩な地域資源を活用するとともに、静岡県などの隣県との交流も深め
ながら、「観光」を軸とした活力とやすらぎが感じられ、首都圏、さらには、海外から多くの人々が訪れる
観光交流都市・西湘の実現をめざします。

（１）地域資源を生かし世界に開かれた観光の魅力づくり
国内外から多くの人々が訪れるようにするため、西湘地区内外との交流・連携を深めながら、自然、

歴史や文化などの恵まれた地域資源を生かした観光地としての魅力の向上をめざすとともに、外国人観
光客への対応や歩く観光、体験型観光などの新たな観光ニーズにも対応した多様な観光振興を図ります。

（２）活力ある産業づくりと魅力ある中心市街地づくり
地域の交流拠点にふさわしい市街地の魅力と活力を再生するため、小田原駅周辺などの整備や魅力あ

る商店・商店街づくりをめざすとともに、多彩な産業が集積するよう新たな企業誘致をめざします。ま
た、人々が地場の商品や産品にふれる機会が増えるよう、地場産業や農林水産業と消費者との交流の促
進を図ります。

（３）交流・連携を支える道路網などの整備
人やものの交流、回遊性や防災面の機能を高め、都市の機能や自然のやすらぎを享受することができ

るようにするため、広域的な道路網などの整備、充実を図ります。

真鶴港みなとまちづくりの推進�

（（仮称仮称））箱根火山箱根火山��
学学習習セセンンタターー整備整備��

箱根関跡の整備�

小田原こどもの森公園�
わんぱくらんど整備　�

さつきの郷づくりさつきの郷づくり��

グリーンツーリズム拠点整備�

県立奥湯河原自然公園整備�

箱根湯本駅�
周辺地区整備�

（仮称）21森林公園整備�

おだわらレインボーヒルズ構想の推進�

藤木川遊歩道整備�
モミジの郷づくり�

湯河原駅周辺�
地区整備�（都）湯河原箱根�

仙石原線整備�

小田原駅周辺・広域交流拠点整備�

小田原こどもの森公園�
わんぱくらんど整備　�

▲�

国道138号�

真鶴港みなとまちづくりの推進�

岩漁港整備�

さつきの郷づくり�

早川�

JR御殿場線�小田急�
小田原線�

小田原厚木道路�
JR東海道新幹線�

JR東海道線�

伊豆箱根鉄道�
大雄山線�

箱根登山鉄道�

県立真鶴半島自然公園整備�

小田原漁港の整備�
早川多自然型・親水護岸整備�

グリーンツーリズム拠点整備�

広域農道�
小田原湯河原線整備�
広域農道�
小田原湯河原線整備�

国道1号（小田原�
箱根道路）整備�
国道1号（小田原�
箱根道路）整備�

県道739号整備�

駒ケ岳�

芦ノ湖�

西湘バイパス�

酒匂川�

山王川�

県立奥湯河原自然公園整備�

箱根湯本駅�
周辺地区整備�

（仮称）21森林公園整備�

（仮称）箱根火山�
学習センター整備�

おだわらレインボーヒルズ構想の推進�

藤木川遊歩道整備�
モミジの郷づくり�

湯河原駅周辺�
地区整備�（都）湯河原箱根�

仙石原線整備�

小田原西部丘陵公園整備�小田原西部丘陵公園整備�

箱根新道�

藤木川�

箱根関跡の整備�

国道1号�

小田原駅周辺・広域交流拠点整備�

山王川大雄山線橋りょう架替�

小田原�
環状道路整備�

酒匂縦貫�
道路整備�

小田原�
環状道路整備�

酒匂縦貫�
道路整備�

【凡例】�
プロジェクト構成事業�
中長期に取り組む構想・事業�

鉄道
�

�
道路�
計画路線�
�

西湘地区
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■　地域プロジェクト

１ 地域資源を生かし世界に開かれた観光の魅力づくり

①歴史・文化・伝統とのふれあい
貴重な史跡や歴史的建造物の保存活用に取り組むとともに、伝統的な街並みの整備や散策ルートづくり

を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�

事業支援�

事業実施�
　・連携�

事業支援�

事業支援�

事業支援�

１  小田原城跡及び歴史的街並み整備�

・  史跡小田原城跡の整備と花の名所づくり�
（小田原市）�

�
�

・  歴史的な景観資源を生かした景観形成�
（小田原市）�

�
�

・  近代建造物などを保全活用した地域づくり�
（県、小田原市、民間）�

２  街かど博物館の整備�
（小田原市）�

３  箱根関跡の保存整備�
（箱根町）�

４  歴史的観光資源の発見・創造�

・  人車鉄道活用事業の推進�
（民間）�

馬屋曲輪の整備�

散策路整備、花ラベル設置、植栽（花木・芝）�

景観形成指針などの策定�

景観形成整備�

近代建造物などの保全・活用、新たな活用手法の検討�

整備�

整備�

事業実施�

②海辺・水辺やみどりと花とのふれあい
美しい観光資源である海岸の保全・整備に取り組むとともに、酒匂川などの水系を環境と共生した親水

性豊かなふれあいの場として整備します。また、みどり豊かな自然公園などを自然体験型のレクリエーシ
ョンの拠点として整備するとともに、「花」と「水」をテーマとした観光・交流スポットの整備を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
　・連携�

事業実施�

１  真鶴港みなとまちづくりの推進�
（県、真鶴町、民間）�

�

２  ひとや自然にやさしい水辺づくり�

・  酒匂川・早川多自然型護岸の整備�
（県）�

物揚場の改良など施設整備�
みなとまちづくり協議会の活動�

多自然型護岸整備(酒匂川）�

多自然型・親水護岸整備(早川水辺プラザ）�

民との協働

街かど博物館の整備
街かど博物館は、かまぼこ、漬け物、菓子、塩干、木工などの地場産業に関わ

る工場、店舗などの協力のもと、観光客や市民が小田原の産業文化に触れること
ができる博物館として整備し、街なかの回遊性の向上を図るものです。
これにより、商業資源と観光資源を連携させて、街なかの魅力の向上を図るこ

とで、地域産業の一層の振興と、中心市街地の活性化を進めます。

箱根関跡の全景

各地区の将来像と
地域プロジェクト 緑住快適交流都市圏 ■ 西湘地区
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構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
�
�
�
�

�
事業実施�
　・連携�
�
�
�
事業実施�
�
事業支援�
�
�

事業実施�
　・支援�
�
�
�

事業実施�
　・支援�

事業実施�
�
事業支援�
�
�

事業支援�
�
�

事業支援�
�
�

事業支援�
�
�

事業支援�
�
�
�
�

事業実施�
　・連携�
�

事業実施�

・  西湘海岸の整備�
（県）�

�
�
�
�
�
�

・  ひとや自然にやさしい渓流づくり�
�（県、湯河原町）�

�
�

３  魅力ある都市公園などの整備�

・  小田原西部丘陵公園�
（県）�

・  小田原こどもの森公園わんぱくらんど�
（小田原市）�

４  自然公園の整備と活用�

・  県立真鶴半島自然公園�
（県、真鶴町）�

�
�
�
�
・  県立奥湯河原自然公園�

（県、湯河原町）�

・  自然公園区域内自然探勝歩道�
（県）�

５  広葉樹林化の促進�
（箱根町）�

６  花と水の交流圏の観光・交流スポットの整備�

・  さつきの郷づくり�
（湯河原町）�

�
�
・  モミジの郷づくり�

（湯河原町）�
�
�
・  小田原健康ウォーキングコースの整備�

（小田原市）�
７  西さがみ連邦共和国＊１散策道（仮称）の整備�

・  片浦ウォーキング・トレイルの整備�
（市町）�

�
�
�
�
８  酒匂川流域を中心とした都市づくり�

（県、市町、民間）�
�
�

９  温泉資源の保護と適正利用の推進�
（県）�

相模灘沿岸海岸保全地域計画の策定�

真鶴港海岸（琴ケ浜）護岸工�

小田原海岸（養浜工）�

小田原漁港海岸(御幸の浜）防波突堤･潜堤整備�

��早川、須雲川（渓流保全工）�

　　　　　藤木川（遊歩道整備）�

整備�

基盤整備・植栽�

遊歩道の柵・木階段などの補修�

保全利用基本計画の策定、公園計画の見直し�

公園歩道などの整備�

歩道、池峯園地の整備等�

外輪山周廻歩道などの整備�

国・県道沿線の山林の広葉樹林化�

植栽地除根・整地整備�

広場・園路などの整備�

歩道整備�

園地整備�

説明板・案内板などの設置�

関係機関・団体との協議�

整備構想・整備計画�

　　　　　サイン整備・道路整備�

酒匂川流域の都市づくりに向けた協働の取組み�

　 自転車・歩行者ネットワークの形成�

保護対策、温泉知識の普及、調査研究など�

みなとまちづくり（真鶴港） さつきの郷づくり

＊１　西さがみ連邦共和国…我が国有数の景勝地・保養地として知られ、歴史的にも深いつながりのある小田原市・箱根町・真鶴町・湯河原町
の1市3町が、広域連携を深めながら、新しい型の地域づくりを推進するために組織したものです。

西湘地区
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構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・連携�

事業支援�

事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・連携�

事業実施�
　・支援�
�

事業実施�
　・支援�

１  海外からの観光客誘致の促進�

・  国際観光見本市への出展参加�
（県、市町、民間）�

・  海外旅行会社を招待したツアーの実施�
（県、市町、民間）�

・  海外メディアを活用した誘客宣伝の実施�
（県、市町、民間）�

２  外国人旅行者受け入れ体制の充実�
（民間）�

３  県西地域観光誘客宣伝の実施�
（県、市町、民間）�

４  花と水の交流圏づくり・情報発信ＰＲ事業の推進�
（県、市町、民間）�

５  西さがみ連邦共和国・観光交流空間づくり＊1�
（県、市町、民間）�

�
�
６  西さがみ観光物産展の開催�

（県、市町）�

見本市への出展参加�

ツアーの実施�

国外の新聞・雑誌への広告掲載�

観光客実践もてなしモデル事業の実施�

テレビによる観光宣伝�

ガイドマップの作成・ホームページの運営等�

アクションプログラムの策定・実施�

活動啓発事業�

観光案内、産品の紹介・販売�

③世界に向けた観光誘客と情報提供の推進
近県や市町と連携を図りながら国内外からの観光客の誘致に取り組むとともに、地域の特色を生かした

観光交流空間づくりを進めます。

2 活力ある産業づくりと魅力ある中心市街地づくり

①地域に根ざした商工業の振興
魅力ある商店やにぎわいのある街づくりに努める商店街団体などの支援や既存産業の競争力強化を図る

とともに、コミュニティビジネスなどの創業を支援します。また、伝統工芸品産業の振興などに努めると
ともに、企業立地の優遇制度などを利用し、工業団地への企業誘致を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業支援�

事業実施�
　・連携�

事業支援�

事業支援�

事業支援�

事業実施�
　・連携�
事業実施�
　・連携�

１  商工業の競争力強化�
（民間）�

�
�

２  コミュニティビジネス＊２などの創業支援�
（県、市町、民間）�

�
�

３  地場産業の振興�

・  ウッドクラフト展の開催�
（民間）�

・  小田原箱根木製品フェアの開催�
（民間）�

・  伝統的工芸品産業の振興�
（民間）�

・  木工芸技術者の育成�
（県、民間）�

４  新たな産業集積の促進�
（県、小田原市）�

新商品開発など経営革新�

商店街施設整備・活動事業�

セミナーなどによる啓発・創業支援�

コミュニティビジネス中間支援組織の構築�

事業実施�

 　　　　  事業実施�

後継者育成等�

研修実施�

工場、事業場などの進出促進支援�

＊１　西さがみ連邦共和国・観光交流空間づくり…リーディングプロジェクトとして、「箱根駅伝街道魅力アップ事業」「西さがみ散策ネットワ
ーク形成事業」「ビジット西さがみ推進事業」を実施。なお、本事業は、２００４（平成１６）年１０
月、国土交通省が実施する「観光交流空間づくりモデル事業」に選定されています。

＊２　コミュニティビジネス…県では、「地域の課題解決やニーズ充足のため、地域資源を活用しながら、地域住民自らが主体となって継続的
に実施する地域密着型ビジネス」としています。

各地区の将来像と
地域プロジェクト 緑住快適交流都市圏 ■ 西湘地区
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小田原駅東口駅前広場整備

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�

事業支援�

�

事業支援�

事業連携�

事業支援�

�

事業支援�

事業支援�

１  広域交流拠点の整備促進�

・  小田原駅東口駅前広場などの整備�
（小田原市）�

・  お城通り地区再開発�
（小田原市、民間）�

�
�
�
�
・  小田原駅西口東町線街路整備�

（小田原市）�
�
�
・  公共サイン整備�

（小田原市）�

・  城下町ホール（仮称）の整備�
（小田原市）�

�
�
２  中心市街地活性化対策の推進�

・  小田原ＴＭＯ＊１事業の推進�
（民間）�

・  空き店舗を活用した商店街づくり�
（民間）�

広場再整備、人工地盤新設�

事業化計画策定�

調査・設計�

施設整備�

用地取得�

街路築造・電線共同溝整備�

案内板設置�

基本構想�

基本・実施設計､文化財調査､用地取得�

ＴＭＯ事業の推進�

女性プラザの運営�

チャレンジショップの運営�

②活力と魅力ある中心市街地のまちづくり
広域交流拠点として小田原駅周辺の整備を進め、魅力ある中心市街地づくりに努めます。

＊１　TMO…Town Management Organization（タウンマネージメント機関）の略。地域を構成する様々な主体が参加するまちづくりの運
営を横断的・総合的に企画調整し、中心市街地の活性化と維持に主体的に取り組む機関をいいます。

西湘地区
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小田原ふれあいの海辺（小田原漁港）イメージ

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業支援�
�
�

事業支援�
�
�

事業支援�
�
事業支援�
�
�
�

事業支援�
�
事業実施�
　・連携�
�
�

事業支援�
�

事業実施�
　・連携�
事業実施�
　・連携�
�

事業支援�
�
�

事業実施�
　・支援�
事業実施�

事業実施�
　・支援�
事業実施�
　・支援�

１  交流型農業の推進�

・  オーナー制度などの推進�
（民間）�

�
�

・  グリーンツーリズム＊２拠点（早川地区）の整備�
（小田原市）�

２  安全で安心な農林水産物の提供�

・  漁獲物の鮮度保持施設の整備�
（民間）�

・  農産物の生産流通確認システム（トレーサビリティシス�
　  テム＊３）の導入�

（民間）�
�

３  食と農林水産業の理解促進�

・  食育実践地域活動の推進 �
（小田原市）�

・  全国豊かな海づくり大会地域大会の開催�
（県、小田原市、民間）�

�
�
�
�

・  体験漁業の開催�
（民間）�

４  小田原ふれあいの海辺（小田原漁港）の整備�

・  蓄養水面の確保と生産流通加工拠点の整備�
（県、小田原市、民間）�

・  交流拠点の整備�
（県、小田原市）�

�
�

５  岩漁港整備�
（真鶴町）�

６  森林の整備と活用�

・  水源林の整備�
（県、小田原市）�

・  県有林資源の活用�
（県）�

・  間伐などの森林整備�
（県、市町、民間）�

７  野猿などの有害鳥獣対策�
（県、市町、民間）�

制度確立�

オーナー募集�

地元調整・計画策定�

�

殺菌冷海水装置などの整備�

システム導入�

　　　　　　システム推進�

�

体験学習・ボランティアの育成�

地域プレ大会事業の実施�

地域大会の開催�

大会の成果の継承�

事業実施�

�

防波堤・蓄養水面などの整備�

多目的広場・潜堤などの整備�

地下横断道路の整備�

基本計画策定、実施設計等�

�

水源林の確保・整備�

県産材の生産・供給�

間伐･造林などの実施･支援�

野猿の追払等�

③地産地消＊１による農林水産業の振興
交流型農業の推進や体験教室の開催などにより地産地消の推進、農林水産業の理解促進に努めるととも

に、小田原漁港の海業施設などの整備を進めます。

各地区の将来像と
地域プロジェクト 緑住快適交流都市圏 ■ 西湘地区

＊１　地産地消…地元でとれた新鮮で安全な農林水産物を地元で消費すること。食に対する安全・安心志向の高まりを背景に、消費者と生産者
の相互理解を深める取組みとして期待されています。

＊２　グリーンツーリズム…みどり豊かな自然や美しい景観、個性豊かな伝統文化や人情味あふれる日常生活など、都会にはないゆとりとやす
らぎを求めて、農村にゆっくり滞在することを目的とした旅行のことです。

＊３　トレーサビリティシステム…食品などの生産、加工、流通などの各段階で原材料の出所や製造元、販売先などの記録を記帳・保管し、食
品とその情報を追跡できるようにすることで、食品の安全の確保や問題食品の追跡・回収を容易にし、食品
の安全や品質、表示に対する消費者の信頼確保に役立てるものです。
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3 交流・連携を支える道路網などの整備

①広域的な道路網の整備
人やものの交流、回遊性や防災面の機能を高めるとともに、多様な交流・連携を支えるため、地域間を

連絡する広域的な道路網の整備を進めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�
　・支援�

事業実施�

１  交流幹線道路網の整備�
（国、県）�

�
�
�
２  広域農道の整備�

（県）�

調査・整備�

�

広域農道小田原湯河原線の整備�

国道１号（小田原箱根道路）、酒匂縦貫道路、�
小田原環状道路、県道７３９号（真鶴半島公園）、�

（都）湯河原箱根仙石原線等�

②ひとにやさしいみちづくり
幅が広く電柱や段差のない、だれもが歩きやすい歩道の整備を進めるとともに、街路樹の整備など道路

緑化の推進に努めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�

事業実施�

事業実施�

事業実施�

事業実施�

１  うるおいのあるみち空間の形成�

・  街路樹の整備�
（県）�

・  幅の広い歩道の整備�
（県）�

・  電線の地中化�
（県）�

・  段差のない歩道の整備�
（県）�

県道７２号（松田国府津）などの整備�

国道２５５号、県道７２０号などの整備�

国道２５５号などの整備�

県道７２号、県道７１１号などの整備�

③自然災害に強いまちづくり
地震、洪水、津波・高潮、土石流・がけ崩れなどの自然災害から観光客を含めた地域住民の生命・財産

を守るとともに、広域的な道路網の機能を維持するため、治水対策の推進、津波高潮対策の推進や土砂災
害防止施設などの整備に努めます。

構 成 事 業 名 � ２００４� ２００５� ２００６� 県の関わり�
事業実施�

事業実施�

�

事業実施�

事業実施�

事業実施�

事業実施�

１  治水対策の推進�
（県）�

�
�

２  津波高潮対策の推進�
（県）�

�
�
３  土砂災害防止施設などの整備�

・  砂防施設の整備�
（県）�

・  地すべり防止施設の整備�
（県）�

・  落石など危険箇所の整備（国道１号、１３５号など）�
（県）�

４  凍雪害対策の推進�
（県）�

山王川大雄山線橋りょう架替�

森戸川護岸整備�

小田原海岸（防波柵､防潮扉）�

湯河原海岸(人工リーフ）�

ダム工(椿沢､勘三郎沢､米神清水川､宮城野沢）�

アンカー工（早雲山）�

落石などの危険箇所の整備�

調査�

活動拠点整備�

西湘地区
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Ⅰ　安心してくらせる福祉・医療の基盤整備 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １３７～１４２ページ

西　湘　地　区　で　展　開　さ　れ　る　主　な　取　組　み
「神奈川力構想・プロジェクト５１」の実施計画に記載されている「主な施策・事業」及び「まちづくり事業」のうち、西

湘地区で展開される主なものを紹介します。

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

０１　地域医療の機能別整備
０５　保健・医療・福祉人材の養成・確保
０８　生活習慣病対策の推進
１０　母子保健の推進
１２　感染症対策の充実
１４　エイズに関する相談・検査及び医療体制の充実
２０　権利擁護の推進
２２　介護保険施設などの着実な整備
２４　高齢者の社会参画活動への支援
２６　身体・知的障害者の日常生活への支援の充実
２８　障害特性を踏まえた民間障害福祉施設などの整備・充実

０２　救急医療体制の強化
０７　保健・医療・福祉現任者教育の充実と専門性の向上
０９　8020運動（歯科保健）の推進
１１　難治性疾患対策の充実
１３　エイズに関する教育、普及・啓発活動の充実と民間活動への支援
１８　地域における福祉コミュニティづくりの促進
２１　介護保険制度の定着と適切なサービスの提供
２３　高齢者の介護予防などの取組みの充実
２５　身体・知的障害者の支援費制度に基づく福祉サービスの充実
２７　身体・知的障害者の就労・社会参加の促進
３１　精神障害者福祉の充実

Ⅱ　県民の安全・安心の確保 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １４３～１４９ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

３５　安全で安心な食の確保 ・養殖業に対する防疫と安全の指導
３６　沿場のレジオネラ症発生防止対策の推進 ・温泉資源の保護と適正利用の推進
４２　緊急輸送路などの整備 ・緊急輸送路となる道路の整備（国道1号、国道１３５号の道路法面の防災

対策、国道１３５号（洗頭川）の確保、国道１３８号（瀬戸沢）の確保）
・緊急輸送路と連携する緊急物資受入港の機能充実（真鶴
港の防災施設の整備）

４６　治水対策の推進 ・都市河川重点整備「かながわSafetyリバー５０」（山王川の護岸整備）
・大河川の整備（酒匂川の多自然型護岸整備）
・都市河川の整備（森戸川の護岸整備）

４７　海岸保全施設の整備 ・津波・高潮対策の推進（小田原海岸、真鶴港海岸、湯河原海岸）
・侵食対策の推進（小田原海岸の養浜の整備）
・漁港海岸の侵食防止（小田原漁港）

４８　土砂災害防止施設などの整備 ・砂防施設の整備（椿沢、勘三郎沢、米神清水川、宮城野沢）
・地すべり防止施設の整備（早雲山）
・急傾斜地崩壊防止施設の整備（聖ヶ窪地区、宮の前地区、府川地区）

４９　水辺施設の保全の推進 ・港湾施設の保全（真鶴港）
５０　安全防災を支える農林水産業の推進 ・災害を未然に防止する農業施設づくり（曽我谷津地区、曽我

別所地区の水路兼用農道、鬼柳地区の用排水路）
・治山事業の推進（元箱根）
・災害に強い漁港の整備（小田原漁港）

７２　交通安全施設などの整備 ・県道７２３号（関本小涌谷）の交差点改良

【主な施策】 【取り組む内容】

３３　福祉のまちづくりの推進 ・都市公園のバリアフリー化の推進

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

３８　消費者被害などの未然防止と救済
５３　災害時広域応援体制の強化
７０　生涯にわたる交通安全教育の推進
７８　警察施設・装備の整備

５２　市町村地震防災対策への総合的支援
６３　身近な犯罪の予防・検挙活動の推進
７３　効果的な交通指導取締りの推進

各地区の将来像と
地域プロジェクト 緑住快適交流都市圏 ■ 西湘地区



119

Ⅲ　未来を担う人づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５０～１５４ページ

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

０８２　子育てを支える地域社会の基盤の充実
０８４　多様な保育サービスの拡充
０８６　児童養護施設などにおける専門的ケアの充実
０９４　学校と地域社会との交流の活性化
０９８　快適な教育環境の整備
１０６　青少年問題への総合的取組みの推進
１０９　教育相談の充実
１１１　青少年の多様な体験活動の促進

０８３　保育所などの整備・拡充の促進
０８５　児童虐待の防止に向けた取組みの促進
０９０　不登校・ひきこもり、いじめ・暴力行為などへの対応
０９５　新しいタイプの高校の設置拡大
０９９　県立学校などの防災対策の推進
１０７　青少年を取り巻く社会環境の健全化の推進
１１０　家庭、地域の教育機能の充実

Ⅳ　産業振興による地域経済の活性化 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １５５～１６０ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１３１　地域の特性を生かした産業の振興 ・県西地域産業振興協議会を核とした地域からの産業振興
（創業応援キャラバン、創業者育成塾、インキュベート
施設整備の促進、大学技術の企業への紹介等）

・箱根寄木細工の後継者育成事業などに対する助成
・業種別組合などが行う新商品開発、販路開拓などの事業に対する支援
・木工芸技術者の育成

１３３　かながわツーリズムの推進 ・テレビ放映による観光宣伝（県西地域）
・国際観光展への出展などによる国際観光客の誘致（県西地域）

１４０　地産地消による農林水産業の振興 ・漁獲物の鮮度保持施設の整備に対する支援
・学校給食への導入などをめざした「魚を食べること」への理解促進
・全国豊かな海づくり大会を通じた「魚を食べること」の普及の推進

１４１　資源の有効活用による農林水産業の振興 ・計画的な間伐にかかる協定の締結及び間伐材の集材・搬出の支援
・私有林の森林整備への支援
・カタクチイワシなどの付加価値向上のための技術開発

１４３　環境に配慮した農業生産基盤の確保と整備 ・農道整備の推進（広域農道小田原湯河原線、上曽我地区、
早川石橋地区、六本松地区）

１４４　森林づくりを支える基盤の整備と森林の保全 ・林道の計画的な整備（宮城野林道等）
１４５　水産基盤の整備 ・漁港の整備（小田原漁港）

・市町営漁港の整備
・漁港区域の海岸整備（小田原漁港海岸）
・魚礁などの設置による漁場造成

１４７　地域に即した生産の振興 ・栽培漁業の推進による沿岸漁業の振興
・資源管理型漁業の推進による沿岸・沖合漁業の振興
・アユの種苗放流とワカサギ卵の確保などによる内水面漁業の振興
・みかんや茶の生産振興による傾斜地農業の活性化

１５１　多様な生物が生息する水辺環境の保全と創造 ・カワウやブラックバスなどによる在来魚への食害防止などの技術開発
１５４　都市住民も参加した海業の推進 ・都市と漁村との交流活動の推進

・漁業経営へ遊漁の積極的導入
・漁業・遊漁・海洋レジャーの利用調整

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・
１２０　ベンチャー企業の創出・育成
１２２　企業誘致の促進
１２６　ものづくり高度化への支援
１３０　まちのにぎわいを創出する産業の振興
１４２　地域における農政の総合推進
１５０　農地の持つ多面的機能の発揮

１２１　新規成長分野の産業振興
１２５　産学公連携による事業化・商品化への支援
１２９　経営革新への支援
１３２　コミュニティビジネスの創出促進
１４６　農林水産業の経営基盤の強化
１５２　環境にやさしい農業の推進

西湘地区
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Ⅴ　地域からの環境の保全と創造 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６１～１６４ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

１６７　協働による環境保全活動の実践の推進 ・鮎沢川・酒匂川流域環境保全行動の推進
１７４　県民との協働による水源の森林づくり ・水源地域の私有林の公的管理・支援の推進
１７７　自然とのふれあいと県民と一体となった森林 ・自然公園の整備と活用（県立真鶴半島自然公園、県立奥湯

の保全 河原自然公園、自然公園区域内自然探勝歩道）

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１５６　廃棄物の発生抑制・資源化・適正処理の推進
１５８　地球温暖化対策の推進
１６２　総合的な環境教育の推進
１６５　事業者・消費者としての県の環境配慮への率先的取組み
１６９　環境に配慮した土地利用の推進
１７５　丹沢大山などの自然環境の保全としくみづくり

１５７　不法投棄の防止対策の推進
１６０　新エネルギー導入の推進
１６４　環境にやさしいライフスタイルの促進
１６６　参加と協働による環境保全のためのしくみづくり
１７０　水環境保全対策の推進
１７６　都市と里山のみどりの保全と活用

Ⅵ　心豊かなくらしと共生社会の実現 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １６５～１７０ページ

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

１８３　文化財の保存と活用
１８６　学習内容の深化と成果を活用する場づくり
１９２　スポーツ活動の多様な場づくり
１９４　ボランタリー活動支援の推進
２００　家庭と仕事などの両立支援
２０３　地球市民意識の醸成と多文化理解の推進
２０５　世界の地域との交流の推進
２０７　環境分野における人、技術、情報の国際交流の推進
２０９　外国籍県民がくらしやすい環境づくり
２１１　県民の国際活動との協働・連携の促進

１８５　県立社会教育施設などの生涯学習機能の活用
１９０　スポーツ活動を支えるしくみづくり
１９３　ＮＰＯなどとの協働・連携による公的サービスの推進
１９５　ＮＰＯなどに関する情報提供・相談体制の充実
２０１　異性に対する暴力の根絶と人権の尊重
２０４　非核・平和意識の普及
２０６　アジア地域などへの国際協力の推進
２０８　外国籍県民とともに生きるしくみづくり
２１０　県民の国際活動の支援
２１５　県政への県民参加の充実

各地区の将来像と
地域プロジェクト 緑住快適交流都市圏 ■ 西湘地区
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Ⅶ　個性あふれる地域づくり 「神奈川力構想・プロジェクト５１」 １７１～１７５ページ

【主な施策】 【取り組む内容】

２２４　酒匂連携軸整備の推進 ・酒匂川流域を中心とした都市づくりの推進
２２５　富士箱根伊豆交流圏整備の推進 ・御殿場線沿線地域の活性化及び構想の見直し

・ウエスト４実行委員会への支援
２２６　花と水の交流圏づくりの推進 ・市町の施設整備への支援、情報発信やＰＲ事業など
２２７　相模湾沿岸の地域資源を生かした魅力ある ・相模湾沿岸地域保全等構想の策定

地域づくり
２３４　みなとまちづくりの推進 ・真鶴港の再整備
２３７　交流幹線道路網の整備 ・国道１号（小田原箱根道路）、国道１３５号、酒匂縦貫道路、小田

原環状道路、（都）湯河原箱根仙石原線、県道７０９号（中井羽
根尾）、県道７３９号（真鶴半島公園）、（都）城山曽比線

２３９　道路施設の適正な維持管理 ・舗装の補修（県道７２号（松田国府津））
２４２　既成市街地の再整備による都市機能の更新 ・市街地再開発の促進（小田原駅東口お城通り地区）
２４４　安全・安心に配慮した住まいづくり ・高齢者・障害者向け公営住宅の整備、改善の推進（県営南鴨宮団地）
２４５　的確な公的住宅の整備 ・公営住宅の的確な整備（県営南鴨宮団地）
２４７　安全で良質な水の安定供給の推進 ・県営水道の充実（イタリー水源の小水源浄水処理改善対策）
２４９　下水道整備の推進 ・酒匂川流域下水道の整備（左岸処理場、右岸処理場の整備）
２５０　下水道施設・資源の有効活用 ・酒匂川流域下水道処理場の上部を利用した緑地整備

・下水道資源の有効活用
２５１　みどりを保全・活用するまちづくり ・みどりを生かしたがけ崩れ対策（聖ケ窪地区の急傾斜地崩壊防止施設の整備）
２５２　都市公園などの整備 ・県立都市公園などの整備（小田原西部丘陵公園）

・近代建造物と邸園を保全活用した地域づくり
２５３　うるおいのあるみち空間の形成 ・街路樹の整備（県道７２号（松田国府津））

・幅の広い歩道の整備（国道２５５号、県道７２０号（怒田開成小田原））
・電線の地中化（国道２５５号）
・段差のない歩道の整備（県道７２号（松田国府津）、県道
７１１号（小田原松田））

２５４　都市景観の保全と創造 ・相模湾沿岸における「景観まちづくりのための指針」の策定
２５５　ひとや自然にやさしい水辺づくり ・ひとや自然にやさしい川づくり（早川の親水護岸整備）

・ひとや自然にやさしい海岸づくり（真鶴港海岸の自然回復型海岸の整備）
・ひとや自然にやさしい渓流づくり（早川、須雲川の渓流
保全の整備、藤木川の遊歩道整備）

２５７　新エネルギーを活用した都市整備 ・新エネルギーを活用した公園整備（小田原西部丘陵公園）

・・・　各地区共通に取り組む主な施策・事業　・・・

２３２　公共交通整備の総合的な推進
２５６　環境への負荷を軽減するまちづくり

２４３　良質な都市型住宅の供給と住環境の整備

西湘地区
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計画の推進にあたって

○　地域プロジェクトの推進にあたっては、県は直接行う事業の着実な推進を図るほか、市町村や民間が

行う事業への財政的な支援や技術的な支援、市町村や民間が行う事業と共通目的のもとで連携して県事

業を進めるなど、さまざまな方法で位置づけられた事業を着実に実行していきます。

○　また、地域の環境変化に的確に対応し､県民の皆さんや市町村などとの協働・連携による計画の着実

な推進を図るため、各地域で県と市町村が連携して推進する体制を整備するとともに、推進の過程で柔

軟に対応していくことも含め適切な進行管理を行い、その内容を県民の皆さんに明らかにしていきます。

計画の推進にあたって

計画の推
進にあた
って
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付　属　 資 料

神奈川県総合計画審議会答申

平成１６年１１月２４日
神奈川県知事　松沢　成文　殿

神奈川県総合計画審議会
会長　小林　重敬

地域計画（案）について（答申）

平成１６年１１月１１日に諮問を受けた地域計画（案）に
ついて審議した結果、地域計画(案)を妥当なものとして
評価いたしました。つきましては、地域計画(案)が、
「神奈川力構想・プロジェクト５１」と一体のものとして
着実な推進が図られるよう求め、次のとおり答申します。

１　地域計画策定の経緯と評価
今回の地域計画は、地方分権改革が進展する状況の
中で、地域づくりの主体である市町村との共同作品と
して策定が進められてきました。地域計画の策定にあ
たっては、「神奈川力構想・プロジェクト５１」で示
された「県土づくりの基本的方向」を踏まえ、県と市
町村が議論を重ねながら、地域ごとの将来像を描くと
ともに、それぞれの地域づくりの主要な課題を明らか
にしつつ、課題への対応や地域の個性ある発展に取り
組む、県、市町村、民間の施策・事業を位置づけてい
ます。また、その策定過程においては、県民等の意見
の反映に最大限努めてきました。
当審議会では、こうした策定過程を通じてまとめら
れた地域計画（案）について、地域計画策定専門部会
における専門的な立場からの審議・検討を踏まえつ
つ、幅広い観点から地域計画全般にわたって審議を重
ねてまいりました。
この地域計画（案）に対する答申にあたって、当審
議会は次のとおり評価し、意見を述べます。

（１） 神奈川の地域のすがたについて
○　計画の策定にあたっては、「かながわ新総合計画
２１」の県土の将来構想を継承しつつ、「神奈川力構
想・プロジェクト５１」においても位置づけた3つ
の地域政策圏の考え方を、県としての広域的な地
域政策の基本に据えるとともに、各地域において
は県と関係市町村が、それぞれの地域の現状や課
題に対応した地区計画を策定することにより、多
様で個性的な地域づくりの方向が明らかにされた
ものと考えます。

○　地区計画の地域区分設定については、人々の通
勤・通学圏や商圏などの生活の広がり等が大きく
変動していないことから、これまでと同様に8地区
に区分しており、適当と考えますが、さらに今回
の地域計画においては、地域区分にとらわれるこ
となく、地域政策圏ごとに広域的な取組みの考え
方が示されていることは適切であると考えます。

（２） 各地区の将来像と地域プロジェクトについて
○　地区別の計画においては、「地域の将来像」「地域
プロジェクト」「主な施策・事業の地区での取組み」
を掲げていますが、各地区の課題が明確にされ、
それに対応した施策の方向が示されるなど、課題
対応型の地域計画として策定されたことは、時代
の変化に対応しつつ、地域の個性的発展をめざす
計画づくりとして適切なものと評価します。

○　各地区の計画の策定にあたっては、それぞれの地
区で、地域計画策定推進会議を開催し､県と関係市
町村の論議を通じて、地域の課題の設定や施策等
の検討を行うなど、地域の主体性をより重視した
ことにより、それぞれの地域で特色ある計画づく
りが行われたものと評価します。

○　地域の将来像では、概ね１０年後の２０１５年を見通
して、地域の課題を踏まえ、地域の個性を生かし
た地域形成の将来展望を掲げるとともに、各種の
数値データを示すことにより、県民が地域の変化
を容易に把握できるような工夫がなされたと考え
ます。

○　それぞれの地域の将来像は、地域づくりに向けた
県と市町村との共通の将来方向を示すものとして
意義があると考えますが、また、それを実現する
ため、それぞれの地域の持つ個性や活力を生かし
た取組みとして、地域プロジェクトが設定されて
いることは、実行を重視したシンプルな計画づく
りとして適切なものと考えます。

○　地域プロジェクトについては、計画や調査段階の
ものと事業実施段階のものの明確化や、県と市町
村・民間の事業主体の役割分担、さらに市町村事
業等の県の関わりが明らかにされるなど、その工
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程や取組み内容に表記のうえでも工夫がされ、県
民の立場に立った分かりやすい計画づくりが図ら
れたと考えます。

○　今回の地域計画では、各地区において重点的に取
り組むべき課題に対応した、県と市町村、民間の
連携による施策・事業をとりまとめ、とくに「神
奈川力構想・プロジェクト５１」で据えた〈民との
協働〉の基本的視点に立った具体的な取組みを、
各地区でコラムとして掲げていますが、こうした
公民連携した施策展開は、今後の地域づくりの方
向として、適切であると考えます。

（３） 地域計画の策定手続きについて
○　今回の地域計画の策定にあたっては、「神奈川力
構想・プロジェクト５１」での本審議会の答申を受
け、早期に地域計画を策定するとの方針に立って
作業が進められましたが、「神奈川力構想・プロジ
ェクト５１」の策定時に寄せられた地域計画への意
見を生かすとともに、2回にわたる県民参加を実施
し、提案された意見等についてもできる限り地域
計画（案）に反映させるなど、参加による地域計
画づくりの取組みも適切に行われたものと評価し
ます。

○　各地区ごとに県と市町村による地域計画策定推進
会議を設け、地域づくりの主体である市町村と、
課題の抽出や将来ビジョンの設定などから共同で
作業を進めるとともに、移動知事室や首長懇談会
を通じ、知事と市町村の首長との直接対話による
意見交換を実施するなど、対等・協力の関係にあ
る県と市町村との共同作品とするための努力がさ
れていると考えます。

2 地域計画推進にあたっての留意事項
今後の地域計画の推進にあたっては、特に次の点に
留意するよう求めます。

（１） 時代の変化に対応した地域計画の柔軟な推進
○　神奈川は、時代の変化の兆しがいち早く現れる地
域であり、今後とも社会経済状況を注視していく
必要がありますし、また、国の三位一体の改革を
含む地方行財政制度改革の動向等についても地域
に大きな影響を及ぼすことから、的確な対応が求
められます。

○　こうしたことから、地域計画の推進にあたっては、
地域計画策定専門部会で提起された中長期的な課

題を踏まえつつ、「神奈川力構想・プロジェクト５１」
と一体のものとして、時代の変化や県民ニーズの
動向などを的確に把握し、様々な変化に柔軟に対
応した施策展開を図る必要があります。

○　計画の地域区分の設定についても、今後の人口動
態等の社会の変化や、市町村合併等の動向、広域
的な課題への対応などを勘案し、新たな地域区分
の設定について検討することが必要です。

○　また、今回は、２０１５年を目標年次とした計画づ
くりを進めてきましたが、それ以降の本格的な人
口減少時代に向けた新たな社会システムや地域政
策のあり方、社会資本形成のあり方などについて、
国等の政策動向も注視しながら、今後の地域計画
づくりにあたっての課題として十分に検討するこ
とが必要です。

（２） 市町村と連携した地域計画の推進
○　地域計画の着実な推進に向け、「地域主権実現の
ための中期方針」に基づき、広域自治体としての
県の機能と役割を見据えながら、対等・協力の関
係にある県と市町村が、より一層、連携強化し、
主体的な地域づくりを進められるよう、施策・事
業の推進に取り組む必要があります。

（３） 適切な進行管理による地域計画の推進
○　地域計画は、「神奈川力構想・プロジェクト５１」
と一体のものとして推進することを基本とし、そ
の進行管理にあたっては、地域計画に位置づけら
れた地域プロジェクトの進捗状況を公開するため
の方法の検討や、事業主体の多様性に配慮した公
表の方法など、県民にとってより分かりやすいも
のとなるよう工夫を重ねていくことが必要です。

（４） 意見等の地域計画への反映の継続的努力
○　地域計画の策定過程で寄せられた県民の意見や要
望の多くは、地域計画に反映されたものと考えま
すが、現時点で反映できないものや、継続的な検
討事項とされた意見であっても、地域計画の推進
過程で対応が可能なものは、その具体化を図るよ
う求めます。

以上、答申にあたって意見を述べましたが、当審議会
としては、別添の地域計画(案)を全体として妥当なもの
と評価し、「2 地域計画推進にあたっての留意事項」に
十分配慮しつつ、地域計画の着実な推進に最大限の努力
を図られるよう求めます。

付属資料
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地域計画の策定経過

年　月　日

２００３（平成１５）年０７月３１日～０８月２９日

２００３（平成１５）年１０月２４日～１１月１９日

２００３（平成１５）年１２月１０日～

２００４（平成１６）年０１月０９日

２００４（平成１６）年０３月２６日

２００４（平成１６）年０３月３１日

２００４（平成１６）年０５月１４日

２００４（平成１６）年０５月２０日

２００４（平成１６）年０６月０３日～０８月０４日

２００４（平成１６）年０６月２４日

２００４（平成１６）年０７月２２日

２００４（平成１６）年０７月２６日～０８月３１日

２００４（平成１６）年０９月０１日

２００４（平成１６）年０９月０９日

２００４（平成１６）年０９月１３日

２００４（平成１６）年０９月１７日～１０月１７日

２００４（平成１６）年１０月１３日

２００４（平成１６）年１０月１９日

２００４（平成１６）年１１月１１日

２００４（平成１６）年１１月１２日

２００４（平成１６）年１１月１９日

２００４（平成１６）年１１月２４日

２００４（平成１６）年１２月２１日

２００４（平成１６）年１２月２２日

経　過

総合計画への位置づけを含め市町村と検討

地域計画策定を想定し市町村と意見交換

地域計画策定を前提に市町村から意見聴取

第７８回総合計画審議会

（審議事項）・「地域計画策定の基本的考え方」の審議

「地域計画策定の基本的考え方」決定

第７９回総合計画審議会

（審議事項）・地域計画策定基本方針の審議

地域計画策定基本方針決定

地域計画に係る知事・副知事と市町村長との懇談

第１回地域計画策定専門部会

（審議事項）・地域計画素案（骨子）の審議

地域計画素案（骨子）公表

県民参加の実施

第２回地域計画策定専門部会

（審議事項）・地域計画素案の審議

第８０回総合計画審議会

（審議事項）・地域計画素案の審議

地域計画素案公表

県民参加の実施

第３回地域計画策定専門部会

（審議事項）・地域計画案の審議

第８１回総合計画審議会

（審議事項）・地域計画案の審議

諮　問　　・知事から総合計画審議会会長に諮問

第４回地域計画策定専門部会

（審議事項）・地域計画答申案の審議

第８２回総合計画審議会

（審議事項）・地域計画答申案の審議

答　申　　・総合計画審議会会長から知事に答申

県議会による議決

「神奈川力構想・地域計画」として決定
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付属資料

神奈川県総合計画審議会委員名簿（2004年4月～） （５０音順、敬称略）

会　　長 小林　重敬 横浜国立大学大学院工学研究院教授

副 会 長 ※上條　茉莉子 コペルネット株式会社代表取締役
副 会 長 ※鈴木　佑司 法政大学法学部教授
（地域計画策定専門部会部会長）

委　　員 麻生　文雄 神奈川県農業協同組合中央会会長
飯田　誠 神奈川県議会議員
磯貝　捷彦 神奈川県議会議員

※礒野　弥生 東京経済大学現代法学部教授
※江口　隆裕 筑波大学大学院教授
大川　裕 社団法人日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会会長
小澤　良明 神奈川県市長会会長（小田原市長）
北澤　宏一 独立行政法人科学技術振興機構理事

※栗原　彬 明治大学文学部教授
白石　俊雄 日本労働組合総連合会神奈川県連合会会長
鈴木　恒夫 神奈川県議会議員
L梨　昌芳 神奈川県商工会議所連合会会頭
竹内　英明 神奈川県議会議員
田中　忠一 神奈川県医師会会長
富田　光男 神奈川県議会議員

※橋本　廸生 横浜市立大学医学部附属病院医療安全管理学教授
林　　英樹 社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会会長
平本　さとし 神奈川県議会議員
藤原　まり子 博報堂生活総合研究所客員研究員
星野　剛士 神奈川県議会議員
マリ　クリスティーヌ　　異文化コミュニケーター
蓑茂　寿太郎 東京農業大学教授
宮村　忠 関東学院大学工学部教授
惠　　小百合 江戸川大学社会学部環境デザイン学科教授
毛内　良一 神奈川県消費者団体連絡会事務局長
守屋　大光 神奈川県町村会会長（葉山町長）
八木　正幸 株式会社浜銀総合研究所理事

特別委員 ※秋本　福雄 東海大学工学部教授
※鹿住　倫世 高千穂大学経営学部助教授
※勝野　武彦 日本大学生物資源科学部教授
※北村　喜宣 上智大学法学部教授
※小林　宏一 東洋大学社会学部教授
※清　 一郎 関東学院大学経済学部教授
※曽　 深 横浜 僑総会会長
※竹中　千春 明治学院大学国際学部教授
※田代　洋一 横浜国立大学大学院国際社会科学研究科教授
※治田　友香 シーズ＝市民活動を支える制度をつくる会プログラムディレクター
※久常　節子 慶應義塾大学看護医療学部教授
※米村　恵子 江戸川大学社会学部教授

退任委員 （役職名は委員就任時のもの）
前 委 員 あかま二郎 神奈川県議会議員（２００４年5月まで）

阿部　絢子 社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会会長（２００４年5月まで）
伊藤　とおる 神奈川県議会議員（２００４年5月まで）
杉山　信雄 神奈川県議会議員（２００４年5月まで）
藤井　深介 神奈川県議会議員（２００４年5月まで）
真壁　忠利 日本労働組合総連合会神奈川県連合会会長（２００４年１１月まで）

※は地域計画策定専門部会委員
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県民参加の概要

ご意見・ご提案の総数　6 3 3 件（延べ件数）

計画の策定にあたっては、地域計画（素案骨子）及び地域計画素案策定後の二段階で集中的な県民参

加を実施しました。実施にあたっては、県民参加用冊子等を配布するなど多様な媒体を活用した情報提

供を積極的に行い、様々な方法でご意見・ご提案をいただくとともに、県民参加のプロセスを重視した

「透明性の高い計画づくり」に努めました。

１ 広報の実績

・パンフレットや冊子の作成

「地域計画（素案骨子）」

「地域計画素案」

・「県のたより」

・テレビ　tvk「ＴＲＹ！神奈川」

・ラジオ　ＲＦラジオ日本「かながわ情報ＢＯＸ」

・新聞　神奈川新聞　他

・インターネット（神奈川県のホームページ）

２ 県民参加の状況

３ ご意見などの反映状況

皆さんからいただいたご意見などの反映状況を明らかにするため、県民参加意見整理台帳を作成しま

した。

この意見整理台帳は、県政情報センターや各地区県政情報コーナーに備え付け、閲覧できるようにし

ました。また、県のホームページでも閲覧することができるようにしました。

●意見聴取方法別内訳�

●集中県民参加期間�

方　　　法�

手 紙 ・ 電 話 �

フ ァ ク ス �

ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ �

意 見 交 換 会 等 �

合 計

件　　数�

148�

230�

114�

141�

633

第１次�

第２次�

２００４（平成１６）年０７月２６日～０８月３１日�

０９月１７日～１０月１７日�
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神奈川力構想・地域計画
「活力ある地域社会・生きがいのあるくらしの創造」をめざして




